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H－15号イii居跡出L遺牛セ1

H－47号住屠跡出上遺物



序

　前橋市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背に、板東太郎として名

高い利根川や詩情豊かな広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風

情にあふれた美しい県都です。

　前橋市域は古代より豊かな文化があふれる地であり、東日本でも

際だった内容を示しています。今から約2万8千年前の旧石器を始

めとして、10基を数える国指定の古墳、関東の華とうたわれた前橋

城に関するもの等多くの文化財が残されています。

　自然環境に恵まれたこの地では、古代からの人々の生活の跡が市

内ほぼ全域にわたり残されています。古代の人々が暮らした家の跡

や使用した石器や土器などの道具、水田跡なども多く、周辺の埋蔵

文化財発掘調査によって多くの新しい知見が集積されています。

　前橋市の北東部、赤城山南麓に位置する五代町では、五代南部工

業団地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査が平成12年度より実施さ

れてきております。五代伊勢宮V遺跡はその調査の3年目にあたり、

縄文時代から奈良・平安時代の住居跡、掘立柱建物跡など多くの遺

構と遺物を検出し、貴重な資料を得ることができました。

　発掘調査にあたりましては、ご協力いただきました市工業課、前

橋工業団地造成組合、地元関係者、酷暑の中調査に従事されました

皆様に感謝とお礼を申し上げます。

平成15年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団　長　　阿部　明雄
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例 一口

1．本報告書は、五代南部工業団地造成に伴う五代伊勢宮V遺跡発掘調査報告書である。

2．本遺跡の遺跡コードは14C32である。

3．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

4．発掘調査の要項は次のとおりである。

　　調査場所群馬県前橋市五代町地内
　　発掘調査期間　平成14年5月14日～平成14年12月12日

　　整理・報告書作成期間　　平成14年12月13日～平成15年3月20日

　　発掘・整理担当者　　近藤雅順・渡邉三男，

　本書の原稿執筆・編集は近藤が行った。

　発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。

　青木昭二郎・伊藤修道・今井弘子・植木政俊・大島きく江・須田隆治・高橋公代・多田啓子

　奈良啓子・中林美智子・長澤幸枝・細野進太郎・堀込とよ1江・弥郡啓吾・渡辺永造

7．発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財

　保護課で保管されている。

凡 例

　挿図中に使用した北は、座標北である。

　挿図に建設省国土地理院発行の1／200，000地形図（宇都宮、長野）、1／25，000地形図（前橋、大胡、渋川、

　鼻毛石）を使用した。

3．本発掘調査の略称は、14C32である。

4．本遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

　J…縄文時代の住居跡　　H…古墳・奈良・平安時代の住居跡　　B…掘立柱建物跡

　丁…竪穴状遺構　　W…溝跡　　D…土坑　　P…柱穴　　1…井戸跡

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。

　遺構　　住居跡・掘立柱建物跡・井戸跡…1／60　　土坑・柱穴…1／80　　溝跡…1／120

　　　　炉・竈断面図…1／30

　遺物　　土器…1／3・1／4　石器・石製品…2／3・1／2・1／3・1／4

　　　　紡錘車…1／3　　土錘…1／2　　臼玉…1／1　　鉄製品…1／2

　計測値については、（　　）は現存値、［　］は復元値を表す。

　セクション注記の記号は締まり、粘性の順である。

　　　◎◎…非常に締まりがある、非常に粘性がある

　　　○○…締まりがある、粘性がある

　　　△△…やや締まりがある、やや粘性がある

　　　××…締まりがない、粘性がない

8．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。

　遺構平面図　　焼　　　土…濃点

　遺構断面図　　構　築　面…斜線

　遺物実測図　　須恵器断面…黒塗り

9．周辺遺跡概要一覧表については、『五代伊勢宮H遺跡　前橋市埋蔵文化財発掘調査団　2001』に加筆した。
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図　版
口絵　調査区全景（西から）

　H－15号住居跡出土遺物 H－47号住居跡出土遺物

PL．1　調査区全景、J－1・2号住居跡

　2　∫一5～9号住居跡
　3　H－2～5・7・8号住居跡
　4　H－9～！4号住居跡
　5　H－15号住居跡
　6　H－16～20・22・52・53号住居跡
　7　H－23～26号住居跡
　8　H－29～32・36号住居跡
　9　H－34・35・37・38号住居跡
　10　H－39・40・44号住居跡
　11　H－47号住居跡
　12　H－45・46・49・50号住居跡

13　B－1・4・6号掘立柱建物跡、小石榔　他
14　縄文時代出土遺物（土器）

15　縄文時代出土遺物（石器）

16　H－1～8号住居跡出土遺物
17　H－8～12号住居跡出土遺物
18　H－13～15号住居跡出土遺物
19　H－16～20・22・23号住居跡出土遺物

20　H－24～27・29号住居跡出土遺物
21　H－30～32・35～39号住居跡出土遺物

22　H－39～42・44号住居跡出土遺物
23　H－44・46・47号住居跡出土遺物
24　H－47・48～50・54号住居跡出土遺物　他

挿　図
Fig．1　位置図

　2周辺遺跡図
　3　グリッド設定図

　4　J－1号住居跡
　5　J－2・3号住居跡
　6　J－4・5号住居跡
　7　」一6・7号住居跡
　8　J－8・9号住居跡
　9　J－10、H－1号住居跡
　10　H－2・3号住居跡
　11　H－4・5号住居跡
　12　H－7・8号住居跡
　13　H－6・9・10号住居跡
　14　H－11・12号住居跡
　15　H－13・15号住居跡
　16　H－16・17・52号住居跡
　17　H－18・20・53号住居跡
　18　H－19・25号住居跡
　19　H－22号住居跡
　20　H－23・24号住居跡
　21　H－26・29号住居跡
　22　H－30・31号住居跡
　23　H－32・36・37号住居跡
　24　H－35・38号住居跡
　25　H－39号住居跡
　26　H－40号住居跡
　27　H－41・46号住居跡
　28　H－44・45号住居跡

29　H－47・49号住居跡
30　H－50・54号住居跡

31　B－1・4号掘立柱建物跡
32　B－3号掘立柱建物跡
33　B－6号掘立柱建物跡、小石榔

34　工一1・2号井戸跡、W－2・3号溝跡
35　主な土坑、主な柱穴

36　J－1・2号住居跡出土遺物
37　J－4～7号住居跡出土遺物
38　J－8～10・12号住居跡、D－18・25号土坑出土遺物

39　J－4・9号住居跡、表採出土遺物
40　」一4・8号住居跡、D－4・23号土坑出土遺物
41　H－1～4号住居跡出土遺物
42　H－4～8号住居跡出土遺物
43　H－8～10号住居跡出土遺物
44　H－11～15号住居跡出土遺物

45　H－15号住居跡出土遺物
46　H－15～20・22号住居跡出土遺物
47　H－22～25号住居跡出土遺物
48　H－26・27・29～32号住居跡出土遺物

49　H－32・35～39号住居跡出土遺物

50　H－39～42号住居跡出土遺物

51　H－44号住居跡出土遺物
52　H－44・46・47号住居跡出土遺物

53　H－47・48号住居跡出土遺物
54　H－47・49・50・54号住居跡出土遺物
55　竪穴状遺構、溝跡、土坑出土遺物

表

Tab．1　周辺遺跡概要一覧

　2　住居跡一覧表
　3　土坑・井戸跡計測表
　4　柱穴計測表
　5　縄文時代出土遺物観察表

6石器観察表
7　古墳～奈良・平安時代出土遺物観察表

8　古墳時代後期の竪穴住居跡の比較

9　4つの遺跡の竪穴住居跡の比較

付　図
五代伊勢宮V遺跡全体図（縮尺200分の1）
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1 調査に至る経緯
　本発掘調査は、五代南部工業団地造成事業実施に伴い行われた。本調査地は、平成12年度の試掘調査結果によ

り遺跡地であることが確認されている。今年度は、その発掘調査年次計画に基づいて行われた調査の3年目にあ

たるものである。

　平成14年4月11日、前橋工業団地造成組合（管理者　萩　原　弥惣治）より、五代南部工業団地造成に伴う

埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織であ

る前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部　明雄に対し調査実施を通知し、調査団はこれを受諾した。4月17

日に前橋工業団地造成組合と前橋市埋蔵文化財発掘調査団との間で埋蔵文化財発掘調査に関する協定書が締結さ

れ、4月25日に両者の間で埋、蔵文化財発掘調査委託契約が締結された。そして、5月14日から現地での発掘調査

を開始するに至った。

　なお、遺跡名称「五代伊勢宮V遺跡」（遺跡コード：14C82）の「伊勢宮」は1日地籍の小字名を採用し、名称

中のローマ数字「V」は、当調査団で過去に調査した遺跡と区別するため付したものである。

1［　遺跡の位置と環境

1　遺跡の立地

　前橋市は、地質・地形から北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地利根川右岸、南部から南西部にかけての

前橋台地利根川左岸、東部の広瀬川低地帯の4つの地域に分けられる。五代伊勢宮V遺跡は前橋市役所から北東

の方向約5kmの赤城火山斜面にある五代町地内の五代南部工業団地造成予定地に所在する。五代町は、昭和29年

に前橋市に吸収合併された。それまでは、昭和22年に周囲の6ケ村と赤城山入会地と合併し、芳賀村となり勢多

郡芳賀村字五代であった。旧芳賀村の地域は現在も「芳賀地区」と呼称されている。一緒に吸収合併された五代

町の北に隣接する鳥取町は、前橋市の芳賀地区団地造成計画により、昭和45年から住宅・工業団地の開発が進め

られ、住宅が建ち並び、工場も多数建ち並んでいる。しかし、五代町は一部がこの造成計画によって開発された

が、町の大部分に田畑が残っており、酪農も盛んであり、住宅はまばらな状況である。土地の高低差があり、高

いところは宅地、畑、牧草地であり、低いところは田圃になっている。
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Fig．！　位置図
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2　歴史的環境

五代伊勢宮V遺跡が位置する赤城山南斜面の台地には、旧石器時代後期から中近世に至る数多くの遺跡が存在

し、埋蔵文化財の宝庫として知られている。本遺跡が所在する前橋市の北部「芳賀地区」は、先にも述べた芳賀

地区団地造成計画に伴う大規模な発掘調査の他、数多くの発掘調査によってその歴史が明らかにされてきている。

本遺跡のすぐ北に位置する芳賀東部団地遺跡（調査面積約33ha）は、縄文時代から古墳時代、奈良・平安時

代まで続く集落跡である。縄文時代前期の竪穴住居跡60軒、中期末葉と後期前半の敷石住居跡6軒が検出された。

また、古墳4基、鍛冶関連遺構5基が検出された。そして、奈良・平安時代の竪穴住居跡約500軒、掘立柱建物

跡206棟が検出された。

　本遺跡の西に位置する芳賀西部団地遺跡（調査面積約2．5ha）は、縄文時代前期の竪穴住居跡、埴輪棺等の他、

古墳綜覧記載漏れの古墳32基が集中して検出され、初期群集墳であることが分かった。また、小神明遺跡群Hの

西田遺跡からは円墳4基、帆立貝式古墳1基が検出された。昭和10年、県下一斉に行われた古墳調査において芳

賀地区には64基の古墳があるとされ、赤城南麓では旧荒砥村、粕川村、旧桂萱村についで古墳の多いところとさ

れてきた。しかし、古墳綜覧記載漏れの古墳を併せると、芳賀地区には実に100基もの古墳が集中して存在した

ことになる。

　芳賀北部団地遺跡（調査面積約約6．1ha）は縄文時代前期、後期の竪穴住居跡、中期の敷石住居跡が検出され

た。また、奈良・平安時代では竪穴住居跡237軒が検出され、中世では勝沢城阯の一部が検出された。

　鳥取福蔵寺遺跡では、縄文時代前期の住居跡が2軒、奈良・平安時代の住居跡が39軒・精錬鍛冶炉遺構が1基、

中世の竪穴状遺構1基などが検出された。

　鳥取福蔵寺H遺跡では、特筆すべきこととして約13，000年前に堆積した浅間黄色軽石層直下の関東ローム層中

より旧石器が検出された。細石刃文化石器群と認められるだけでも350点検出された。器種も細石核、細石刃、

スキー状削片、彫刻刀型石器、削器、掻器、礫器など多岐に及んだ。縄文時代前・中・後期の竪穴住居跡6軒、

古墳時代の竪穴住居跡12軒、奈良・平安時代の竪穴住居跡29軒・掘立柱遺構9基・鍛冶工房跡1基が検出された。

　檜峯遺跡からは、奈良・平安時代の竪穴住居跡65軒とともに奈良三彩小壷（前橋指定重要文化財）が検出され

た。

　現在、調査が進行中の五代南部工業団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査では、北側の標高120m付近では縄文

時代前期から中期にかけての住居跡や土坑が検出され、南側では古墳時代中期から奈良・平安時代の住居跡が検

出されている。さらに、北西部では古墳時代前期の住居跡も検出されている。

　このように芳賀地区の主な遺跡を見てくると、旧石器の終わりから縄文、古墳、奈良・平安、中近世と、古く

から絶えることなく人々が生活をしてきたことが窺える。
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Fig。2　周辺遺跡図
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Tab．1　周辺遺跡概要一覧

番号 遺　跡　名 調査年度 時　代　：　遺　構　の　種　類　及　び　数

1 五代伊勢宮V遺跡 平成14 本　遺　跡

2 芳賀北部団地遺跡 昭和48・49
縄　文　：竪穴住居跡34（うち敷石住居4）、配石遺構17

奈良・平安：竪穴住居跡237、堀立柱建物跡8、製鉄遺構3

　　溝28、井戸5、ピット20

3 芳賀西部団地遺跡 昭和50
縄　文　：竪穴住居跡7、ピット6、配石遺構3

古　墳　＝古墳32、埴輪棺1他

4 芳賀東部団地遺跡 昭和51～55

縄　文　：竪穴住居跡60（うち敷石住居6）、ピット140、配石遺構4

古　墳　：竪穴住居跡75、古墳4

奈良・平安：竪穴住居跡411、堀立柱建物跡約206、

　　鍛冶・精錬阯5、その他635

5 檜　峯　遺　跡 昭和56
古　墳　：竪穴住居跡11

奈良・平安：竪穴住居跡65

6 小神明遺跡群工 昭和57
縄　文　：竪穴住居跡7、ピット4、その他1

奈良・平安：竪穴住居跡3

7 端気遺跡群1・H 昭和57・58
縄　文　：竪穴住居跡2、ピット1

弥　生　：方形周溝墓2、ピット1、溝状遺構1

古　墳　：竪穴住居跡16

8 小神明遺跡群H　田　遺　跡
昭和58

縄　文　：竪穴住居跡3

古　墳　：竪穴住居跡4く円墳4、帆立貝式古墳1

9 倉　本　遺　跡 昭和58 弥　生　：竪穴住居跡2

10 小神明遺跡群H
明神遺跡

昭和58 古　墳　：竪穴住居跡2

11 小神明遺跡群1
　料　遺　跡

昭和58・60

縄　文　：敷石住居跡3

古　墳　：竪穴住居跡40、堀立柱建物跡1

奈良・平安：竪穴住居跡2

12 芳賀北曲輪遺跡 平成2
縄　文　：竪穴住居跡23（うち敷石住居4）、配石遺構1

古墳　：古墳6

13 芳賀北原遺跡 平成3
古　墳　：竪穴住居跡3

奈良・平安：竪穴住居跡6

14 五代檜峯遺跡 平成9 古　墳　：竪穴住居2

15 鳥取東原遺跡 平成9
古　墳　：竪穴住居跡1

近　世　：埋葬施設1

16 鳥取福蔵寺遺跡 平成9

縄　文　：竪穴住居跡2、落ち込み2

古墳～平安：竪穴住居跡41（製鉄遺構1）、土坑83、堀立柱建物跡1

　　井戸跡2

17 鳥取福蔵寺H遺跡 平成10

旧　石　器：細石刃文化石器群

縄　文　：竪穴住居跡6

古　墳　：竪穴住居跡12

奈良・平安：竪穴住居跡29、堀立柱遺構9、鍛冶工房跡1

18 五代江戸屋敷遺跡 平成12

縄文　：土坑1
古　墳　：竪穴住居跡44、方形周溝墓2、周溝状遺構1

奈良・平安：竪穴住居跡12、堀立柱建物跡1、ピット87、井戸跡1

中　世　：地下式土坑2、溝1
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番号 遺　跡　名 調査年度 時　代　：　遺　構　の　種　類　及　び　数

19 五代竹花遺跡 平成12

縄　文　：竪穴住居跡2

古　墳　：竪穴住居跡7、土坑1

奈良・平安：竪穴住居跡9、土坑3）ピット254

近世・現代：溝2

20 五代木福1遺跡 平成12

縄　文　：竪穴住居跡1、ピット6、配石遺構3

古　墳　：竪穴住居跡31、土坑8

奈良・平安：堀立柱建物跡23、土坑2、ピット220

中世・近世：土坑11、溝8

21 五代木福H遺跡 平成12

縄　文　：配石1

古　墳　：竪穴住居跡64

奈良・平安：竪穴住居跡111、堀立柱建物跡！6

中　世　：溝2、地下式土坑2、井戸6

近世以降：溝6

22 五代深堀1遺跡 平成12
縄　文　：竪穴住居跡1

奈良・平安：竪穴住居跡2、ピット29、堀立柱建物跡3（奈良～中世）

23 五代伊勢宮1遺跡 平成12

古　墳　：竪穴住居跡2

奈良・平安臼：竪穴住居跡4、ピット1

中世・近世：土坑1、溝1

24 五代伊勢宮1遺跡 平成13

縄　文　：竪穴住居跡7

古　墳　：竪穴住居跡12、竪穴状遺構2

奈良・平安：竪穴住居跡5、掘立柱建物跡3　L

近　世　：溝跡3

25 五代伊勢宮皿遺跡 平成13

縄　文　1土坑1

　　　　　　　　　　、良・平安：竪穴住居跡3

中世・近世：土坑66、溝3、井戸3、地下式土坑5

26 五代深堀H遺跡 平成13

縄　文　：竪穴住居跡1、土坑2

古　墳　：竪穴住居跡2

奈良・平安：竪穴住居跡7

27 五代中原工遺跡 平成13

縄文（前期）：竪穴住居跡3

古　墳　：竪穴住居跡5

奈良・平安：竪穴住居跡19、溝1

中世・近世：土坑5

28 五代伊勢宮IV遺跡 平成13
縄文（中期）：竪穴住居跡3、土坑194

奈良・平安：竪穴住居跡1

◎その他の周辺の遺跡

29新田塚古墳

33東公田古墳

37荻窪東爪遺跡

30檜峯古墳

34オブ塚古墳

38荻窪倉兼遺跡

31大日塚古墳

35　オブ塚西古墳

32桂正田稲塚古墳

36荻窪鰯塚遺跡
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皿　調査の経過

1　調査方針

　委託調査箇所は、五代南部工業団地造成が計画されている地域（約427，600㎡）のうち、平成12年度試掘調査

の結果、本調査が必要とされた地域（約137，500㎡）である。グリッドについては、4mピッチで西から東へX

O、X1、X2…と、北から南へY　O、Y1、Y2…と付番し、グリッドの呼称は北西杭の名称を使用した。本

遺跡（五代伊勢宮V遺跡）は、本調査が必要とされた地域のうち約7，844㎡である。

　本遺跡のX58・Y176の公共座標は次のとおりである。

　＋45850．8200（X）　一64759．9038（Y）　’〔新座標〕

　＋45496．000（X）　　一64468。000（Y）　　〔旧座標〕

　緯度　　　　　　36。2428”．5557　　　経度　　　139。06／52”．0226

　子午線収差角　　25／36”．1　　　　　　　　増大率　　0．999951

　調査方法は、表土掘削・遺構確認・杭打ち・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真撮影の手順で行った。

　図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡竈は1／10の縮尺で作成し

た。遺物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッド単位で

収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。

2　調査経過

　本遺跡の発掘調査は、5月14日から開始した。重機（バックフォー0．7㎡）2台と10tダンプ1台を使い、調

査区の表土掘削を行った。表土掘削に12日間かかり、それと平行して、鋤簾による遺構確認を行った。その結果、

表土下約40cmからローム面が検出され、住居跡と思われる遺構69軒が見つかった。29日に杭打ちを行い、遺構の

掘下・精査に入った。掘り込みが深く出土遺物の量も多い、残存状況が良好な住居跡が多く、掘り下げに多くの

時間を要した。縄文時代の遺構は、埋没土が地山のロームと類似し、平面プランを明確に確認するのが難しい状

態であったため、サブトレンチを入れながら遺構の範囲を確認した。また、調査区が広いため遺構面を掃除する

のに多大な労力を要した。台風の接近があったりしたが、今年は天候に恵まれ、順調に現地調査を進めることが

できた。6月11日には、前橋市立第5中学校の2年生3名が職場体験学習に訪れ、発掘調査の話や出土遺物の説

明を受けた後、遺構の掘り下げ等を経験して、遺物を発見した時の喜びや発掘の苦労を感じて帰校した。遺構精

査の結果、竪穴住居跡65軒、掘立柱建物跡6軒、竪穴状遺構5軒、溝跡6条、小石榔1基、井戸跡2基、土坑79

基、柱穴163基が検出された。12月3日には委託業者による空中写真撮影を行い、4日より一週間現場事務所に

おいて土器洗いや図面整理などを済ませ、12日をもって現地での調査は終了となった。その後、重機（バックフォー

0．7㎡）1台、10tクロ旨ラー2台、重機（ブルトーザー：D2）1台で5日間かけて埋め戻しを行った。

　13日より文化財保護課に戻り、出土遺物・図面・写真等の整理作業にあたった。1月24日には、前橋市立第2

中学校の2年生2名が職場体験学習に訪れ、発掘調査の話や出土遺物の説明を受けた後、復元作業を経験して帰

校した。3月20日、遺物、図面、写真等の整理作業をすべて終了した。
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　　　　　　　　　　　　　　　IV　基　本　層　序

本遺跡地内の地層の堆積は1右のとおりである。

1　褐灰色細砂層　　　’（10Y　R4／1）　締まり○　粘性×　現耕作土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚さ30cm前後

2　黒褐色細砂層　　　　（10Y　R3／1）　締まり○　粘性O　Hr－FP軽石・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　As－C軽石含む　厚さ10cm前後

3　にぶい黄褐色微砂層（10YR5／4）　締まり○　粘性O　As－C軽石を含む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム漸移層　厚さ10cm前後

4　明黄褐色微砂層　　　（10Y　R6／6）　締まり△　粘性O　ローム層

表　　土

1

2

3

4
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V　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

J－1号住居跡（Fig．4、PL1）

位置　X49～51、．・Y176～178グリッド　　長軸方向　　［N－56。一E］　　形状等　隅丸方形と推測される。

東西［6．96］m、南北［6，86］m、壁現高（66）Gmを測る。　　面積［40．15］㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。

床　西寄りに石囲い炉が検出され、長軸方向N－100。一E、長軸54cm、短軸32cm、深さ10cmを図る。炉の西

　隣に別の石組み有。　　重複　J－2、J－8、J－12と重複しており、新旧関係は本遺構→J－2、J－12

→本遺構→J－8の順である。　　時期　埋土や出土遺物から縄文時代前期（諸磯b期）と考えられる。

出土遺物　総数578点。そのうち、深鉢3点を図示した。

J－2号住居跡（Fig．5、PL1）

位置　X49～51、Y175・176グリッド　　長軸方向　：N－82。一E　　形状等　円形。東西6．06m、南北5．4

　m、壁現高！8cmを測る。　　面積　25．78㎡　　床面一平坦な床面。　　炉　中央西寄りに石囲い炉と炉体土

器が検出され、長軸方向N－6。一W、長軸97cm、短軸84cm、深さ15cmを測る。　　重複　J－1と重複して

おり、新旧関係はJ－1→本遺構の順である。　　時期　埋土や出土遺物から縄文時代中期（加曽利E∬期）

　と考えられる。　　出土遺物　総数218点。そのうち、深鉢5点、石皿1点を図示した。

J－3号住居跡（Fig．5）

位置　X55・56、Y170・171グリッド　　長軸方向　：N－46。一W　　形状等　円形。東西5．63m、南北5．l

　m、壁現高39cmを測る。　　面積　22．72㎡　　床面　平坦な床面。　　炉　検出されず。　　時期　不明。

　出土遺物　総数24点。

J－4号住居跡（Fig．6）

位置　X45・46、Y176・177グリッド　　長軸方向　N－33。一E　　形状等　円形。東西5．4m、南北5．Om、

壁現高46cmを測る。　　面積　22．2㎡　　床面　平坦な床面。　　炉　検出されず、中央部に焼土部分有。

時期　埋土や出土遺物から縄文時代中期（加曽利EH期）と考えられる。　　出土遺物　総数134点。そのう

　ち深鉢1点、石鍍2点、磨製石斧1点、敲石1点を図示した。

J－5号住居跡（Fig，6、PL．2）

位置　X46・47、Y179・180グリッド　　長軸方向　N－15。一W　　形状等　手鏡形。東西4．6m、南北4．02

　m、壁現高36cmを測る。　　面積　13．56㎡　　床面　堅緻な床面。　　炉　検出されず。　　時期　埋土や

　出土遺物から縄文時代前期（諸磯a期）と考えられる。　　出土遺物　総数243点。そのうち、深鉢2点を図

示した。

J－6号住居跡（Fig．7、PL2）

位置　X56・57、Y180・181グリッド　　長軸方向　N－88。一E　　形状等　円形。東西3．9m、南北3．65

　m、壁現高32cmを測る。　　面積10．95㎡　　床面平坦でやや中央が下がる床面。　　炉　検出されず、

　中央部に焼土及び炭化物を多く含む20cmぐらいの落ち込み有。　　重複　丁一5と重複しており、新旧関係は

本遺構→T－5の順である。　　時期　埋土や出土遺物から縄文時代中期（加曽利E　H期）と考えられる。

　出土遺物　総数74点。そのうち、深鉢2点を図示した。
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J－7号住居跡（Fig．7、PL2）

位置　X58・59、Yl81・182グリッド　　長軸方向　［N－30－W］　　形状等　円形と推定される。東西

　［5．32］m、南北［5．3］m、壁現高（24）cmを測る。　　面積　［22．27］㎡　　床面　平坦な床面。

炉　ほぼ中央に石囲い炉と炉体土器が検出され、長軸方向：N－99。一E、長軸111cm、短軸100cm、深さ20cmを

測る。　　重複　H－41、W－1と重複しており、新旧関係は本遺構→H－41→W－1の順である。

時期　埋土や出土遺物から縄文時代中期（加曽利E　I期）と考えられる。　　出土遺物　総数122点。そのう

　ち、深鉢1点、石皿1点を図示した。

J－8号住居跡（Fig、8、PL2）

位置　X50・51、Y178・179グリッド　　長軸方向　［N－OQ－E］　，形状等　円形と推定される。東西

　［5．46］m、南北［5．32］m、壁現高（57）cmを測る。　　面積［22．44］㎡　　床面平坦で部分的に堅緻な

床面。　　炉　検出されず、南側に2ケ所の焼土部分有。　　重複　J－1、J－12、D－29と重複しており、

新旧関係はJ－12→J－1→本遺構→D－29の順である。　　時期　埋土や出土遺物から縄文時代中期（曽利

　皿期）と考えられる。　　出土遺物　総数570点。そのうち、深鉢1点、打製石斧2点を図示した。

J－9号住居跡（Fig．8、PL2）

位置　X43～45、Y178・179グリッド　　長軸方向　N－53。一E　　形状等　円形。東西6．5m、南北5．68

　m、壁現高31cmを測る。　　面積　28．99㎡　　床面平坦で堅緻な床面。　　炉　ほぼ中央に石囲い炉と炉

体土器が検出され、長軸方向N－20。一E、長軸80cm、短軸70cm、深さ15cmを測る。その南に焼土部分も有。

　重複　W－6と重複しており、新旧関係は本遺構→W－6の順である。　　時期　埋土や出土遺物から縄文時

代中期（加曽利E　H期）と考えられる。　　出土遺物　総数291点。そのうち、深鉢2点、石鍍1点を図示し

　た。

J－10号住居跡（Fig．9）

位置　X45～47、Y174～176グリッド　　長軸方向　N－2。一E　　形状等　隅丸方形。東西5．92m、南北

5，34m、壁現高50cmを測る。　　面積　24．91㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。　　炉　検出されず。

重複　D－27と重複しており、新旧関係は本遺構→D－27の順である。　　時期　埋土や出土遺物から縄文時

代前期（諸磯a期）と考えられる。　　出土遺物　総数99点。そのうち、深鉢2点を図示した。

J－11号住居跡

位置　X57、Y170・171グリッド　長軸方向　N－37。一W　　形状等　円形。東西3．3m、南北3．Om、壁

現高29cmを測る。　　面積　7．68㎡　　床面　平坦な床面。　　炉　検出されず。　　時期　不明。

　出土遺物　総数7点。

J－12号住居跡

位置　X49～51、Y1771・178グリッド　長軸方向　［N－15。一W］　　形状等　隅丸方形と推測される。

．東西［5．04］m、南北［4。98］m。　　面積　　［24。05］㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。　　炉　検出されず。

重複　J－1、J－8、D－29と重複しており、新旧関係は本遺構→J－1→∫一8→D－29の順である。

　時期　埋土や出土遺物から縄文時代前期（黒浜期）と考えられる。　　出土遺物　総数26点。そのうち、深鉢

　2点を図示した。

H－1号住居跡（Fig．9）

位置　X71・72、Y170・171グリッド　　主軸方向　　（：N－92。一E〉　　形状等　方形と推測される。東西

　（3．74）m、南北（3．12）m、壁現高（39）cmを測る。　　面積　（7．46〉㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。
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竈　東壁に焚口部が検出されたが大部分が調査区外のため詳細は不明。粘土を構築材として使用している。

重複　P－1と重複しており、新旧関係は本遺構→P－1の順である。　　時期　埋土や出土遺物から7世紀

前半と考えられる。　　出土遺物　総数255点。そのうち圷1点を図示した。

H－2号住居跡（Fig．10、PL3）

位置　X71・72、Yl71・172グリッド　　主軸方向　［：N－97。～E］　　形状等　長方形と推定される。東

西［4．2］m、南北［5．5］m、壁現高（60）cmを測る。　　面積　［22．7］㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。

周溝有。　　竈　東壁中央南寄りより検出され、主軸方向N－960－Eであり、全長84cm、最大幅84cm、焚口

部幅35cmを測る。粘土を構築材として使用している。　　重複　H－3と重複しており、新旧関係は本遺構→

　H－3の順である。　　時期　埋土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数393点。そ

　のうち、皿1点、圷1点、台付甕1点、刀子1点を図示した。

H－3号住居跡（Fig．10、PL3）

位置　X71・72、Y172・173グリッド　　主軸方向　N－80。一E　　形状等　長方形。東西3．06m、南北4。2

　m、壁現高57cmを測る。　　面積　12．33㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竈　東壁中央南寄り

　より検出され、主軸方向がN’一80。一Eであり、全長122cm、最大幅90cm、焚口部幅18cmを測る。

　重複　H－2と重複しており、新旧関係はH－2→本遺構の順である。　　時期　埋土や出土遺物から10世紀

前半と考えられる。　　出土遺物　総数512点。そのうち、紡錘車1点、砥石1点を図示した。

H－4号住居跡（Fig．11、PL．3）

位置　X69・70、Y171・172グリッド　　主軸方向　　［N－54。一E］　　形状等　正方形と推定される。東

西［4．28］m、南北［4．5］m、壁現高（59）cmを測る。　　面積　　［18．76］㎡　　床面　平坦な床面。

　竈　東壁中央南寄りより検出され、主軸方位：N－59。一Eであり、全長！10cm、最大幅102cm、焚口部幅30cmを

測る。袖石と粘土を構築材として使用している。　　重複　H－5、W－1と重複しており、新旧関係は本遺

構→H－5→W－1の順である。　　時期，埋土や出土遺物から6世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総

　数340点。そのうち、壷1点、提瓶1点。甕2点、長胴甕1点、土錘1点、紡錘車1点を図示した。

H－5号住居跡（Fig．11、PL3）

位置　X69・70、Y172～174グリッド　　主軸方向　N－107。一E　　形状等　長方形。東西4．22m、南北

5．9m、壁現高30c皿を測る。　　面積　23．02㎡　　床面　堅緻な床面。周溝有。　　竈　東壁中央南寄りより

検出され、主軸方位N－105。一Eであり、全長80cm、最大幅78cm、焚口部幅38cmを測る。粘土を構築材とし

て使用している。　　重複　H－4、W－1と重複しており、新旧関係はH－4→本遺構→W－1の順である。

　時期　埋土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数176点。そのうち、圷1点を図示し

　た。

H－6号住居跡（Fig．13）

位置　X67・68、Y171・172グリッド　　主軸方向　　［：N－85。一E］　　形状等　長方形と推定される。東

西［3．58］m、南北［4．0］m、壁現高（12）cmを測る。　　面積　［13．31］㎡　　床面　堅緻な床面。

　竈　東壁より検出され、主軸方向が：N－840－Eであり、全長70cm、最大幅56cm、焚口部幅48cmを測る。

　重複　W－1と重複しており、新旧関係は本遺構→W－1の順である。　　時期　埋土や出土遺物から9世紀

初頭と考えられる。　　出土遺物　総数15点。そのうち、蓋1点を図示した。

H－7号住居跡（Fig．12、PL3）

位置　X67～69、Y172～174グリッド 主軸方向　N－110。一E　　形状等　長方形。東西3．5m、南北
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4．04m、壁現高19cmを測る。　　面積13．5㎡　床面平坦で堅緻な床面。　　竈東壁中央南寄りより検

出され、主軸方向が：N’一120。一Eであり、全長74cm、最大幅70cm、焚口部幅20cmを測る。粘土を構築材とし

て使用している。　　時期　埋土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数22点。そのう

ち、台付甕1点、鎌1点を図示した。

H－8号住居跡（Fig．12、PL．3）

位置　X68・69、Y174グリッド　　主軸方向　：N－92。一E　　形状等　正方形。東西3．76m、南北3．72m、

壁現高30cmを測る。　　面積　12．98㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。　　竈　東壁中央南寄りより検出され、

主軸方向がN－980－Eであり、全長94cm、最大幅88cm、焚口部幅24cmを測る。袖石、土器、粘土を構築材と

　して使用している。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総数427点。そ

　のうち、杯2点、直口壷1点、長胴甕3点、鎌1点、臼玉1点を図示した。

H－9号住居跡（Fig．13、PL4）

位置　X66・67、Y174・175グリッド　　主軸方向　一［N－91。一E］　　形状等　長方形と推定される。東

西［3．52］m、南北［4．96］m、壁現高（19）cmを測る。　面積　［16．31］㎡　床面平坦で堅緻な床面。

竈東壁南寄りより検出され、主軸方向N－90。一Eであり、全長68cm、最大幅55cm、焚口部幅20cmを測る。

粘土を構築材として使用している。　　重複　H－10、W－1と重複しており、新旧関係はH－10→本遺構蟻

W－1の順である。　　時期．埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。　　出土遺物　総数220点。そ

　のうち、境1点、臼玉2点を図示した。

H－10号住居跡（Fig．13、PL4）

位置　X66・67、Yl75・176グリッド　　主軸方向　N－1020－E　　形状等　正方形。東西4．28m、南北

　3．94m、壁現高49cmを測る。　　面積　16．03㎡　　床面　堅緻な床面。周溝有。　　竈　東壁中央南寄りよ

　り検出され、主軸方向：N’一103。一Eであり、全長107cm、最大幅102cm、焚口部幅36cmを測る。　　重複　H－

　9、W－1と重複しており、新旧関係は本遺構二・H－9→W－1の順である。　　時期　控土や出土遺物から

　8世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数447点。そのうち、圷3点、甕1点、鉄鍍1点を図示した。

H－11号住居跡（Fig．14、PL4）

位置　X68・69、Y180・181グリッド　　主軸方向　：N－81Q－E　　形状等　長方形。東西4．02m、南北

4．98m、壁現高57cmを測る。　’面積　18．81㎡　　床面　堅緻な床面。　　竈　東壁中央南寄りより検出さ

　れ、主軸方向：N’一76。一Eであり、全長106cm、最大幅148cm、焚口部幅76cmを測る。　　時期　埋土や出土遺

物から9世紀初頭と考えられる。　　出土遺物　総数819点。そのうち、蓋1点、皿1点、圷3点、境1点を

　図示した。

H－12号住居跡（Fig．14、PL4）

位置　X62・63、Y175・176グリッド　　主軸方向　　［］N’一95。一E］　　形状等　長方形と推定される。東

西［4．56］m、南北［3．7］m、壁現高（61）cmを測る。　　面積　　［16．64］㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。

周溝有。　　竈　東壁中央南寄りより検出され、主軸方向N－103。一Eであり、全長104cm、最大幅68cm、焚

　口部幅30cmを測る。粘土を構築材として使用している。　　重複　W－1と重複しており、新旧関係は本遺構

→W－1の順である。　　時期　埋土や出土遺物から8世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総数427点。

　そのうち、圷1点を図示した。

H－13号住居跡（Fig．15、PL4）

位置　X61・62、Y178・179グリッド 主軸方向　N－94。一E　　形状等　長方形。東西3．lm、南北3．5
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m、壁現高36cmを測る。　　面積　9．81㎡　　床面　平坦な床面。　　竈　東壁中央南寄りより検出され、主

軸方向：N－102。一Eであり、全長90cm、最大幅68cm、焚口部幅26cmを測る。　　時期　埋土や出土遺物から

8世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総数197点。そのうち、圷2点を図示した。

H－14号住居跡（PL4〉

位置　X67・6＄、Y177・178グリッド　　主軸方向　N－65。一E　　形状等　正方形。東西［4．28］m、南

北4．48m、壁現高（63）cmを測る。　　面積（17．43）㎡　　床面　部分的に堅緻な床面。周溝有。

竈　東壁にあったと推定されるが撹乱により詳細不明。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀後半と考えられ

　る。　　出土遺物　総数259点。そのうち、圷2点、高圷1点、甕1点、紡錘車1点を図示した。

H－15号住居跡（Fig．15、PL．5）

位置　X64・65、Y180・181グリッド　　主軸方向　N－55。一E　　形状等　正方形。東西4．lm、南北4．16

　m、壁現高81c皿を測る。　　面積　15．32㎡　　床面　平坦な床面。　　竈　東壁中央南寄りより検出され、

主軸方向N－59。一Eであり、全長102cm、最大幅80cm、焚口部幅53cmを測る。　　時期　埋土や出土遺物か

　ら6世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総数595点。そのうち、圷2点、塊1点、高圷1点、甑1点、壼

　2点、台付甕1点、甕1点、長胴甕1点、大甕1点を図示した。

H－16号住居跡（Fig．16、PL6）

位置　X64・65、Y1821183グリッド　　主軸方向　：N－83。一E　　形状等　長方形。東西3．06m、南北

3．67m、壁現高39cmを測る。　　面積10．12㎡　　床面堅緻な床面。周溝有。　　竈東壁南寄りより検

　出され、主軸方向がN－88。一Eであり、全長96cm、最大幅70cm、焚口部幅24cmを測る。石を両袖の構築材と

　して使用している。　　重複　H－52と重複しており、新旧関係はH－52→本遺構の順である。　　時期　埋

土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数209点。そのうち、甕1点を図示した。

H－17号住居跡（Fig．16、PL6）

位置　X65・66、Y183・184グリッド　　主軸方向　N－102。一E　　形状等　長方形。東西2．78m、南北

3185m、壁現高35cmを測る。　　面積　10．26㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。　　竈　東壁中央南寄りより

検出され、主軸方向：N－108。一Eであり、全長88cm、最大幅53cm、焚口部幅16cmを測る。　　重複　H－18、

　H－52と重複しており、新旧関係はH－18→本遺構、H－52→本遺構の順である。　　時期　埋土や出土遺物

　から9世紀後半ζ考えられる。　　出土遺物　総数191点。そのうち、圷1点を図示した。

H－18号住居跡（Fig．17、PL．6）

位置　X66・67、Y184・185グリッド　　主軸方向　N－80。一E　　形状等　長方形。東西4．12m、南北

5．82m、壁現高57cmを測る。　　面積　22．49㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竈　東壁南寄り

　より古い竈が検出され、東壁中央南寄りより新しい竈が検出された。主軸方向N一。75－Eであり、全長90cm、

最大幅63cm、焚口部幅18cmを測る。粘土を構築材として使用している。　　重複　H－17、H－53、W－4と

重複しており、新旧関係は本遺構→H－17、本遺構→H－53→W－4の順である・。　　時期　埋土や出土遺物

　から8世紀末から9世紀初頭と考えられる。　　出土遺物　総数168点。そのうち、蓋1点、」不1点、釘1点

　を図示した。

H－19号住居跡（Fig．18、PL6）

位置　X62・63、Y183・184グリッド　　主軸方向　N－88。一E　　形状等　正方形。東西4．72m、南北

4．86m、壁現高46cmを測る。　　面積　21．78㎡　　床面　部分的に平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竈　東

壁中央南寄りより検出され、主軸方向：N－88。一Eであり、全長166cm、最大幅104cm、焚口部幅18cmを測る。
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粘土を構築材として使用している。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀中頃と考えられる。

出土遺物　総数118点。そのうち、圷1点、小型甕1点を図示した。

H－20号住居跡（Fig．17、PL6）

位置　X63・64、Y186・187グリッド　　主軸方向　N－86。一E　　形状等　正方形。東西3．44m、南北3．2

　m、壁現高62cmを測る。　　面積　9．98㎡　　床面　平坦な床面。周溝有。　　竈．東壁中央より検出され、

主軸方向N－85。一Eであり、全長142cm、最大幅92cm、焚口部幅30cmを測る。粘土を構築材として使用して

　いる。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数79点。そのうち、圷2点

　を図示した。

H－21号住居跡

位置　X61・62、Y185・186グリッド　　主軸方向　［N－63。一E］　　形状等　正方形と推定される。東

西［3．6］m、南北［3．55ユm、壁現高（16）cmを測る。　　面積　　［12．42］㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。

竈　東壁中央南寄りより検出され、主軸方向N－70。一Eであり、全長50cm、最大幅34cm、焚口部幅12cmを測

　る。　　重複　H－22と重複しており、新旧関係はH－22→本遺構の順である。　　時期　埋土や出土遺物か

　ら9世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数27点。

H－22号住居跡（Fig．19、PL6）

位置　X60・61、Yl84～186グリッド　　主軸方向　N－82。一E　　形状等　長方形。東西5．65m、南北

7．75m、壁現高45cmを測る。　　面積　39．5㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竈　東壁中央南寄

　りより検出され、主軸方向N－85。一Eであり、全長118cm、最大幅106cm、焚口部幅56cmを測る。

重複　H－21、H－23と重複しており、新旧関係はH－23→本遺構→H－21の順である。　　時期　埋土や出

土遺物から9世紀前半と考えられる。　　出土遺物　総数962点。そのうち、皿2点、圷2点、境1点、甕2

　点、緑粕皿1点、釘1点を図示した。

H－23号住居跡（Fig．20、PL7）

位置　X59～61、Y182～184グリッド　　主軸方向　N－69。一E　　形状等　正方形。東西6．67m、南北

6．38m、壁現高52cmを測る。　　面積　37．56㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竈　東壁中央南

寄りより検出され、主軸方向N－68。一Eであり、全長91cm、最大幅88cm、焚口部幅30cmを測る。石を両袖と

天井、また粘土を構築材として使用している。　　重複　H－22、H－24と重複しており、新旧関係は本遺構

→H－22、本遺構→H－24の順である。　　時期　出土遺物から6世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総

数208点。そのうち、圷1点を図示した。

H－24号住居跡（Fig．20、PL7）

位置　X60・61、Y180・181グリッド　　主軸方向　N－88。一E　　形状等　長方形。東西4。1m、南北5．38

　m、壁現高45cmを測る。　　面積　2L32㎡　　床面　堅緻な床面。周溝有。　　竈　東壁中央より検出され、

主軸方向N－9ぴ一Eで、全長86cm、最大幅95cm、焚口部幅35cmを測る。粘土を構築材として使用している。

重複　H－23と重複しており、新旧関係はH－23→本遺構の順である。　　時期　埋土や出土遺物から9世紀

前半と考えられる。　　出土遺物　総数651点。そのうち、皿1点、杯2点を図示した。

H－25号住居跡（Fig．18、PL7）

位置　X57・58、Y184・185グリッド　　主軸方向　N－54。一E　　形状等　正方形。東西3．37m、南北

3．08m、壁現高37cmを測る。　　面積9．49㎡　　床面平坦で堅緻な床面。　　竈東壁南寄りより検出さ

　れ、主軸方向N－680－Eで、全長106cm、最大幅70cm、焚口部幅17cmを測る。粘土を構築材として使用して

一15一

鍾



いる。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀中頃から後半と考えられる。

圷1点、小型甕2点、長胴甕1点を図示した。

出土遺物　総数65点。そのうち』

H－26号住居跡（Fig．21、PL7）

位置　X56・57、Y184～186グリッド　　主軸方向　：N’一111。一E　　形状等　正方形。東西6．14m、南北

6．4m、壁現高65cmを測る。　　面積　35．67㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竈　東壁中央南寄

　りより検出され、主軸方向：N’一115。一Eであり、全長220cm、最大幅88cm、焚口部幅32cmを測る。粘土を構築

材として使用している。煙道も残っている。　　重複　B－3と重複しており、新旧関係は本遺構→B－3の

順である。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総数254点。そのうち、

　杯2点、高杯1点、甕2点、紡錘車1点を図示した。

H－27号住居跡

位置　X56・57、Y’182・183グリッド　　主軸方向　［N－87。一E］　　形状等　正方形と推定される。東

西［3．22］m、南北［2．83］m、壁現高（3）cmを測る。　　面積　［9．06］㎡　　床面　部分的に堅緻な床

面。　　竈　東壁中央南寄りより検出され、主軸方向がN－76。一Eであり、全長52cm、最大幅55cm、焚口部

幅30cmを測る。　　時期　埋土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数22点。そのうち、

　圷1点を図示した。

H－28号住居跡　　欠　番

H－29号住居跡（Fig．21、PL8）

位置　X60・61、Y165・166グリッド　　主軸方向　　（N－57。一E）　　形状等　方形と推測される。東西

　（3．05）m、南北（3．6）m、壁現高（43）cmを測る。　　面積　　（8．2）㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周溝

有。　　竈　東壁より検出されたが、大部分が調査区外のため詳細は不明。粘土を構築材として使用している。

　時期　埋土や出土遺物から6世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総数103点。そのうち、圷1点、塊1点、

鉢1点、長胴甕1点を図示した。

H－30号住居跡（Fig．22、PL8）

位置　X62・63、Y167・168グリッド　　主軸方向　：N－63。一E　　形状等　正方形。東西3．98m、南北3．8

　m、壁現高59cmを測る。　　面積　13．59m2　床面　平坦で堅緻な床面6　　竈　東壁中央南寄りに検出さ

　れ、主軸方向N－72。」Eであり、全長cm、最大幅60cm、焚口部幅32cmを測る。石を天井、また粘土を構築材

　として使用している。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数78点。そ

　のうち、圷1点を図示した。なお、重さ473g～750g（平均約600g）の菰編み石が9点、南西隅よりまとまっ

　て出土した。

H－31号住居跡（Fig、22、PL8〉・

位置　X58・59、Y169・！70グリッド　　主軸方向　N－96。一E　　形状等　長方形。東西2，66m、南北

3．32m、壁現高35cmを測る。　　面積8．43㎡　　床面　平坦な床面。　　竈東壁南寄りより検出され、主

軸方向N－101。一Eであり、全長80cm、最大幅72cm、焚口部幅51cmを測る。　　時期　埋土や出土遺物から

　7世紀前半と考えられる。　　出土遺物　総数33点。そのうち、圷1点を図示した。

H－32号住居跡（Fig．23、PL8）

位置’X61～63、Y170・171グリッド　　主軸方向　N－107。一E　・形状等

3，56m、壁現高20cmを測る。　　面積　13．5㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。

長方形。東西4．12m、南北

竈東壁中央より検出され、
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主軸方向：N－117。一Eであり、全長90cm、最大幅73cm、焚口部幅32cmを測る。粘土を構築材として使用して

いる。　　時期　埋土や出土遺物から8世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総数97点。そのうち、蓋1点、

圷2点、鉢1点、台付甕1点を図示した。

H－33号住居跡

位置　X58・59、Y169・170グリッド　　主軸方向　［N－95。一E］　　形状　正方形と推測される。東西

［3。77］m、南北［3。92］mを測る。　　面積　［14．39］m　　床面　部分的に堅緻な床面。　　竈　東壁中

央南寄りより検出されたが、残存状況が悪く詳細は不明。　　時期　不明。　　出土遺物　総数28点。

H－34号住居跡（PL9）

位置　X59・60、Y174グリッド　　主軸方向　N－109。一E　　形状等　正方形。東西2．55m、南北2．78m、

壁現高11cmを測る。　　面積　6．52㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。　　竈　東壁中央南寄りより検出され、

　主軸方向N－1170－Eであり、全長51cm、最大幅50cm、焚口部幅27cmを測る。　　時期　埋土や出土遺物か

　ら9世紀後半と推測される。　　出土遺物　総数40点。

H－35号住居跡（Fig．24、PL．9）

位置　X57・58、Y’172・173グリッド　　主軸方向　N－113。一E　　形状等　長方形。東西3．62m、南北

4．34m、壁現高43cmを測る。　　面積　14．35㎡　　床面　平坦で部分的に堅緻な床面。周溝有。　　竈　東

壁中央南寄りより検出され、主軸方向：N’一113。一Eであり、全長90cm、最大幅80cm、焚口部幅36cmを測る。

　時期　埋土や出土遺物から8世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総数73点。そのうち、圷2点を図示した。

H－36号住居跡（Fig．23、PL．8）

位置　X56・57、Y171・172グリッド　　主軸方向　：N－53。一E　　形状等　長方形。東西3．12m、南北2．7

　m、壁現高71cmを測る。　　面積　8．24㎡　　床面　平坦な床面。周溝有。　　竈　東壁中央より検出され、

　主軸方向N－65。一Eであり、全長90cln、最大幅84cm、焚口部幅36cmを測る。　　時期　埋土や出土遺物から

　6世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数89点。そのうち、直口壷1点、甕1点を図示した。

H－37号住居跡（Fig．23、PL9）

位置　X56・57、Y172・173グリッド　　主軸方向　N－1000－E　　形状等　正方形。東西3．44m、南北

3．68m、壁現高22cmを測る。　　面積　11。83㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。　　竈　東壁南寄りより検出

　され、主軸方向N－112。一Eであり、全長108cm、最大幅85cm、焚口部幅40cmを測る。粘土を構築材として使

用している。　　時期　埋土と出土遺物から8世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数88点。そのうち、

圷1点を図示した。

H－38号住居跡（Fig．24、PL．9）

位置　X54・55、Y175・176グリッド　　主軸方向　：N－93。一E　　形状等　長方形。東西4．2m、南北4．74

　m、壁現高74cmを測る。　　面積　19．36m2　床面　平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竈　東壁南寄りより

検出され、主軸方向：N’一96。一Eであり、全長122cm、最大幅80cm、焚口部幅28cmを測る。粘土を構築材とし

　て使用している。　　時期　埋土や出土遺物から8世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数158点。その

　うち、圷3点、砥石1点を図示した。

H－39号住居跡（Fig．25、PL．10）

位置　X56・57、Y175・176グリッド

5．86m、壁現高49cmを測る。　　面積

　主軸方向　N－107。一W　　形状等正方形。東西5．96m、南北

33．0㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竈　西壁中央南寄
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りより検出され、主軸方向N’一111。一Wであり、全長108cm、最大幅75cm、焚口部幅45cmを測る。石を両袖、

土器・粘土を構築材として使用している。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀後半と考えられる。

出土遺物総数646点。そのうち、圷1点、鉢1点、高」不1点、甑1点、直口壺1点、台付甕1点、甕3点を

図示した。

H－40号住居跡（Fig．26、PLlo）

位置　X58～60、Yl77・178グリッド　主軸方向　N－20。一W形状等正方形。東西6．58m、南北6．54

　m、壁現高70cmを測る。　　面積　39。0㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竈　西壁中央南寄りよ

　り古い竈が検出され、北壁中央より新しい竈が検出された。主軸方向：N’一14。一Wであり、全長148cm、最大

　幅78cm、焚口部幅26cmを測る。粘土を構築材として使用し宅いる。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀中頃

　と考えられる。　　出土遺物　総数542点。そのうち、圷1点を図示した。

H－41号住居跡（Fig．27〉

位置　X58・59、Y180～182グリッド　　主軸方向　［N－94。一E］　　形状等　長方形と推定される。東

西［3．15］m、南北［4．74］m、壁現高（27）cmを測る。　　面積　［14．32］㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。

竃　東壁中央南寄りより検出され、主軸方向：N’一90。一Eであり、全長70cm、最大幅84cm、焚口部幅58cmを測

　る。　　重複　J－7、W－1と重複しており、新旧関係は∫一7→本遺構→W－1の順である。

　時期　埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。　　出土遺物　総数125点。そのうち、圷1点、砥石1

点を図示した。

H－42号住居跡

位置　X57・58、Y181・182グリッド　　主軸方向　［N－96。一E］　　形状等　長方形と推定される。東

西［3．9］m、南北［4．88］m、壁現高（33）cmを測る。　　面積　　［15．97］㎡　　床面　堅緻な床面。

竈　東壁にあると推定されるが、W－1に切られているため詳細は不明。　　重複　丁一5、W－1と重複し

　ており、新旧関係は本遺構→T－5、本遺構→W－1の順である。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀中頃

　と考えられる。　出土遺物総数125点。そのうち、圷’3点、鉢1点を図示した。

H－43号住居跡　　欠　番

H－44号住居跡（Fig．28、PLlo）

位置　X52・53、Y179～181グリッド　　主軸方向　N－64。一E　　形状等　正方形。東西5．8m｛南北5．66

　m、壁現高73cmを測る。　　面積　31．15㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竃　東壁中央南寄り

　より検出され、主軸方向N－65。一Eであり、全長107cm、最大幅111cm、焚口部幅27cmを測る。粘土を構築材

　として使用している。　　重複　丁一4と重複しており、新旧関係は本遺構→T－4の順である。　　時期

埋土や出土遺物から6世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総数197点。そのうち、圷7点、小壷1点、高

　圷1点、甑1点、壺1点、小型甕2点、台付甕3点、長胴甕2点を図示した。

H－45号住居跡（Fig．28、PL．12）

位置　X52・53、Y178グリッド　　主軸方向　：N－1170－E　　形状等　長方形。東西3．06m、南北2．65m、

壁現高45cmを測る。　　面積7．67㎡　床面平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竈東壁中央南寄りより検

出され、主軸方向N－1250－Eであり、全長100cm、最大幅96cm、焚口部幅34cmを測る。粘土を構築材として

使用している。　　時期　埋土や出土遺物から8世紀中頃と推測される。　’出土遺物　総数65点。
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H－46号住居跡（Fig．27、PL12）

位置　X52・53、YF182・183グリッド　　主軸方向　N－65。一E　　形状等　正方形。東西3．56m、南北

3．98m、壁現高49cmを測る。　　面積　12．95㎡　　床面　平坦で南側が堅緻な床面。周溝有。　　竈　東壁

　中央南寄りより検出され、主軸方向N－68。一Eであり、全長90cm、最大幅86cm、焚口部幅28cmを測る。

　時期　埋土や出土遺物から6世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総数63点。そのうち、」不1点を図示した。

H－47号住居跡（Fig．29、PL11）

位置　X49・50、Y172・173グリッド　　主軸方向　：N－82。一E　　形状等　長方形。東西4。87m、南北

3．78m、壁現高52cmを測る。　　面積　16．96㎡　　床面　平坦で部分的に堅緻な床面。周溝有。　　竈　東

壁南寄りより検出され、主軸方向N－85。一Eであり、全長130cm、最大幅99cm、焚口部幅30cmを測る。石を

両袖、土器・粘土を構築材として使用している。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀中頃と考えられる。

　出土遺物　総数712点。そのうち、圷3点、塊1点、甑1点、短頸壷1点、壷1点、甕2点、長胴甕2点、砥

石1点を図示した。

H－48号住居跡

位置　X48・49、Y175・176グリッド　　主軸方向　　［N－80。一E］　　形状等　長方形と推定される。東

西［3．62］m、南北［4．3］m、壁現高（8）cmを測る。　　面積　　（14。92）㎡　　床面　堅緻な床面。

　竈　東壁にあったと推定される。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総

数25点。そのうち、高圷1点を図示した。

H－49号住居跡（Fig．29、PL．12）

位置　X46・47、Y182・183グリッド　　主軸方向　［N－57。一E］　　形状等　正方形と推定される。東

西［3．8］m、南北3．94m、壁現高（29）cmを測る。　　面積　［14．31］㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周

溝有。　　竈　東壁中央南寄りより検出され、主軸方向N－55。一Eであり、全長74cm、最大幅94cm、焚口部

幅40cmを測る。　　時期　埋土や出土遺物から6世紀前半と考えられる。　　出土遺物　総数70点。そのうち、

圷1点を図示した。

H－50号住居跡（Fig．30、PL12）

位置　X50・51、Y185486グリッド　　主軸方向　N－950－E　　形状等　正方形。東西4．12m、南北

3．95m、壁現高49cmを測る。　　面積　15．05㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周溝有。　　竈　東壁南寄り

　より検出され、主軸方向N－115。一Eであり、全長135cm、最大幅115cm、焚口部幅35cmを測る。粘土を構築

材として使用している。　　時期埋土や出土遺物から8世紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数104点。

　そのうち、甕1点を図示した。

H－51号住居跡

位置　X70、Y177・178グリッド　　主軸方向　　（：N－64。一E）　　形状等　方形と推測される。東西

　（3，22）m、南北（2．58）m、壁現高（66）cmを測る。　　面積　　（4．07）㎡　　床面　平坦な床面　　竈　調

査区外にあると推測される。　　重複　H－55、B－5と重複しており、新旧関係は本遺構→B－5→H－55

　の順である。　　時期　埋土や出土遺物から8世紀中頃と考えられる。　　出土遺物　総数54点。

H－52号住居跡（Fig．16、PL6）

位置　X65、Y183グリッド　　主軸方向　（：N’一99。一E）　　形状等　方形と推定される。東西（1．96）

　m、南北（2．78）m、壁現高（37）cmを測る。　　面積　　（4．78）㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。周溝有。

竈東壁中央より検出されたが、H－17にきられており詳細は不明。石を両袖の構築材として使用している。
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重複　H－16、H－17と重複しており、新旧関係は本遺構→H－16、本遺構→H－17の順である。

時期　埋土や出土遺物から9世紀初頭と考えられる。　　出土遺物　総数38点。

H－53号住居跡（Fig．17、PL．6）

位置　X66・67、Y184・185グリッド　　主軸方向　］N’一57。一E　　形状等　正方形。東西3．42m、南北

3．19m、壁現高38cmを測る。　　面積　10．17㎡　　床面　平坦な床面。　　竈　東壁中央南寄りより検出さ

れたが、撹乱により詳細は不明。粘土を構築材として使用している。　　重複　H－18、W－4と重複してお

　り、新旧関係はH－18→本遺構→W－4の順である。　　時期　埋土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。

　出土遺物　総数196点。

H－54号住居跡（Fig．30）

位置　X53・54、Y184グリッド　　主軸方向　N－91。一E　　形状等　長方形。東西3．07m、南北3．8m、

．壁現高25cmを測る。　　面積　11．36㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。　　竈　東壁南寄りに検出され、主軸

方向N－92Q－Eであり、全長64cm、最大幅40cm、焚口部幅40cmを測る。　　時期　埋土や出土遺物から9世

紀後半と考えられる。　　出土遺物　総数277点。そのうち、圷2点、境2点、甕1点、土錘1点、刀子1点

　図示した。

H－55号住居跡

位置　X70・71、Y177グリッド　　主軸方向　　（N－70－E）　　形状等　方形と推定される。東西（1．43）

　m、南北（3．36）m、壁現高（49）cmを測る。　　面積　（2．96）㎡　　床面　堅緻な床面。　　竈　調査区

外にあると推測される。　　重複　H－51、B－5と重複しており、新旧関係はH－51→B－5→本遺構の順

である。　　時期　埋土や出土遺物から9世紀初頭と考えられる。　　出土遺物　総数1点。

2　掘立柱建物跡

B－1号掘立柱建物跡（Fig．31、PL13）

位置　X71・72、Y174～176グリッド　　形状　東西2間（3．64m）×南北2間（4．56m）の長方形で、長軸

方向は：N’一7。一W、推定面積16．6㎡である。柱間寸法は東西1．73＋L91m、南北2．32＋2．24mである。

柱穴平面は円形を呈し、円筒形をしている。径は36～58cm、深さ18～47cmである。　　重複関係　B－4と

重複しており、新旧関係はB－4→本遺構の順である。　　時期　柱穴の平面形状や遺構の長軸方向などから

10世紀前半と考えられる。　　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。

B－2号掘立柱建物跡

位置　X67～69、Y175～177グリッド　　形状　東西3間（5．86m）×南北2間（4。06m）の長方形で、長軸

方向は］N’一85。一E、推定面積25㎡である。柱間寸法は東西1．99＋1．89＋L98m、南北2．18＋1．88mである。

柱穴　平面は円形を呈し、円筒形をしている。径は48～98cm、深さ54～77cmである。　　時期　柱穴の平面形

状や遺構の長軸方向などから9世紀前半と考えられる。　　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。

B－3号掘立柱建物跡（Fig．32）

位置　X54～56、Yl84～186グリッド　　形状　東西2間（5．56m）×南北3間（5．50m）の長方形で、長軸

方向は：N－83。一E、推定面積30㎡である。柱問寸法は東西2．96＋2．60m、南北L69＋1．67＋2．14mである。

柱穴平面は円形を呈し、円筒形をしている。径は52～108cm、深さ33～75cmである。　　重複関係　H－26

　と重複しており、新旧関係はH－26→本遺構の順である。　　時期　柱穴の平面形状や遺構の長軸方向などか
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ら9世紀前半と考えられる。 出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。

B－4号掘立柱建物跡（Fig．31、PL13）

位置　X69～71、Y174～176グリッド　　形状　東西2間（4．60m）×南北3間（6．78m）の長方形で、長軸

方向は：N－18。一W、推定面積30㎡である。柱間寸法は東西2．06＋2．54m、南北2．24＋2．18＋2，36mである。

柱穴　平面は方形を呈し、円筒形をしている。径は70～110cm、深さ28～51cmである。　　重複関係　B－1

　と重複しており、新旧関係は本遺構→B－1の順である。　　時期　柱穴の平面形状や遺構の長軸方向などか

　ら8世紀末から9世紀初頭と考えられる。　　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。

B－5号掘立柱建物跡

位置　X69～71、Y176～178グリッド　　形状　（東西2間（3．98m）×南北2間（4．98m））で、長軸方向

　は（N－70－W）である。柱間寸法は（東西1．94＋2．04m、南北2，45＋2．53m）である。　　柱穴　平面は

　円形を呈し、円筒形をしている。径は（32～66cm）、深さ（25～69cm）である。　　重複関係　H－51・55と

重複しており、新旧関係はH－51→本遺構→H－55の順である。　　時期　柱穴の平面形状や遺構の長軸方向

　などから9世紀前半と考えられる。　　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。

B－6号掘立柱建物跡（Fig、33、PL．13）

位置　X65～67、Y179～181グリッド　形状　東西3間（5．58m）×南北2間（4．50m）の長方形で、長軸

方向はN－85。一E、推定面積24．2㎡である。柱間寸法は東西2．00＋1．86＋1．72m、南北2．12＋2．38mである。

柱穴　平面は円形を呈し、円筒形をしている。径は60～112cm、深さ44～74c皿である。　　時期　柱穴の平面

形状や遺構の長軸方向などから9世紀前半と考えられる。　　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。

3　竪穴状遺構

T－1号竪穴状遺構

位置　X55、Yl83グリッド　　主軸方向　N－5。一W　　形状等　長方形。東西3．16m、南北3．75m、壁

現高26cmを測る。　　面積　10．51㎡　　床面　平坦な床面。P1（長軸×短軸×深さ、形状：28×20×48cm、

楕円形）P、（長軸×短軸×深さ、形状：40×28×14cm、：楕円形）P3（長軸×短軸×深さ、形状：37×26×

25cm、：楕円形）P4（長軸×短軸×深さ、形状：38×32×34cm、：楕円形）P5（長軸×短軸×深さ、形状：36

　×30×38cm、：楕円形）P6（長軸×短軸×深さ、形状＝22×22×15cm、：円形）の6基を検出した。

時期　埋土や出土遺物から中世以降と考えられる。　　出土遺物　総数332点。そのうち、圷1点、境1点、

甕1点を図示した。

T－2号竪穴状遺構

位置　X48・49、Y185グリッド　　主軸方向　：N－23。一E　　形状等　長方形。東西L9m、南北2．8m、

壁現高27cmを測る。　　面積　4．85㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。P1（長軸×短軸×深さ、形状：30×30

　×16cm、：円形）P2（長軸×短軸×深さ、形状：40×30×25cm、：楕円形）の2基を検出した。　　重複W－

　1と重複しており、新旧関係は本遺構→W－1の順である。　　時期　埋土などから中世以降と考えられる。

　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。

T－3号竪穴状遺構

位置　X53～55、Y176・177グリッド　　主軸方向

西4．28m、南北［2．78］m、壁現高（63）cmを測る。

［N－80。一W］　　形状等　長方形と推定される。東

　面積　　［10．33］㎡　　床面　平坦で堅緻な床面。
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P1（長軸×短軸×深さ、形状：48×36×26cm、：楕円形）P2（長軸×短軸×深さ、形状：40×40×29cm、：円

形）P3（長軸×短軸×深さ、形状：58×43×40cm、：不整形）P・（長軸×短軸×深さ、形状：52×45×58cm、

：楕円形）の4基を検出した。　　重複　D－81・82、P－186と重複しており、新旧関係は本遺構→D－81・

82、本遺構→P－186の順である。　　時期　埋土や出土遺物から中世以降と考えられる。　　出土遺物　総

数163点。そのうち、圷1点を図示した。

T－4号竪穴状遺構

位置　X53・54、Y180・181グリッド　　主軸方向　：N－63。一W　　形状等　長方形。東西3．18m、南北

2．75m、壁現高45cmを測る。　　面積　7．3㎡　　床面　平坦な床面。P1（長軸×短軸×深さ、形状：40×30

　×41cm、：楕円形）P2（長軸×短軸×深さ、形状：50×38×55cm、：楕円形）の2基を検出した。

重複　H－44と重複しており、新旧関係はH：一44→本遺構の順である。　　時期　不明。　　出土遺物　総数

　3点。

T－5号竪穴状遺構

位置　X56・57、Y180・181グリッド　　主軸方向　］N－3。～E　　形状等　長方形。東西2．35m、南北3．7

　m、壁現高41cmを測る。　　面積　7．44m2　床面　平坦で堅緻な床面。P1（長軸×短軸×深さ、形状：50

　×48×39cm、：円形）の1基を検出した。　　重複　J－6、H－42と重複しており、新旧関係はJ－6→H－

42→本遺構の順である。　　時期　埋土や出土遺物から中世以降と考えられる。　　出土遺物　総数129点。

　そのうち、圷1点を図示した。

4　溝 跡

W－1号溝跡

　位置　X47～72、Y172～185グリッド　　方位　東壁より：N－750－Wの方向で西へ22m進み、そこから南へ

　N－157。一Wの方向で24m進み、そこから西へN－68。一Wの方向で16．8m進み、そこから南へN－162。一

　Wの方向で27m進み、そこから南へ：N－72。一Wの方向で48．5m進み南壁にあたる。　　形状等　断面はU字

　形を呈し、上幅40～200cm、長さ（138．3）mを測る。　　時期　埋土や出土遺物から近世と考えられる。

　出土遺物　総数31点。

w－2号溝跡（Fig．34、PL13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　位置　X67・68、Y181～184グリッド　　方位　N－13。一W　　形状等　断面は逆台形を呈し、上幅85～130

　cm、下幅30～60cm、深さ39～64cm、長さ（13．75）mを測る。　　時期埋土や出土遺物から9世紀中頃と考

　えられる。　　出土遺物　総数89点。そのうち、圷1点を図示した。

脚一3号溝跡（Fig．34、PL13）

　位置　X66167、Y181～185グリッド　　方位　N－11。一W　　形状等　断面は逆台形を呈し、上幅70～115

　cm、下幅20～60cm、深さ17～73cm、長さ（16．9）mを測る。　　時期　埋土や出土遺物から9世紀中頃と考え

　られる。　　出±遺物　総数35点。そのうち、皿2点を図示した。

W－4号溝跡

　位置　X64～67、Y183～185グリッド　　方位　N－61。一W　　形状等　断面はU字形を呈し、上幅60～85

　cm、下幅40～63cm、深さ6．5～17cm、長さ（16．25）mを測る。　　時期　近世以降の区画溝と考えられる。

　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。
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W－5号溝跡

　位置　X58～64、Y179～182グリッド

　cm、長さ（29．25）mを測る。　　時期

方位　N－54。一W　　形状等

近世以降の区画溝と考えられる。

W－6号溝跡

　位置　x45～47、Y174～176グリッド　　方位　N－41。一E　　形状等

　cm、長さ（25）mを測る。　　時期　近世以降の区画溝と考えられる。

　の出土はなかった。

断面はU字形を呈し、上幅45～70

　出土遺物　総数1点。

断面はU字形を呈し、上幅30～65

出土遺物　本遺構に関連する遺物

5小石榔（Fig．33、PL．13）

位置　X44・45、Y183

ら古墳時代と考えられる。

方位　：N－34。一E　　形状等　長径165cm、短径74cmを測る。　　時期

　出土遺物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。

埋土か

6　土坑・柱穴・井戸跡　（Fig．33・34、PL．13）

　Tab．3　土坑・井戸跡計測表、Tab．4　柱穴計測表を参照のこと。

　なお、D－4の打製石斧1点、D－18の深鉢1点、D－21の境1点、D－23の打製石斧1点と圷2点、D－25

の深鉢2点と有孔鍔付土器1点を図示した。

7　グリッド等出土遺物

小破片を含め総数1548点の遺物を出土した。そのうち、石鍍4点、石匙2点、石槍1点を図示した。
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Tab．2　住居跡一覧表

遺構名

規模（m）
面　積

㎡）
主軸方向

炉・竃
周溝

主な出土遺物

　I　　　　　　l
［　　　　　　1』西1南　北l　I　　　I壁現高（羅）1（短径）l　I　　　　　　I

位置・素材等

　　l　　　　　　　　　　l
　l　　　　　　　　　　l
　l　　　　　　　　　　l師器　1　須恵器　1　その他　　I　　　　　　　　　　I　　I　　　　　　　　　　I　　I　　　　　　　　　　I

J－1
　l　　　　　　l
6。96］1［6．86］1（0、66） ［40．15］ N－56。一E 西寄り・石囲い炉 一

1　　　　　　　　　　し

　　　　l深鉢

J－2
　l　　　　　　l
，0615，410．18　1　　　　　　1

25．78 N－82。一E 中央西寄り・石囲い炉・埋設土器有 一

l　　　　　　　　　　l
　　　　l深鉢、石皿l　　　　l

J－3 　I　　　　　　I
。63　1　5．1　10．39　1　　　　　　1 22．72 N－46。一W 検出されず 一

I　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　I

」一4
　I　　　　　　l，4　1　5，0　10，46　1　　　　　　1 22．2 N－33。一E 検出されず 一

l　　　　　　　　　　l

　　　P繊磁石斧

J－5
　l　　　　　　I
，614．0210．36 13．56 N－15。一W 検出されず 一

I　　　　　　　　　　I

　　　　l深鉢

」一6
　I　　　　　　I
，gl3．6510．32　1　　　　　　1

10．95 N－88。一E 検出されず 一

l　　　　　　　　　　I
　　　　l深鉢l　　　　r

J－7
［5．32］1［5．3］i（0．24）　I　　　　　　I

［22．27］ N－3。一W ほぼ中央・石囲い炉・埋設土器有 『
I　　　　　　　　　　I

　　　　I深鉢、石皿

J－8
　I　　　　　　I5．46］1［5．32］1（0．57）　l　　　　　　l ［22．44］ N－0。一E 検出されず 一

I　　　　　　　　　　I
　　　　l深鉢、石斧l　　　　　　　　　　l

J－9
　l　　　　　　l
，515。68io．31　1

28．99 N－53。一E ほぼ中央・石囲い炉・埋設土器有 一

l　　　　　　　　　　l

J－10
　I　　　　　　I
．9215．3410．5　1　　　　　　1

24．91 N－2。一E 検出されず 一

I　　　　　　　　　　I
　　　　l深鉢I　　　　I

Jd1 　i　　　　　　l．3　1　3．O　rO．29　1　　　　　　1 7．68 N－37。一W 検出されず 一
l　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　I

J－12
　I　　　　　　I5．04］1［4．98］1　－　l　　　　　　i ［24。05］ N－15。一W 検出されず 一

I　　　　　　　　　　I

　　　　i深鉢

H－1
　l　　　　　　I3．74）1（3，12）1（0．39）　I　　　　　　　I （7．46） N－92。一E 東壁・粘土 一

　　『　　　　　　　　　　1
　　　l　　　　I　　IL＿＿一＿＿＿＿」

H－2
　l　　　　　　l4．2］1［5．5］1（0．6）　I　　　　　　　I

［22．7］ N－97。一E 東壁中央南寄り・粘土 O
　　l　　　　　　　　　　l
付甕　　1皿、圷　　1刀子　　I　　　　　　　　　　l

H－3
　l　　　　　　l，06　1　4，2　1Q．57　1　　　　　　1 12．33 N－80。一E 東壁中央南寄り O

I　　　　　　　　　　I

　　　脚蝉砥石

H－4
　I　　　　　　I4・28］1［4・5］1（0・59） ［18．76］ N－54。一E 東壁中央南寄り・袖石・粘土 一

　　l　　　　　　　　　　l、長胴甕1提瓶　　　1紡錘車　　I　　　　　　　　　　I

H－5
　l　　　　　　l
．2215，910．3　1　　　　　　1 23．02 N－107。一E 東壁中央南寄り・粘土 ○

I　　　　　　　　　　I
圷　　　Il　　　　　　　　　　I

H－6
　I　　　　　　　I
3．58］1［4。0］1（0．12〉　I　　　　　　l

［13．31］ N－85。一E 東壁 一

l　　　　　　　　　　l
蓋　　　lI　　　　　　　　　　I

H－7
　l　　　　　　l．5　14．04　【0．19　1　　　　　　　1 13．5 N－110・」E 東壁中央南寄り・粘土 一

　　I　　　　　　　　　　I付甕　　l　　　　l鎌

H－8
　I　　　　　　I．76　13．72　1　0．3　1　　　　　　1 12．98 N－92。一E 東壁中央南寄り・袖石・土器・粘土 一

　　I　　　　　　　　　　l
不、長胴甕1直口壷　　1臼玉

H－9
　I　　　　　　I3．52］1［4．96］1（0．19）　l　　　　　　I ［16，31］ N－91。一E 東壁南寄り・粘土 一

l　　　　　　　　　　I
　　　　1臼玉I　　　　　　　　　　I

H－10
　l　　　　　　l

l　　　　　　l，28　13．94　10．49　1　　　　　　1 16．03 N－102。一E 東壁中央南寄り ○
　　I　　　　　　　　　　I
、甕　　I　　　　l鉄鍍　　l　　　　l

H－11
　I　　　　　　I．02　14．98　10．57　1　　　　　　1 18．81 N－81。一E 東壁中央南寄り 『

　　l　　　　　　　　　　l　　　　1皿、圷　　r　　I　　　　　　　　　　I

H－12
　l　　　　　　I4・56］1［3・7］1（0・61） ［16．64］ N－95。一E 東壁中央南寄り・粘土 ○

　　l　　　　　　　　　　l　　　　I　　　　　I　　I　　　　　　　　　　I

H－13
　I　　　　　　l
，113，510．36　1　　　　　　　1

9．81 N－940－E 東壁中央南寄り 一

　　I　　　　　　　　　　l
　　　1圷　　　l　　I　　　　　　　　　　l

H－14
　I　　　　　　　I
4．28］14．481（0。63）　I　　　　　　I

（17。43） N－65。一E （東壁） O
　　l　　　　　　　　　　l
、高圷　l　　　　　I紡錘車　　I　　　　　　　　　　I

H－15
　I　　　　　　I。1　14。16　10，81　1　　　　　　1 15．32 N－55。一E 東壁中央南寄り ｝

　　I　　　　　　　　　　I、長胴甕1大甕　　　I　　I　　　　　　　　　　I

H－16
　I　　　　　　I
．06　13．67　10．39　1　　　　　　1 10．12 N－83。一E 東壁南寄り・両袖石 ○

　　I　　　　　　　　　　I　　　　l　　　　l　　I　　　　　　　　　　l

H－17
　I　　　　　　l
．7813，8510．35　1　　　　　　　1

10．26 N－102。一E 東壁中央南寄り ｝

　　l　　　　　　　　　　l
　　　l　　　　l　　l　　　　　　　　　　l

H－18
　I　　　　　　　I

I　　　　　　l．12　15．82　10．57　1　　　　　　1 22．49 N－80。一E 東壁中央南寄り・粘土 ○
「一一一一一「I
蓋、圷　　1釘I　　　　　　　　　　I

H－19
　I　　　　　　I。72　14．86　10．46　1　　　　　　1 21．78 N－88。一E 東壁中央南寄り・粘土 O 　　I　　　　　　　　　　I、小型甕I　　　　I　　I　　　　　　　　　　l

H－20
　I　　　　　　l
．44　1　3．2　10．62　1　　　　　　1 9．98 N－86。一E 東壁中央・粘土 O

　　l　　　　　　　　　　I　　　　I　　　　　I　　I　　　　　　　　　　I

H－21
　I　　　　　　I
3。6到［3．55］1（0．16）　I　　　　　　　l ［12．42］ N－63。一E 東壁中央南寄り 一

1　　　　　　　　　口
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　1
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遺構名

規模（m）
面　積

㎡）
主軸方向

炉・竃
周溝

主な出土遺物

　I　　　　　　l西1南北l　I　　　l壁現高（長径）1（短径）I　I　　　　　　I　I　　　　　　I

位置・素材等

　　I　　　　　　　　　　I
　I　　　　　　　　　　I
　l　　　　　　　　　　I師器　1　須恵器　1　その他　　l　　　　　　　　　　I　　『　　　　　　　　　　I　　l　　　　　　　　　　l

H－22
　l　　　　　　I
．6517。7510、45 39．5 N－82。一E 東壁中央南寄り ○

　　l　　　　　　　　　　I
、甕　　1皿圷　　1緑粕

H－23
　l　　　　　　l
．6716．3810，52　1　　　　　　1

37．56 N－6go－E 東壁中央南寄り・両袖石・天井石・粘土 ○
　　l　　　　　　　　　　I
　　　l　　　　I　　l　　　　　　　　　　I

H－24
　I　　　　　　I。1　15，38　10．45　1　　　　　　1 21．32 N－88。一E 東壁中央・粘土 ○ 　　l　　　　　　　　　　I　　　　1皿、圷　　I　　I　　　　　　　　　　I

H－25
　I　　　　　　I．37　13．08　10．37　1　　　　　　1 9．49 N－54。一E 東壁南寄り・粘土 一

　　I　　　　　　　　　　l、小型甕I　　　　l　　I　　　　　　　　　　I

H－26
　I　　　　　　l
ユ416，410，65 35．67 N－111。一E 東壁中央南寄り・粘土・煙道有 ○

　　1　　　　　　　　　　1
、甕　　l　　　　　l紡錘車

H－27
　l　　　　　　I3．22］1［2．83］1（0．03）　l　　　　　　l

［9，06］ N－87。一E 東壁中央南寄り 一

　　l　　　　　　　　　　I
　　　l　　　　I　　I　　　　　　　　　　l

H－28 欠　　　　　　　　　番

H－29
（3．05）1（3。6）1（0．43）　I　　　　　　l

（8．2） N－57。一E 東壁・粘土 ○
圷、塊　　I　　　　l　　I　　　　　　　　　　I

H－30
　I　　　　　　I．98　1　3．8　10．59　1　　　　　　1 13．59 N－63。一E 東壁中央南寄り・天井石・粘土 一

　　l　　　　　　　　　　I　　　　l　　　　　I　　l　　　　　　　　　　I

H－31
　I　　　　　　I
．66　13．32　10．35　1　　　　　　1

8．43 N－96。一E 東壁南寄り 一
　　l　　　　　　　　　　I
　　　l　　　　l

H－32
　l　　　　　　I
。1213．5610．2　1　　　　　　1

13．5 N－107。一E 東壁中央・粘土 一

　　I　　　　l圷、鉢　　1蓋、圷　　I　　I　　　　　　　　　　I

H－33
［3，77］1［3．92］1－　I　　　　　　I

［14。39］ N－95。一E 東壁中央南寄り 一
1　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　1

H－34
　l　　　　　　l，55　12。78　10，11　1　　　　　　1 6．52 N－109。一E 東壁中央南寄り 一

l　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　I

H－35
　1　　　　1　1
．6214。3410、43 14．35 N－113。一E 東壁中央南寄り　　　　　島 ○

l　　　　　　　　　　l

圷　　　1

H－36
　I　　　　　　I
。1212，710．71　1　　　　　　1

8．24 N－53。一E 東壁中央 ○

　　I　　　　l直口壷、甕l　　　　I　　I　　　　　　　　　　I

H－37
　I　　　　　　I．44　13．68　10．22　1　　　　　　1 11．83 N－100。一E 東壁南寄り・粘土 一

1圷　　　lI　　　　　　　　　　I

H－38
　I　　　　　　l．2　14．74　10．74　1　　　　　　1 19．36 N－93。一E 東壁南寄り・粘土 O 　　I　　　　　　　　　　I　　　　1圷　　　　1砥石　　I　　　　　　　　　　I

H－39
　I　　　　　　I’5。9615．8610．49　　　1

33．0 N－107。一W 西壁中央南寄り・両袖石・土器・粘土 O
杯、甑、直口酬　　　　　1台付甕、甕　I　　　　I　　　　　I

H－40
　I　　　　　　I
．5816．5410．7　1　　　　　　1

39．0 N－20。一W 北壁中央・粘土 O
　　I　　　　　　　　　　I
　　　l　　　　l　　I　　　　　　　　　　I

H－41
［3．15］1［4．74］1（0．27）　I　　　　　　I

［14．32］ N－94。一E 東壁中央南寄り 一
　　I　　　　　　　　　　I　　　I　　　　l砥石

H－42
　I　　　　　　I3．9］1［4．88］1（0。33）　I　　　　　　I ［15．97］ N－96。一E （東壁） 一

　　I　　　　　　　　　　I、鉢　　I　　　　　I　　I　　　　　　　　　　I

H－43 欠　　　　　　　　　番

H－44
5，815．6610．73　1　　　　　　1

31．15 N－64。一E 東壁中央南寄り・粘土 ○
圷、甑、小型l　　　　　I
、長胴甕　l　　　　I

H－45
　I　　　　　　I，06　12。65　10．45　1　　　　　　1 7．67 N－117。一E 東壁中央南寄り・粘土 ○

l　　　　　　　　　　I　一　，l　　　　　　　　　　lI　　　　　　　　　　l

H－46
　l　　　　　　l
．56　13．98　10．49　！　　　　　　1 12．95 N－65。一E 東壁中央南寄り ○

　　I　　　　　　　　　　l
　　　l　　　　l

H－47
　l　　　　　　I
．8713．7810。52　1　　　　　　1 16．06 N－82。一E 東壁南寄り・両袖石・土器・粘土 O

杯、甑、短蜘　　　　I　　　　l砥石壺、長月騰　I　　　　I

H－48
［3．62］1［4．3］1（0．08）　I　　　　　　I

（14．92） N－800－E （東壁） 一
　　I　　　　　　　　　　I圷　　　I　　　　　I　　I　　　　　　　　　　I

H－49
　I　　　　　　I3．8］13．9410．29　1　　　　　　1 ［14．31］ N－57。一E 東壁中央南寄り O 　　I　　　　　　　　　　I　　　　l　　　　　I　　l　　　　　　　　　　l

H－50
　I　　　　　　l
ユ213。9510．49 15．05 N－95。一E 東壁南寄り・粘土 O

　　l　　　　　　　　　　I
　　　l　　　　I

H－51
　I　　　　　　I3．22）1（2．58）1（0，66）　i　　　　　　l

（4．07） N－64。一E 検出されず 一

，l　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　l

H－52
（1。96）1（2．78）1（0．37）　I　　　　　　I

（4，78） N－ggo－E （東壁中央）・両袖石 ○
I　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　I

H－53
　I　　　　　　　I
．42　13，19　10．38　1　　　　　　　1 10．！7 N－570－E 東壁中央南寄り・粘土 一

I　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　I

H－54
　I　　　　　　　I
。0713，810．25　1　　　　　　1 11．36 N－910－E 東壁南寄り 一

　　l　　　　　　　　　　I
、甕　　け宛　　　　1土錘　　　　　1

H－55
　I　　　　　　l1．43）1（3．36）1（0．49）　I　　　　　　l

（2．96） N－7。一E 検出されず 一

i　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　l
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Tab．3　土坑・井戸跡計測表

遺構名 位　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 形　状 備　　　　　考

D－1 X66、Y180 106 102 31 円　形

D－2 X67、Y180 108 90 22．5 楕円形

D－3 X67、Y18α・181 104 100 20 円　形

D－4 X68、Y181 82 78 31 円　形 石斧1点

D－5 X67、Y183 84 （56） 23．5 （半円形）

D－6 X66、Y182 90 88 42 円　形

D－7 X66、Y182 124 58 24 不整形

D－8 X65・66、Y182 110 102 21．5 円　形

D－9 X65、Y184 1！0 ［108］ 18 円　形

D－10 X63・64、Y180 82 （65） 13 不整形

D－ll X64、Y180 100 90 17 円　形

D－12 X64、Y179 98 82 16．5 楕円形

D－13 X64・65、Y179 108 100 26．5 円　形

D－14 X63、Y180 108 104 38．5 円　形

D－15 X64・65、Y180 100 100 18 円　形

D－16 X65、Y180 98 90 15 円　形

D－17 X58・59、Y185 140 140 39．5 円　形

P－18 X58・59、Y185 180 144 66．5 楕円形 縄文131点、石斧1点

D－19 X57、Y186 140 140 26．5 円　形 縄文4点、土師器4点

D－20 X56、Y187 94 86 22 円　形

D－21 X56、Y183・184 130 92 28 不整形 縄文6点、土師器12点、灰紬2点、鉄器1点

D－22 X55・56、Y177 78 78 19 円　形

D－23 X54、Y177・178 90 60 24 楕円形 石斧1点、土師器21点

D－24 X49・50、Y180・181 300 216 222 不整形 地下式土坑、土師器1点、灰粕1点

D－25 X58、Y176 190 142 46 不整形 縄文123点、土師器27点、灰紬2点

D－26 X47、Yl76・177 240 214 43 円　形 縄文149点、土師器3点、石皿1点

D－27 X53、Y176 130 130 42 円　形 縄文34点、土師器1点、須恵器2点、石斧1点

D－28 X50、Y178・179 250 122 79 不整形 縄文27点、土師器3点

D－29 X57、Y177・178 ！30 128 31．5 円　形 縄文5点

D－30 X56、Y177・178 76 76 59．5 円　形

D－31 X57、Y177 110 （50） 33．5 （半円形） 縄文7点、土師器2点

D－32 X57、Y176・177 170 150 29 楕円形 縄文3点

D－33 X56・57、Y177 164 122 47 楕円形 縄文5点、土師器1点

D－34 X57・58、Y176 84 64 23 楕円形

D－35 X57・58、Y176 116 68 72．5 楕円形

D－36 X55、Y180
［160］ 110 15 楕円形 縄文2点、土師器1点

D－37 文54、Y179 145 130 36 楕円形

D－38 X56、Y177
［90］ 80 42 不整形

D－39 X47、Y174・175 160 140 36．5 楕円形 縄文12点、土師器1点

D－40 X47、Y175 91 86 22．5 円　形

D－41 X47・48、Y174 118 90 30 楕円形 縄文2点
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遺構名 位　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 形　状 備　　　　　考

D－42 X47、Y173・174 110 90 23．5 楕円形 縄文4点

D－43 X47、Y173・174 90 70 22 楕円形 縄文2点

D－44 X46・47、Y173 135 110 31 楕円形 縄文7点、土師器1点

D－45 X46・47、Y173 136 122 35 楕円形 縄文7点、剥片1点

D－46 X46・47、Y173 134 105 34 楕円形 縄文4点

D－47 X47、Y173 90 88 27 円　形 縄文3点

D－48 X47、Yl72 105 98 32．5 円　形 縄文4点

D－49 X47・48、Y172 118 105 29 円　形 縄文5点

D－50 X47、Y174 90 76 23 楕円形

D－51 X47、Y174 135 110 20 楕円形

D－52 X53・54、Yl75・176 194 158 40 楕円形 縄文13点

D－53 X52、Y176・177 150 112 26 楕円形

D－54 X52・53、Y177 116 108 33．5 円　形 縄文2点

D－55 X53・54、Yl78 150 106 48．5 楕円形 縄文5点、土師器1点

D－56 X53、Y173・174 116 102 37 楕円形 縄文2点、土師器1点

D－57 X59、Y！65 120 90 36 楕円形

D－58 X59、Y165・166
［134］ 120 77 不整形 縄文66点、石斧2点、土師器8点、須恵器1点

D－59 X63・64、Y166・167 104 90 13 楕円形 縄文27点、土師器9点

D－60 X64、Y166・167 200 128 110 楕円形

D－61 X49・50、Y178・179 314 120 78 不整形 縄文7点、石斧1点

D－62 X48、Y179 98 74 79．5 楕円形 縄文13点、土師器5点

D－63 X47、Yl84 120 90 25．5 楕円形 縄文61点、土師器4点

D－64 X43・44、Y181 110 110 41．5 円　形 縄文7点

D－65 X43、Y180 125 ［120］ 35 円　形 縄文7点、石斧1点

D－66 X43、Y179・180 140 ［130］ 42 楕円形 縄文27点、石斧1点、土師器1点

D－67 X43・44、Y179・180 122 ［110］ 38 楕円形

D－68 X44、Y179・！80 206 140 44 不整形 縄文6点

D－69 X43・44、Y180 170 135 126 楕円形 縄文97点、剥片1点

D－70 X44・45、Y180・181 210 154 74 不整形

D－71 X44・45、Y180・181 90
｝ 50．5 不整形

D－72 X46、Y173 132 100 26 方　形

D－73 X49、Y172 142 104 30 楕円形 縄文4点

D－74 X52・53、Y171 322 170 ［59］ 不整形

D－75 X52・53、Y171 112 84 90 楕円形 縄文6点

D－76 X59、Yl65・166
［150］ 112 92．5 不整形

D－77 X59、Y166 136 ［120］ 68 楕円形． 縄文5点、多孔石1点、土師器2点

D－78 X55、Y176 182 ［128］ 61．5 楕円形

D－79 X54・55、Y176
［84］ 80 48．5 円　形

1－1 X62・63、Y179・180 337 315 （142） 円　形 縄文10点，土師器15点，須恵器15点

1－2 X54・55、Y181 225 185 （243） 楕円形 縄文5点、土師器16点、須恵器3点
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Ta、b．4 柱穴計測表

遺構名 位　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（c阻） 形　状 遺構名 位　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm）

形状
P－1 X72、Y171 54 38 29．5 楕円形 P－42 X70、Y178 46 40 76 楕円形

P－2 X71、Y175 68 64 24 円　形 P－43 X70、Y177 40 36 26．5 楕円形

P－3 X73、Y172 38 34 17 円　形 P－44 X69・70、Y177 58 48 27 楕円形

P－4 X70、Y170 70 62 22 楕円形 P－45 X69、Y177
［40］ 35 34 円　形

P－5 X70、Y170 72 46 27 楕円形 P－46 X69、Y177 55 55 35．5 円　形

P－6 X70、Y170 36 32 45．5 円　形 P－47 X69、Y177 54 35 53 楕円形

P－7 X69、Yl69 40 30 29．5 楕円形 P－48 X69・70、Y178 42 48 21 円　形

P－8 X71、Y171 52 45 25 楕円形 P－49 X70、Y178 36 ［36］ 27 円　形

P－9 X71、Y172 118 84 47 不整形 P－50 X70、Y178 32 30 33 円　形

P－10 X70、Y175 48 40 51．5 楕円形 P－51 X70、Y178 50 40 50 楕円形

P－11 X71、Y175 38 34 35．5 円　形 P－52 X70、Y178 74 60 34 不整形

P－12 X70、Y175 34 30 20 円　形 P－53 X70、Y178・179 80 54 38 楕円形

P－13 X70、Y175 92 65 44．5 不整形 P－54 X69、Y178・179 64 43 45 楕円形

P－14 X71、Y175 60 25 24 楕円形 P－55 X69、Y179 50 46 25 円　形

P－15 X66、Y176 68 58 22 楕円形 P－56 X66、Yl77 90 76 31．5 楕円形

P－16 X66・67、Y177 98 88 15．5 楕円形 P－57 X65・66、Y180 88 60 45 楕円形

P－17 X66、Y177 108 92 11．5 楕円形 P－58 X65・66、Y180 60 60 55 円　形

P－18 X69・70、Y175 40
［38］ 33 円　形 P－59 X65・66、Y180 64 52 53．5 楕円形

P－19 X70、Y176 60 ［50］ 50．5 楕円形 P－60 X65、Y180・181 106 52 64 不整形

lP－20 X70、Y176 74 ［60］ 55．5 楕円形 P－61 X66、Y180 92 60 39 不整形

P－21 X70、Y176 40 ［35］ 24 楕円形 P－62 X66、Y180 80 78 32．5 円　形

P－22 X70、Y176 60 40 72 楕円形 P－63 X65、Y181 90 64． 43 不整形

P－23 X70、Y176 70 30
ざ3

不整形 P－64 X67、Yl80 105 68 52．5 楕円形

P－24 X70、Y176 60 45 ・37．5 楕円形 P－65 X68、Y179 100 70 31．5 不整形

P－25 X71、Y175・176 86 84 41 円　形 P－66 X67、Y181 122 77 62．5 楕円形

P－26 X71、Y176 40 40 27 円　形 P－67 X67、Y181 80 70 70 楕円形

P－27 X71、Y176 42 36 30．5 楕円形 P－68 X66・67、Y181 62 60 43．5 円　形

P－28 X69、Y175 40 40 24 円　形 P－69 X66、Y181’ 96 62 76 不整形

P－29 X69、Y175 35 25 26．5 楕円形 lP－70 X65、Y181
’70 56 51．5 楕円形

P－30 X69、Y176 40 32 32．5 楕円形 P－71 X65、Y181 66 64 42 円　形

：P－31 X69、Y176 30 26 36 楕円形 P－72 X65・66、Y181 70 70 46 円　形

P－32 X69、Y176 40 34 30 楕円形 P－73 X66、Y183 48 38 39．5 楕円形

P－33 X69、Y176 50 40 33 楕円形 P－74 X65、Y182 42 30 34 楕円形

P－34 X69・70、Y177 44 42 25 円　形 P－75 X65、Yl82 44 32 29 楕円形

P－35 X69・70、Y176・177 64 32 38．5 楕円形 P－76 X65、Y182 35 28 26 楕円形

P－36 X70、Y176
［80］ 60 71 楕円形 P－77 X65、Y182 44 28 30 楕円形

P－37 X70、Y176 50 ［48］
一 円　形 P－78 X65、Y184 70 60 53 楕円形

P－38 X70・71、Y176
［100］ 56 54 不整形 P－79 X63・64、Y183 48 43 66 円　形

P－39 X70、Y’177 85 48 65．5 楕円形 P－80 X63・64、Y182 46 38 39．5 楕円形

P－40 X70、Y177 50 42 29．5 楕円形 P－81 X63、Y182・183 68 58 44 楕円形

P－41 X70、Y177 38 38 77 円　形 P－82 X63、Yl82 66 54 52 楕円形
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遺構名 位　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 形　状 遺構名 位　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 形　状

P－83 X63、Y183 45 30 18．5 楕円形 P－124 X54、Y178 50 40 29．5 楕円形

P－84 X63、Y183 46 46 16 円　形 P－125 X54、Y178 54 50 34 円　形

P－85 X62、Y183 58 52 45．5 楕円形 P－126 X54、Y177 54 42 28 楕円形

P－86 X62、Y183 32 30 39 円　形 P－127 X55、Y177 68 48 29．5 楕円形

P－87 X62、Y182 78 58 44 楕円形 P－128 X55、Y176・177 86 64 39．5 楕円形

P－88 X65、Yl80 40 30 56 楕円形 P－129 X56、Y177 110 72 66．5 楕円形

’P－89 X64、Yl78 84 62 50 楕円形 P－130 X56、Y177 74 50 27 楕円形

P－90 X64、Yl78 56 50 49．5 楕円形 P－131 X56、Y177 36 28 43．5 楕円形

P－91 X64、Y180 88 60 52．5 楕円形 P－132 X56、Y177 38 30 39．5 楕円形

P－92 X61、Y182 34 24 59 楕円形 P－133 X57、Y177 43 48 22．5 円　形

P－93 X58・59、Y183 42 38 32 円　形 P－134 X57・58、Y177 44 40 27．5 円　形

P－94 X58、Y183 78 60 33 楕円形 P－135 X58、Y176・177 60 50 28．5 楕円形

P－95 X58・59、Y184 64 44 74．5 楕円形 P－136 X58、Y176 50 40 37．5 楕円形

P－96 X59、Y185 32 ［30］ 69 円　形 P－137 X47、Y176 50 48 45．5 円　形

P－97 X59、Y185 38 28 43．5 楕円形 P－138 X58、Y176 60 50 44 楕円形

P－98 X59、Yl85 40 30 84．5 楕円形 P－139 X58、Y176 55 46 17．5 楕円形

P－99 X64、Y180 90 ［86］ 48 不整形 P－140 X58、Y175 40 30 22 楕円形

P－100 X54・55、Y187 48 44 58 円　形 P－141 X55、Y177 103 71 53 楕円形

P－101 X54・55、Y187 40 40 83 円　形 P－142 X55、Y178 55 55 55 円　形

P－102 X56、Y188 64 40 41 楕円形 P－143 X56、Y178 62 54 41 楕円形

P－103 X56・57、Yl86 40 34 26 楕円形 P－144 X57、Yl78 64 64 48．5 円　形

P－104 X57、Y186 28 28 28 円　形 P－145 X58、Y178 50 40 26．5 楕円形

P－105 X57、Y186 34 28 29．5 楕円形 P－146 X58、Y178 82 56 40．5 楕円形

P－106 X54、Y185 50 44 43．5 楕円形 P－147 X58、Y177・178 54 52 79 円　形

P－107 X54・55、Yl85 46 40 29．5 円　形 P－148 X58、Y177 60 46 40．5 楕円形

P－108 X55、Y184 68 46 47．5 楕円形 P－149 X58、Y177 42 42 25 円　形

：P－109 X56・57、Y183 60 56 44．5 円　形 P－150 X58、Yl77 50 50 42 円　形

P－110 X57、Y181 50 45 55 円　形 P－151 X63、Y167 34 24 23 楕円形

P－111 X57、Y179 30 28 55．5 円　形 P－152 X63、Y167 30 30 15．5 円　形

P－112 X57、Y179 50 42 37 楕円形 P－153 X63、Y167 40 40 17．5 円　形

P－113 X57、Y178 50 42 44 楕円形 P－154 X62、Y167 30 30 22．5 円　形

P－114 X56、Yl78 46 42 40 円　形 P－155 X62、Y167 76 46 52．5 不整形

P－115 X56、，Y183 35 30 24 円　形 P－156 X62、Y167 48 36 30 楕円形

P－116 X56、Y178 30 28 29 円　形 P－157 X62、Y167 42 40 27．5 円　形

P－117 X56、Y179 40 40 20．5 円　形 P－158 X62、Y167 42 30 29 楕円形

：P－118 X57、Y178 38 30 26．5 楕円形 P－159 X62、Y168 38 38 39．5 円　形

P－119 X56、Y177 48 46 25．5 円　形 P－160 X62、Y168 32 32 26 円　形

P－120 X55、Y178 70 58 48 楕円形 P－161 X62、Y168 40 40 32 円　形

P－121 X54・55、Y178 120 84 73 楕円形 P－162 X62、Y168 44 44 38．5 円　形

P－122 X54・55、Y177 110 96 15．5 楕円形 P－163 X61、Y169 34 32 30 円　形

P－123 X54・55、Y177 50 50 39．5 円　形
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Tab．5　縄文時代出土遺物観察表

番号 出土位置 器形 ①胎土②焼成③色調④残存 文様構成・文様施文・器形の特徴 備　考

1 J－1－1
設土器

深　鉢 ①中粒②良好③褐色④胴部 全面LR斜縄文。上部でわずかに外傾が始まる。 諸磯b

2 J－1－2 深鉢 ①中粒②良好③明黄褐色④胴部 RL斜縄文。半裁竹管による横位の沈線。補修孔有。 諸磯b

3 J－1－3 深　鉢 ①中粒②良好③榿色④頸部 RL斜縄文。半裁竹管による斜位の条線。 諸磯b

4 」一2－1
体土器

深　鉢 ①申粒②良好③にぶい榿色

口縁部～頸部～胴部

キャリパー形、4単位の波状口縁。全面RL斜縄文。口縁部に3条の平

沈線による連弧文。頸部に3条の横位平行沈線を廻らし、上2条の沈

に交互刺突。

加曽利E∬

5 J－2－2 深　鉢 ①中粒②良好③にぶい黄鐙色
口縁部

口縁部に隆帯による区画、隆帯渦巻文、区画内に綾杉の沈線。 加曽利E∬

6 J－2－3 深・鉢 ①中粒②良好③にぶい榿色
口縁部

口縁部に隆帯による区画、隆帯渦巻文。口縁部の隆帯の下に無文帯があ

、その下に2本の隆帯を廻らし渦巻文の下で垂下。隆帯の下は撚糸文。

加曽利EI

7 」一2－4 深　鉢 ①中粒②良好③にぶい榿色
口縁部

波状口縁。撚糸文の上に、口縁に沿って2条の横位平行沈線と波頂部に

条の沈線による渦巻文。

加曽利EH

8 」一2－5 深　鉢 ①中粒②良好③にぶい黄褐色
口縁部

RL斜縄文。口縁部に3条の横位平行沈線を廻らし、上2条の沈線に交

刺突。

加曽利El

9 」一4－1 深　鉢 ①中粒②良好③にぶい黄鐙色
口縁部～胴部

LR斜縄文。全体に文様が摩滅。口縁部は2条の平行沈線による連弧文。

部に2条の平行沈線を廻らし、その中央に刺突。胴部に2条の平行沈

による連弧文が2段。

加曽利El

10 」一5－1

設土器
深鉢 ①細粒②良好③にぶい褐色

口縁部～胴部

平口縁。全面RL斜縄文。胴部中位でやや膨らみ、口縁部は直立気味。 諸磯a

11 J－5－2

設土器

深　鉢 ①中粒②良好③にぶい赤褐色

頸部～胴部

RL斜縄文による菱形文。頸部で大きく外傾。 諸磯a

12 J－6－1 深　鉢 ①中粒②良好③にぶい黄鐙色

口縁部

口縁部に隆帯による区画、隆帯渦巻文。区画内に綾杉文。隆帯の下はL

斜縄文で、頸部に3条の横位平行沈線を廻らし、隆帯渦巻文の下に懸

文。

加曽利EH

13 J－6－2 深　鉢 ①中粒②良好③明褐色④胴部 RL斜縄文による羽状構成。頸部に3条の横位平行沈線を廻らし、渦巻

を作り、その下に3条の懸垂文。

加曽利El

14 」一7－1

体土器

深　鉢 ①中粒②良好③にぶい黄櫨色

頸部

口縁部に隆帯による区画。その下に無文帯があり、頸部に3条の横位平

沈線を廻らし、2～3条の平行沈線を！組として5単位の懸垂文。胴

LR斜縄文。

加曽利EI

15 J－8－1 深　鉢 ①中粒②良好③にぶい榿色

胴部～底部

2条の平行沈線を4単位垂下。2条の平行沈線による渦巻文があり、文

の無いところを斜位の沈線で埋める。

曽利皿

16 J－9－1

体土器

深　鉢 ①中粒②良好③榿色

口縁部～胴部

平口縁。地文に櫛歯状工具による条線文。口縁部に2条の平行沈線を廻

し、頸部に3条の平行沈線を廻らす。胴部に3条沈線による連続鋸歯

と2条沈線による連孤状文を廻らす。

加曽利E豆

17 J－9－2 深　鉢 ①中粒②良好③榿色④胴部 RL斜縄文。上位に2条の平行沈線を廻らし、その下に1条の平行沈線

波状に垂下。

加曽利En

18 J－10－1 深　鉢 ①細粒②良好③にぶい黄褐色

口縁～胴部

平口縁。胴部中位でやや膨らむ。：LR斜縄文による羽状構成。下位の一

に、LRにL2条を右巻にした斜縄文有。

諸磯a

19 」一10－2 深　鉢 ①細粒②良好③榿色④胴部 RL斜縄文による羽状構成。 諸磯a
20 」一12－1 深　鉢 ①細粒②良好③にぶい黄褐色

胴部

上位に、半裁竹管による横位の平行沈線と半裁竹管による横位のコンパ

文が4段。下位は、LR斜縄文の上に半裁竹管による斜位と横位の平

沈線。繊維土器。

黒浜

21 」一12－2 深　鉢 ①細粒②良好③にぶい黄褐色

口縁部

平口縁。縄巻縄文LRにLを右巻き。補修孔有。繊維土器。 黒浜

22 D－18－1 深　鉢 ①中粒②良好③にぶい榿色

胴部～底部

キャリパー形、地文にRL斜縄文。3条の平行沈線が垂下。胴部上段に、

線による渦巻文や波状の文様。

曽利皿

23 D－25－1 深　鉢 ①中粒②良好③にぶい黄榿色

胴部

2本の隆帯による区画、区画内に綾杉文。隆帯の下は無文帯。 加曽利EI

24 D－25－2 深　鉢 ①中粒②良好③にぶい赤褐色

胴部

RL斜縄文。上位に隆帯、頸部に2本の平行沈線、その下に沈線による
様。

加曽利El

25 D－25－3 有孔鍔

土器

①中粒②良好③にぶい褐色

頸部

鍔上に、4．5cmの間隔で、0．4cmの孔が2つ。鍔の下に広い沈線が1条。 加曽利EH

注）①胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～L9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　②焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　③色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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Tab．6　石器観察表

番号 出土位置 器種 長　さ 幅 厚　さ 重　さ 石　材 備　　　　　考

1 J－2炉 石　　皿 （27．6） （27．5） （7．8） （7720） 粗粒安山岩 一部欠損。表面に凸痕有。裏面多孔石。

2 J－4 石　　鎌 1．4 1．4 Q．3 0．5 黒色頁岩 凹基無茎鍍。

3 」一4 石　　鎌 （1．8） （L1） 0．3 （0，4） 黒　曜　石 一部欠損。凹基無茎鍍。

4 J－4 磨製石斧 （12．5） （5．4） 2．7 （286） 蛇　文　岩 両端欠損。

5 」一4 敲　　石 12．5 5．8 4．2 544 粗粒安山岩 両面及び側面に使用痕有。

6 」一7炉 石　皿 （28。8） （24．6） （6．0） （64！0） 粗粒安山岩 一部欠損。

7 J－8 打製石斧 14．6 6．6 3．8 333 黒色頁岩 援形。

8 」一8 打製石斧 11．6 4．6
2．0

102．0 頁　　　岩 短冊形。

9 J－9 石　　鍍 2．9 1．9 0．6 2．9 チャート 平基無茎鎌。

10 D－4 打製石斧 15．6 8．9 3．3 540 凝灰　岩 短冊形。

11 D－23 打製石斧 10．4 5．4 1．7 106 頁　　　岩 短冊形。

12 表採 石　　鎌 （L9） （1．1） 0．3 （0．3） 黒　曜　石 一部欠損。凹基無茎鑑。

13 表　採 石　　鍬 （4，0） （1．8） 0．3 （1．8）　馬

黒　曜　石 一部欠損。・凹基無茎鎌。

14 表採 石　　鎌 2．5 1．8 0．3 0．8 チャート 凹基無茎鎌。

15 表採 石　　鍍 3．5 1．5 0．5 1．7 黒色頁岩 凹基無茎鎌。

16 表採 石　　匙 2．0 3．1 0．4 1．8 黒　曜　石 横形。

17 表採 石　　匙 7．2 5．3 0．6 27．6 黒色頁岩 縦形。

18 表　採 石　　槍 9．9 2．6 1．0 29．2 黒色頁岩 礫面を残す。

注）長さ・幅・厚さの単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。
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Tab．7　古墳～奈良・平安時代出土遺物観察表

番号 遺構番号／層位 器種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

1 H－1－1 圷 ①［12。6］ ①細粒②良好 口縁部：外傾、横撫で。交換点に弱い稜有。底部：浅い丸底、外面

床直 土師器 ②（4．3） ③榿色④1／2弱 箆削り。内面撫で。

2 R－2－1 皿 ①［13．0］ ①細粒②良好 韓輯整形。体部：大きく外傾して端部で平らになる。底部：回転糸

床直 須恵器 ②　2．8 ③浅黄色④1／3弱 切り、付高台。内面に重ね焼きの跡有・

3 H－2－2 圷 ①［13．0］ ①細粒②良好 輔轄整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、箆調整。

埋土 須恵器 ②　3．6 ③明褐色④1／2 内面わずかに輔輔痕有。底径は口径の約1／2。

4 H－2－3 台付甕 ①　一 ①細粒②良好 甕部：ほぼ欠損。底部は外面斜め箆調整。内面箆撫で。台部：横撫・

竈内 土師器 ②（4．6） ③明赤褐色④脚部1／3 で、指圧痕有。裾部末端横撫で。

5 H－2－4 刀　子 ①最長（4．8）②最大幅（0．8） 関（まち）の部分が残存。

埋土 鉄製品 ③最大厚（0。3）

6 H－3－！ 紡錘車 ①上径3．0 ②下径4．2 断面台形状。上・下面ともきれいに研磨されている。側面は滑らか。

床直 石製品 ③孔径0．9 ④最大厚　1，7

⑤石材流紋岩⑥重　さ37．6
7 H－3－2 砥　石 ①最　長9．1 ②最大幅4．1 4面使用。上部に孔有。

埋土 石製品 ③最大厚2．4 ④重　さ157

⑤遺存度完形⑥石材流紋岩
8 H－4－1 士里 ①（18．0） ①細粒②良好 口縁部：直立気味に立ち上がり、やや外傾、横撫で、指圧痕有。胴

埋土 土師器 ②（10，4） ③赤褐色④口縁部1／2 部：外面横箆削り、内面刷毛目状工具による撫で。底部：欠損。

9 H－4－2 提　瓶 ①　一 ①細粒②良好③オリー 轄轄整形。口頸部：欠損。体部：平らな偏球形をなし、外面回転力

床直 須恵器 ②（16．7） ブ黒④胴部1／3 キ目調整の後回転撫で、内面撫で、凹凸有。

10 H－4－3 甕 ①［14．6］ ①中粒②良好 口縁部：短く外傾、横撫で。胴部：中位に器最大径を持ち、外面斜

床直 土師器 ②（12．2） ③にぶい榿色④1／2 め箆削り、内面箆撫で。底部：欠損。

11 H－4－4 甕 ①15．0 ①中粒②良好 口縁部：短く外反、横撫で。胴部：外面上位縦箆削り、下位斜め箆

床直 土師器 ②（19．0） ③明黄褐色④3／4 削り、内面箆撫で。底部：欠損。

12 H－4－5 長胴甕 ①23．4 ①中粒②良好 口縁部：外反、横撫で。頸部に明瞭なくびれ無。胴部：外面上位縦

床直 土師器 ②39．5 ③榿色④ほぼ完形 箆削り、下位斜め箆削り、内面箆撫で。輪積み痕有。底部：平底。

13 H－4－6 土　錘 ①最　長7．5②最大厚　1．7 ほぼ完形。

床直 土製品 ③孔径0．5④重　さ19．2
14 H－4－7 紡錘車 ①上径2．4 ②下径　4．1 断面台形状。上・下面及び側面はきれいに研磨されている。

床直 石製品 ③孔径0．8 ④最大厚　1，8

⑤石材滑石⑥重　さ　41．4
15 H－5－1 圷 ①［11．8］ ①細粒②良好 醜輔整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、未調整。

床直 須恵器 ②　4．0 ③榿色④1／4

16 H－6－1 蓋 ①［12．4］ ①細粒②良好 韓櫨整形。浅い天井でかえり有。付つまみ。環状つまみは大きめで

埋土 須恵器 ②　2．4 ③灰白色④1／2弱 中央部が凸起する。

17 H－7－1 台付甕 ①13．2 ①細粒②良好 口縁部：弱い「コ」の字状口縁。横撫で、指圧痕有。胴部：最大径

竈内、床直 土師器 ②（14．0） ③暗褐色④脚部欠損 は口径とほぼ同じで、底部に向けて急激に細くすぼむ。底部：欠損。

18 H－7－2 鎌 ①最長（6．4）②最大幅（2，5） 先端部が残存。

床直 鉄製品 ③最大厚（0．3）

19 H－8－1 圷 ①［13．0］ ①細粒②良好 口縁部：直立気味に立ち上がり、横撫で。交換点に稜有。底部：深 内面煤付

床直 土師器 ②　4．5 ③赤褐色④3／4 い丸底、外面箆削り。内面撫で。 着

20 H－8－2 圷 ①17．4 ①細粒②良好 口縁部：直立気味に立ち上がり、横撫で。交換点に弱い稜有。底部：

床直 土師器 ②　7．1 ③にぶい榿色④3／4 深い丸底、外面箆削り。内面撫で。

21 H－8－3 直口壷 ①　一 ①中粒②良好 競輻整形。口縁部：欠損。胴部：外面12本単位による刷毛目文様。

床直 須恵器 ②（14。3） ③暗青灰色④胴部 内面底部立ち上がり指撫で。

22 H－8－4 長胴甕 ①［19．7］ ①細粒②良好 口縁部：器最大径、立ち上がり気味に外反、横撫で。頸部に明瞭な

竈天井 土師器 ②37．7 ③暗褐色④3／4 くびれ無。胴部：上位にやや膨らみを持ち、外面上・中位縦、下位

斜め箆削り。内面箆撫で。底部：小さい平底。

23 H－8－5 長胴甕 ①23．0 ①中粒②良好③にぶい 口縁部：器最大径、外反、横撫で。頸部に明瞭なくびれ無。胴部：

竈天井 土師器 ②40．6 榿色④ほぼ完形 上位にやや膨らみを持ち、外面上位縦、下位斜め箆削り。内面箆撫

で、輪積み痕有。底部：小さい平底。

24 H－8－6 長胴甕 ①25．0 ①中粒②良好 口縁部：器最大径、外反、横撫で。頸部にくびれ無。胴部：外面上

竈左袖 土師器 ②43．1 ③灰黄褐色④ほぼ完形 位縦箆削り、下位斜めへら削り。内面箆撫で。底部：丸底気味。

25 H－8－7 鎌』 ①最　長（3．4）②最大幅（3．3）

埋土 鉄製品 ③最大厚（0．4）

26 H－8－8 臼　玉 ①最　長　1．6②最大厚　0，8 研磨されていて滑らか。

埋土 石製品 ③孔径0．4④重　さ　3．2

⑤石材滑石
27 H－9－1 境 ①［15．6］ ①細粒②良好 鞭轄整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、付高台。

床直 須恵器 ②　5．7 ③灰黄色④3／4 体部との接合部は撫で調整。

28 H－9－2 臼　玉 ①最　長　1．2②最大厚　0．5 研磨されていて滑らか。

床直 石製品 ③孔径0。3④重　さ　L4
⑤石材滑石 ！

29 H－9－3 臼　玉 ①最長1．5②最大厚0．8 研磨されていて滑らか。

埋土 石製品 ③孔径0．3④重　さ　3．1

⑤石材滑石
30 H－10－1 圷 ①［14．4］ ①細粒②良好 口縁部：底部からそのまま湾曲して口縁に至り端部直立気味、横撫

床直 土師器 ②　4．0 ③榿色④4／5 で。底部：浅い丸底気味、外面箆削り、内面撫で。
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番号 遺構番号／層位 器種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

31 H－10－2 圷 ①［14．6］ ①細粒②良好 口縁部：底部からそのまま湾曲して口縁に至り端部直立気味、横撫

埋土 土師器 ②　3．6 ③にぶい榿色④1／2強 で。底部：浅い丸底気味、外面箆削り、内面撫で。

32 R－10－3 圷 ①［14．8］ ①細粒②良好 口縁部：底部から緩やかに湾曲して口縁に至り端部外反、横撫で。 底部外面

床直 土師器 ②［2．7］ ③明赤褐色④1／2弱 底部：浅い平底気味、外面箆削り、内面指圧痕有、撫で。 墨書

33 H－10－4 甕 ①［23。8］ ①細粒②良好③明赤褐 口縁部：「く」の字状口縁。輪積み痕・指圧痕有、横撫で。

床直 土師器 ②（6．4） 色④口縁部2／3

34 H－10－5 鉄鎌 ①最　長　10．3②最大幅0．8 完形。先端部に3つの鋭い突起有。

床直 鉄製品 ③最大厚 0．5

35 H－11－1
芸皿 ①［18。0］ ①細粒②良好 輕輔整形・浅い天井でかえり無。回転箆削り。付つまみ。環状つま

埋土 須恵器 ②　2．7 ③暗青灰色④1／4 みは小さめで、中央部が凸起する。

36 H－11－2 皿 ①［14．4］ ①細粒②良好 車麟盧整形。体部：大きく外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、

埋土 須恵器 ②　22 ③褐灰色④1／5 未調整。

37 H－11－3 圷 ①12。6 ①細粒②良好 体部1緩やかに外傾して口縁に至る、口縁部横撫で。外面箆削り、 底部外面

床直 土師器 ②　3．2 ③鐙色④ほぼ完形 指圧痕有。底部：平底。内面撫で。 墨書

38 H－11－4 圷 ①［13．4］ ①細粒②良好 韓韓整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、未調整。

埋土 須恵器 ②　3，8 ③灰白色④1／4

39 H－11－5 圷 ①［12，0］ ①細粒②良好 軽輪整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、未調整。

埋土 須恵器 ②　3．7 ③青灰色④2／3

40 H－11－6 境・ ①［15．0］ ①細粒②良好 韓韓整形。体部1外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、付高台。

竈内 須恵器 ②　5。7 ③赤褐色④2／3

41 H－12－1 圷 ①［13。0］ ①細粒②良好 口縁部：底部からそのまま湾曲して口縁に至り端部直立気味、横撫

床直 土師器 ②　3．5 ③にぶい赤褐色④1／3 で。底部：浅い丸底気味、外面箆削り、内面撫で。

42 H－13－1 杯 ①［13．4］ ①細粒②良好 口縁部1底部からそのまま湾曲して口縁に至り端部直立気味、横撫

床直 土師器 ②［3．5］ ③明赤褐色④1／2 で。底部：浅い丸底気味、指圧痕有、外面箆削り、内面撫で。

43 H－13－2 圷 ①［12．8］ ①細粒②良好 韓輻整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、箆調整。

埋土 須恵器 ②　3，2 ③オリーブ灰色④1／4

44 H－14－1 圷 ①12，0 ①細粒②良好 口縁部：直立気味に立ち上がり、横撫で。交換点に弱い2段の稜有。

床直 土師器 ②　4．3 ③にぶい榿色④完形 底部：浅い丸底、外面箆削り、内面撫で。

45 H－14－2 圷 ①［12．6］ ①細粒②良好 口縁部：わずかに外傾して立ち上がり、横撫で。交換点に弱い2段

埋土 土師器 ②　4。0 ③榿色④4／5 の稜有。底部：浅い丸底、外面箆削り、内面撫で。

46 H－14－3 高　圷 ①　一 ①細粒②良好③にぶい 圷部：欠損。脚部：外面箆削り、下位横撫で。内面撫で。

床直 土師器 ②（9．1） 榿色④脚部1／2

47 H－14－4
雍瓦 ①［19．6］ ①中粒②良好③にぶい 口縁部1直立気味に立ち上がり、外傾、横撫で。胴部：欠損。

埋土 土師器 ②（4．9） 榿色④口縁部1／2

48 H－14－5 紡錘車 ①上径（2。7） ②下径（3．8） 残存約1／2。断面台形状。上・下面及び側面はきれいに研磨されて

床直 石製品 ③孔径（0．7） ④最大厚（1，8） いる。側面中央に細い溝有。

⑤石材滑石　⑥重　さ（19．8）
49 H－15－1 圷 ①13，4 ①細粒②良好 口縁部：短く直立からやや外傾、横撫で。交換点に稜有。底部：丸 内・外面

床直 土師器 ②　4．4 ③浅黄色④完形 底、外面箆削り、内面箆撫で。 黒色処理

50 H－15－2 圷 ①19．2 ①細粒②良好③にぶい 口縁部：短く直立からやや外傾、横撫で。交換点に強い稜有。底部： 内面煤付

床直 土師器 ②　8．1 黄榿色④完形 深い丸底、外面箆削り、内面箆撫で。 着

51 H－15－3 塊 ①11．2 ①細粒②良好③にぶい 口縁部：やや内傾、横撫で。交換点に稜有。底部：深い丸底、外面 内・外面

床直 土師器 ②　7．5 黄榿色④完形 箆削り後全面箆磨き、内面撫で。 黒色処理

52 H－15－4 高　杯 ①［16，01 ①中粒②良好③にぶい 」不部：底部から緩やかに外傾して口縁に至る。外面上位横撫で、下 内面黒色
床直 土師器 ②13．0 黄榿色④3／5 位縦箆削り、内面撫で・磨き。輪済み痕有。脚部：わずかに直下し、 処理

緩やかに広がる。裾部横撫で。外面箆削り、内面箆撫で。

53 H－15－5 甑 ①18．6 ①中粒②良好③にぶい 口縁部：器最大径、外傾、横撫で。胴部：外面斜め箆削り、内面箆

床直 土師器 ②15．1 黄榿色④ほぼ完形 撫で。底部：平底、28個の穿孔有。

54 H－15－6
曽麗 ①10．5 ①中粒②良好 口縁部：内傾から外傾、横撫で。胴部：中央部に器最大径を持ち、 内面黒色

床直 土師器 ②13．4 ③灰黄褐色④ほぼ完形 外面横箆削り、斜め撫で、内面箆撫で。底部：丸底気味。 処理

55 H－15－7
世軍 ①10．1 ①中粒②良好 口縁部：内傾から外傾、横撫で。胴部：上部に器最大径を持ち、外

床直 土師器 ②18．0 ③明赤褐色④完形 面斜め箆削り、斜め撫で、内面箆撫で。底部：平底。

56 H－15－8 台付甕 ①14．3 ①細粒②良好 口縁部：短く直立からやや外傾、横撫で。胴部：上部に器最大径を 内面黒色

床直 土師器 ②16。2 ③明褐色④4／5 持ち、外面箆削り、内面箆撫で。台部：裾部横撫で。外面縦箆削り、 処理

内面箆調整。

57 H－15－9 甕 ①［19．5］ ①中粒②良好 口縁部：短く外反、横撫で。胴部：頸部のしまり弱い。中位に器最

床直 土師器 ②30．3 ③榿色④4／5 大径を持ち、外面縦箆削り、内面箆撫で。底部：平底、底径は口径

の約1／2。

58 H－！5－10 長胴甕 ①［23．0］ ①中粒②良好 口縁部：器最大径、立ち上がり気味に外反、横撫で。頸部にくびれ

床直 土師器 ②35。2 ③赤褐色④3／4 無。胴部：外面上位縦箆削り、下位斜め箆削り。内面箆撫で、輪積

み痕有。底部：丸底気味。

59 H－15－11 大　甕 ①　一 ①細粒②良好 頸部上位は箆撫で、輪積み痕有。頸部張り付け痕有。頸部内面敲き

床直 須恵器 ②　一 ③暗青灰色④頸部1／4 目痕有

60 H－16－1 甕 ①［19．2］ ①細粒②良好③赤褐色 口縁部：「コ」の字状口縁。横撫で、指圧痕有。胴部：最大径は口径

床直 土師器 ②（13．0） ④口縁部～体部1／4 とほぼ同じ。底部：欠損。

61 H－17－1 圷 ①［13．2］ ②細粒③良好 韓轍整形。体部：丸みを持ち、外傾して口縁に至り、わずかに外反 底部内面

床直 須恵器 ②　3．8 ③にぶい黄鐙色④4／5 する。外面撫で。底部1回転糸切り、未調整。底径は口径の約1／2。 里壼鵠臼
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番号 遺構番号／層位 器種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

62 H－18－1 蓋 ①　一 ①細粒②良好 輔轄整形。回転糸切り、箆調整。付つまみ。つまみは小さめな環状

埋土 須恵器 ②　一 ③灰白色④1／2 つまみ。

63 H－18－2 圷 ①［11．8］ ①細粒②良好 鞭轄整形。体部1外傾して口縁に至る。外面撫で。底部：回転糸切

床直 須恵器 ②　3．6 ③青灰色④1／2 り、未調整。

64 H－18－3 釘 ①最長（6．5）②最大幅（0．6） 先端部が残存。

床直 鉄製品 ③最大厚（0。6）

65 H－19－1 圷 ①［12．8］ ①細粒②良好 口縁部：短く直立気味、横撫で。交換点に稜有。底部：浅い丸底、

床直 土師器 ②［4．7］ ③榿色④1／2 外面箆削り、内面撫で。

66 H－19－2 小型甕 ①13．1 ①中粒②良好 口縁部：内傾から外傾、横撫で。胴部：上位が口径とほぼ同径で、

床直 土師器 ②10．2 ③榿色④ほぼ完形 外面斜め箆削り、内面箆撫で。底部：丸底気味。

67 H－20－1 圷 ①13．6 ①細粒②良好 口縁部：短く直立、横撫で。交換点に稜有。底部：丸底、外面箆削

床直 土師器 ②　4．2 ③榿色④完形 り、内面撫で。

68 H－20－2 圷 ①［12．4］ ①細粒②良好 口縁部：短く直立、横撫で。交換点に稜有。底部：丸底、外面箆削 内面黒色

床直 土師器 ②　4，0 ③榿色④4／5 り、内面撫で。 処理

69 H－22－1 皿 ①［15．8］ ①細粒②良好 競輪整形・体部：大きく外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、 底部内・

床直 須恵器 ②　3．1 ③灰褐色④4／5 付高台。 外面墨書

7Q H－22－2 皿 ①13．2 ①細粒②良好 鞭輔整形。体部1大きく外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、 底部内・

床直 須恵器 ②　3．0 ③灰白色④完形 付高台。 外面墨書

71 H－22－3 圷 ①［11．6］ ①細粒②良好 体部：緩やかに外傾して口縁に至る、横撫で、指圧痕有。底部：平

床直 土師器 ②　3．5 ③にぶい榿色④4／5 底、箆削り。

72 H－22－4 圷 ①［12．0］ ①細粒②良好 韓轄整形。体部：外傾して口縁に至り、端部でわずかに外反。底部：

床直 須恵器 ②　3．3 ③灰黄色④4／5 回転糸切り、未調整。

73 H－22－5 境 ①［15．2］ ①細粒②良好 纏轄整形。体部：外傾して口縁に至り、端部で外反。内面と外面上 灰紬

埋土 須恵器 ②　5。3 ③灰白色④1／4 位から2／3まで灰紬。底部：回転糸切り、付高台。

74 H－22－6 甕 ①［13．6］ ①細粒②良好③赤褐色 口縁部：弱い「コ」の字状口縁。横撫で、内面輪積み痕有。体部：

埋土 土師器 ②（12．3） ④口縁部～体部1／3 上位に器最大径を持ち、外面上位横・中位斜め箆削り、内面箆撫で。

底部1欠損。

75 H－22－7 甕 ①［20．0］ ①細粒②良好 口縁部：「コ」の字状口縁。横撫で。体部：外面上位横箆削り、内面

埋土 土師器 ②（6，9） ③榿色④口縁部1／2 箆撫で。底部：欠損。

76 H－22－8 皿 ①　一 ①細粒②良好 ［コ縁部に内向きの「蝶々」の線刻有。 緑粕

埋土 陶　器 ②　一 ③浅黄色④口縁部破片

77 H－22－9 釘 ①最　長（2．5）②最大幅（0．5）

床直 鉄製品 ③最大厚（0。4）

78 H－23－1 圷 ①［14．6］ ①細粒②良好 口縁部：やや外傾、横撫で、中央部に段有。交換点に稜有。底部： 内・外面

床直 土師器 ②　4。4 ③にぶい黄榿色④1／2 浅い丸底、外面箆削り、内面撫で。 黒色処理

79 H－24－1 皿 ①［15．5］ ①細粒②良好 輔輯整形。体部：大きく外傾して口縁に至り、端部でわずかに外反。

床直 須恵器 ②　2．4 ③灰色④3／4’ 底部：回転糸切り、未調整。

80 H－24－2 圷 ①［13．2］ ①細粒②良好 体部：緩やかに外傾して口縁に至る、横撫で、指圧痕有。底部：平 底部外面

埋土 土師器 ②（2．8） ③にぶい榿色④1／2弱 底、箆削り。 墨書

81 H－24－3 圷 ①12．6 ①細粒②良好 韓輪整形。体部：外傾して口縁に至り、端部でわずかに外反。底部：

床直 須恵器 ②　3．1 ③灰色④完形 回転糸切り、未調整。

82 H－25－1 圷 ①12．6 ①細粒②良好 口縁部：短く直立、横撫で。交換点に稜有。底部：浅い丸底、外面 底部黒色

床直 土師器 ②　4．2 ③浅黄榿色④完形 箆削り、内面撫で。

83 H－25－2 小型甕 ①12．4 ①中粒②良好③にぶい 口縁部：直立気味からやや外傾、横撫で。輪済み痕有。胴部：中央

床直 土師器 ②12．3 橿色④ほぼ完形 部に器最大径を持ち、外面箆削り、内面撫で・底部1丸底気味。

84 H－25－3 小型甕 ①14．9 ②中粒③良好 口縁部：やや外傾、横撫で。頸部横撫で後、全周縦箆調整。胴部：

床直 土師器 ②18．6 ③明赤褐色④完形 中央部が口径とほぼ同じで、外面縦箆削り、内面箆撫で、輪積み痕
有。

85 H－25－4 長胴甕 ①［20．8］ ①中粒②良好 口縁部：器最大径、外反、横撫で。頸部にくびれ無。胴部：外面縦

床直 土師器 ②（12，1） ③明赤褐色④1／3 箆削り、内面箆撫で。

86 H－26－1 圷 ①11．2 ①細粒②良好 口縁部：直立気味からわずかに外傾、横撫で・交換点に弱い稜有・

床直 土師器 ・②　4，2 ③鐙色④ほぼ完形 底部：浅い丸底、外面箆削り、内面撫で。

87 H－26－2 圷 ①［12，4］ ①細粒②良好 口縁部：直立気味から端部でわずかに外傾、横撫で。交換点に稜有。 内・外面

埋土 土師器 ②　4．9 ③暗赤灰色④1／2 底部：丸底、外面箆削り、内面撫で。 黒色処理

88 H－26－3 高　圷 ①　一 ①中粒②良好③にぶい 杯部：欠損。脚部：外面縦箆削り、裾部横撫で。内面撫で。

床直 土師器 ②（9．3） 赤褐色④脚部のみ

89 H－26－4 甕 ①23．7 ①中・粗粒②良好 口縁部：直立から外傾、横撫で。輪積み痕・指圧痕有。頸部横箆撫 内面黒色

床直 土師器 ②37．7 ③黒褐色④完形 で。胴部：中央部に器最大径を持ち、外面上位縦・中位斜め箆削り、 処理

内面撫で。底部：丸底気味。

90 H－26－5 甕 ①18．2 ①中粒②良好③褐色 口縁部：直立から外傾、横撫で。頸部横箆撫で。胴部：外面箆削り、 竈横に埋

床直 土師器 ②（16，8） ④口縁部～胴部上半 内面箆撫で。底部：無。 設

91 H－26－6 紡錘車 ①上　径2．7 ②下径　4．1 断面台形状。上・下面及び側面はきれいに研磨されている。

床直 石製品 ③孔径0．8 ④最大厚　1。7

⑤石材滑石⑥重　さ　44．4
92 H－27－1 圷 ①［12．6］ ①細粒②良好 韓輔整形。体部：外傾して口縁に至り、端部外反。底部：回転糸切

埋土 須恵器 ②　3。4 ③灰黄褐色④！／2 り、未調整。底径は口径の約1／2。

93 H－29－1 圷 ①［12．8］ ①細粒②良好 口縁部：短く直立からやや外傾、横撫で。交換点に稜有。底部1浅 黒色処理

床直 土師器 ②　4．2 ③にぶい褐色④3／4 い丸底、外面箆削り後磨き、内面撫で。
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番号 遺構番号／層位 器種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

94 H－29－2
床直

塊土師器 ①7．7
7．1

①細粒②良好③にぶい

榿色④ほぼ完形

口縁部：短く直立、横撫で。胴部：外面箆削り後磨き、内面撫で、
き。

黒色処理

95 H－29－3
床直

鉢土師器 ①［15．6］

　9。7

①細粒②良好

にぶい黄榿色④6／7

口縁部：底部からそのまま湾曲して口縁に至り端部直立気味。横撫

。外面箆調整、磨き、内面磨き。底部：丸底。

96 H－29－4
床直

長胴甕

師器

①［17．2］

（12．4）

①中粒②良好

にぶい黄褐色④1／4

口縁部1直立から外反、横撫で。胴部：外面縦箆削り、内面箆撫で。

部：欠損。

97 H－30－1
埋土

圷土師器 ①［12．4］

　4．2

①細粒②良好

榿色④1／5

口縁部：わずかに外傾して立ち上がり、横撫で。交換点に弱い稜有。

部：浅い丸底、外面箆削り｛内面撫で。

98 H－31－1
床直

圷土師暮 ①［15．8］

　4．6

①細粒②良好

にぶい榿色④1／2強

口縁部：底部からそのまま湾曲して口縁に至り端部直立気昧、横撫

。底部：浅い丸底気味、外面箆削り、内面撫で。

99 H－32－1
床直

蓋須恵器 ①［19，6］

　3．7

①細粒②良好

灰白色④2／3

繭輔整形。浅めの天井でかえり有。付つまみ。大きめな環状つまみ。

100 H－32－2
床直

圷土師器 ①12．0

　3．1

①細粒②良好

榿色④ほぼ完形

口縁部：底部からそのまま湾曲して口縁に至り端部直立気味。横撫

。底部：浅い丸底気味、外面箆削り、内面撫で。

101 H－32－3
床直

圷須恵器 ①［14．0］

　3．7

①細粒②良好

浅黄鐙④1／2強

競轄整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転箆切り。 底部内面

刻

102 E－32－4
床直

鉢土師器 ①［19，0］

　8，6

①細粒②良好

榿色④4／5

口縁部：底部からそのまま湾曲して口縁に至り端部直立気味。横撫

。底部：深い丸底、外面箆削り、内面撫で。

！03 H－32－5
床直

台付甕

師器

①　一
（6．8）

①細粒②良好③にぶい

櫨色④台部1／2

甕部1欠損。台部：短く開き、胴部との接合部分から縦箆削り、裾

横撫で、内面箆削り。

！04 H－35－1
埋土

圷須恵器 ①［12．4］

　3．4

①中粒②良好

褐灰色④1／2

軽輔整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り後、一部

調整。

105 H－35－2
埋土

圷須恵器 ①［12．5］

　3．6

①細粒②良好

黄灰色④！／2弱

韓韓整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転箆切り。

106 H－36－1
床直

直口壷

師器

①　9．6

（1L4）

①中粒②良好

榿色④2／3

口縁部：わずかに内傾、横撫で。体部1中位やや上に器最大径を持

、外面横・斜め箆削り、内面撫で。底部二丸底。

107 H－36－2
床直

甕土師器 ①［14．8］

16．0

①中粒②良好

にぶい黄榿色④8／9

口縁部：わずかに直立から外反、横撫で。胴部：中位に器最大径を

ち、外面横・斜め箆削り、内面箆撫で、輪積み痕有。底部1丸底。

108 H－37－1
床直

圷須恵器 ①［10．8］

　3．7

①中粒②良好

灰白色④2／5

鞭輻整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、未調整。

109 H－38－1
床直

圷土師器 ①11．0

　3．8

①中粒②良好

榿色④ほぼ完形

口縁部：底部からそのまま湾曲して口縁に至り端部直立気味、横撫

。底部：丸底、外面箆削り、内面撫で。

110 H－38－2
床直

圷須恵器 ①［12，0］

　3．4

①細粒②良好

灰白色④1／2弱

輔輯整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、未調整。

111 H－38－3
埋土

圷須恵器 ①［11．8］

　4．3

①中粒②良好

灰色④1／2弱

！漉韓整形。体部：外傾して口縁に至る。外面自然紬。底部：回転糸

り、未調整。

1！2 H－38－4
埋土

砥　石

製品

①最長7．5　②最大幅　　5．4

最大厚6。3　④重　さ　379

遺存度破片⑥石材流紋岩

2面使用。

113 H－39－1
床直

圷土師器 ①12，6

　4．9

①細粒②良好

榿色④完形

口縁部：やや外傾、横撫で。交換点に弱い稜有。底部：丸底。外面

削り、内面撫で。

114 H－39－2
床直

鉢土師器 ①［21．0］

［10。9］

①細粒②良好

にぶい榿色④1／4

口縁部：底部からそのまま湾曲して口縁に至り端部やや外傾。横箆

でによる段有。外面箆調整。底部＝丸底。

115 H－39－3
床直

高　圷

師器

①　一
（13．9）

①細粒②良好

榿色④脚部のみ

圷部：欠損。脚部：外面縦箆削り、裾部横撫で。内面横箆撫で。

116 H－39－4
床直

甑土師器 ①18．1

　9．7

①細粒②良好

にぶい黄榿色④完形

口縁部：外傾、横撫で。胴部：外面箆削り、内面撫で。底部：中央

きれいに調整された穿孔有。

117 H－39－5
床直

直口壺

師器

①10．2

10．2

①細粒②良好

榿色④完形

口縁部：直立、横撫で、指圧痕有。胴部1中位に器最大径を持ち、

面斜め箆削り、内面撫で。底部1丸底。

118 H－39－6
床直

台付甕

師器

①［16。0］

22．1

①粗粒②不良

にぶい榿色④5／6

口縁部：器最大径、外傾、横撫で。胴部1外面縦箆削り、内面箆撫

。台部：短く開き、外面縦箆削り、裾部横撫で、内面箆撫で。

119 R－39－7
床直

甕土師器 ①［14．6］

18．5

①粗粒②良好

灰黄褐色④2／3

口縁部：内傾から外傾、横撫で。胴部：中位に器最大径を持ち、外

斜め箆削り、内面撫で。底部：丸底。

120 H－39－8
床直

甕土師器 ①20．4

26．3

①中粒②良好

浅黄色④ほぼ完形

口縁部：器最大径、外傾、横箆撫でによる段有。胴部：外面縦箆削

、内面箆撫で、輪積み痕有。底部：丸底気味。

121 H－39－9
床直

長胴甕

師器

①22．1

39。5

①粗粒②良好

灰黄褐色④4／5

口縁部：器最大径、外傾、横撫で。頸部にくびれ無。胴部：外面箆

り、内面箆撫で、輪積み痕有。底部：平底。

122 H－40－1
竈内

圷土師器 ①［13．0］

（5．3）

①中粒②良好

灰黄褐色④1／3

口縁部：やや外傾、横撫で、中央部に段有、交換点に稜有。底部：

底、外面箆削り、内面撫で。

123 H－41－1
埋土

圷土師器 ①［13．0］

（32）

①中粒②良好

にぶい赤褐色④1／5

体部：緩やかに外傾して口縁に至る、横撫で、指圧痕有。底部：平

、外面箆削り、内面撫で。

体部外面

書

124 H－41－2
埋土

砥　石

製品

①最長12。4②最大幅　3．1
最大厚　2．4③重　さ110

遺存度完形⑤石材流紋岩

2面使用。

125 H－42－1
床直

圷土師器 ①［12．4］

　4．5

①中粒②良好

榿色④2／3

口縁部：外傾、横撫で。交換点に弱い稜有。底部：浅い丸底、外面

削り、内面撫で。

126 H－42－2
床直

圷土師器 ①［12．0］

　4．5

①中粒②良好

褐灰色④2／5

口縁部1短く直立、横撫で。交換点に稜有。底部：丸底、外面箆削

、内面撫で。

内・外面

色処理

一35一
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127 H－42－3
床直

圷土師器 ①［17，6］

［6，7］

①中粒②不良

榿色④！／4

口縁部：外傾、横撫で。交換点に弱い稜有。底部：欠損。

128 H－42－4
床直

鉢土師器 ①［21，6］

［7．8］

①中粒②良好

にぶい褐色④1／4

口縁部：外傾から端部でわずかに外反、横撫で。交換点に弱い稜有。

部：欠損。

129 H－44－1
床直

圷手　捏 ①［10．0］

　4．7

①中粒②良好

にぶい黄榿色④1／2

体部1外傾して口縁に至る。厚い器肉で、外面箆削り、内面箆撫で。

部：平底気味。

130 H－44－2
床直

圷土師器 ①［12．4］

　4．5

①中粒②良好1
にぶい鐙色④9／！0

口縁部：短く内傾気味、横撫で。交換点に稜有。底部：丸底、外面

削り、内面撫で。

131 H－44－3
床直

圷土師器 ①［12．6］

　4．4

①中粒②良好

灰黄褐色④1／2

口縁部：短く直立、横撫で。交換点に稜有。底部：丸底、外面箆削

、内面箆撫で。

内・外面

色処理

132 H－44－4
床直

圷土師器 ①12．6

（4．6）

①中粒②良好

にぶい鐙色④3／5

口縁部：短く内傾気味、横撫で。交換点に稜有。底部：丸底、外面

削り、内面撫で。

133 H－44－5
床直

圷土師器 ①［13．0］

　4．5

①中粒②良好

にぶい鐙色④1／2弱

口縁部：短く直立、横撫で。交換点に稜有。底部：丸底、外面箆削

、内面撫で。

134 H－44－6
床直

圷土師器 ①［14，0］

［4，0］

①中粒②良好

榿色④1／3

口縁部：外傾、横撫で。交換点に弱い稜有。底部：浅い丸底、外面

削り、内面撫で。

135 H－44－7
床直

圷土師器 ①［12．0］

［5．0］

①中粒②良好

榿色④！／3

口縁部：外傾、横撫で。交換点に弱い稜有。底部：丸底、外面箆削

、内面撫で。

136 H－44－8
床直

小　壷

師器

①9．2
6．8

①中粒②良好③にぶい

榿色④ほぼ完形

口縁部1内傾から外傾、横撫で。胴部：上位に器最大径を持ち、外

横箆削り、内面撫で。底部：丸底。

137 H－44－9
床直

高　圷

師器

①　一
（15．0）

①中粒②良好③にぶい

褐色④脚部1／3

圷部：欠損。脚部：外面縦箆削り、裾部横撫で、内面横箆撫で。

138 H－44－10
床直

甑土師器 ①22。1

16．1

①中粒②良好

榿色④ほぼ完形

口縁部：外傾、横撫で。胴部：外面縦箆削り、内面箆撫で。底部：

底気味、中央にきれいに調整された穿孔有。

鉢形

139 H－44－11
床直

壷土師器 ①12．0

12．0

①中粒②良好③にぶい

榿色④ほぼ完形

口縁部：短く直立からやや外傾、横撫で。胴部：中位に器最大径を

ち、外面横・斜め箆削り、内面箆撫で、輪積み痕有。底部1平底。

140 H－44－12
床直

小型甕

師器

①12．0

12，6

①粗粒②良好

灰黄褐色④ほぼ完形

口縁部：短くやや外傾、横撫で。胴部：中位に器最大径を持ち、外

横・斜め箆削り、内面箆撫で。底部：平底気味。

141 H－44－13
床直

小型甕

師器

①12．8

12．9

①中粒②良好③にぶい

榿色④ほぼ完形

口縁部：短く内傾、横撫で。胴部：中位やや上に器最大径を持ち、

面横・斜め箆削り、内面箆撫で、輪積み痕有。底部：平底。

142 H－44－14
床直

台付甕

師器

①［12．0］

17．3

①中粒②良好

にぶい黄榿色④3／5

口縁部：短く外傾、横撫で。胴部：中位に器最大径を持ち、外面斜

箆削り、内面箆撫で。台部：短く開き、胴部との接合部分から縦

削り、裾部横撫で、内面箆撫で。

143 H－44－15
床直

台付甕

師器

①13．0

18．0

①中粒②良好③にぶい

榿色④ほぼ完形

口縁部：直立気味、横撫で。胴部：中位に器最大径を持ち、外面箆

り、内面箆撫で。台部：短く裾部でやや開く。胴部との接合部分

ら縦箆削り、裾部横撫で、指圧痕有。内面箆撫で。

144 H－44－16
床直

台付甕

師器

①13．8

（13．0）

①中粒②良好囎

にぶい鐙色④2／3

口縁部：直立気味、横撫で。胴部：中位に器最大径を持ち、外面箆

り、内面箆撫で。台部：欠損。

145 H－44－17
床直

長胴甕

師器

①［20．0］

38．6

①中粒②良好

にぶい黄榿色④1／2

口縁部：外傾、横撫で。頸部に明瞭なくびれ無。胴部：外面縦箆削

、内面箆撫で。底部：小さい平底。

146 H－44－18
床直

長胴甕

師器

①［19，0］

（28．5）

①粗粒②不良

にぶい榿色④1／2

口縁部：外傾、横撫で。頸部に明瞭なくびれ無。胴部：外面縦箆削

、内面箆撫で、輪積み痕有。底部：欠損。

147 H－46－1
床直

圷土師器 ①［12．6］

　3．8

①細粒②良好

浅黄榿色④2／3

口縁部二外傾、横撫で。交換点に弱い稜有。底部1浅い平底気味。

面箆削り、内面撫で。

内・外面

色処理

148 H－47－1
床直

圷土師器 ①10．4

　4．3

①細粒②良好

にぶい黄鐙色④完形

口縁部：短く直立、横撫で。交換点に弱い稜有。底部：丸底。外面

削り、内面撫で。

小型

149 H－47－2
床直

杯土師器 ①！1．4

　4．9

①細粒②良好③にぶい

榿色④完形

口縁部：短く直立、横撫で。交換点に弱い稜有。底部1丸底。外面

削り、内面箆撫で。

150 H－47－3
床直

圷土師器 ①13，1

　5．0

①細粒②良好

鐙色④完形

口縁部：短く直立、横撫で。交換点に稜有。底部：丸底。外面箆削

、内面箆撫で。

151 H－47－4
床直

塊土師器 ①10，6

（7，5）

①細粒②良好③にぶい

色④底部欠損

口縁部：短く内傾から直立、横撫で。交換点に稜有。底部：深い丸

。外面横箆削り、内面撫で。

内面黒色

理

152 H－47－5
床直

甑土師器 ①15，2

12．4

①細粒②良好

櫨色④完形

口縁部：器最大径。横撫で。胴部：外面箆削り、内面箆撫で。底部：

底。多数の小さい穿孔後に1つの大きい穿孔に変える。

153 H－47－6
床直

短頸壷

師器

①10．5

10．9

①細粒②良好

鐙色④ほぼ完形

口縁部1内傾から直立、端部外反。横撫で。胴部：中位に器最大径

持ち、外面箆削り、内面箆撫で。底部：丸底。

154 H－47－7
床直

壷土師器 ①14，2

17．1

①細粒②良好③にぶい

鐙色④完形

口縁部：外傾、横撫で、指圧痕有。胴部：中位に器最大径を持ち、

面斜め箆削り、内面箆撫で。底部：平底。

155 H－47－8
床直

甕土師器 ①18．8

32．5

①中粒②良好

榿色④4／5、

口縁部：直立からやや外傾、横撫で。胴部；中位に器最大径を持ち、

面斜め箆削り、内面撫で。底部1平底。

156 H－47－9
床直

甕土師器 ①22．8

36．8

①中粒②良好③にぶい

色④ほぼ完形

口縁部：外傾、横撫で、箆撫でによる段有。胴部：中位に器最大径

持ち、外面斜め箆削り、内面撫で。底部：平底。

157 H－47－10
竈内

長胴甕

師器
①222
P38．3

①細粒②良好

にぶい櫨色④7／8

口縁部：器最大径、外傾、横撫で。頸部に明瞭なくびれ無。胴部：

位がやや膨らみ、外面斜め箆削り、内面撫で。底部：平底。

158 H－47－11
竈内

長胴甕

師器

①20．5

36．5

①中粒②良好③にぶい

褐色④ほぼ完形

口縁部：器最大径、外傾、横撫で。頸部に明瞭なくびれ無。胴部：

面斜め箆削り、内面箆撫で、輪積み痕有。底部：平底。
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番号 遺構番号／層位 器種 ①口径②器高　①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

159 H－47－12
直

砥　石

製品

①最　長20，8②最大幅　　6．0

最大厚　9．2④重　さ1700

遺存度　完形⑥石材流紋岩

1面使用。

160 H－48－1
床直

高　圷

師器

①［18，3］

15．8

①細粒②良好

にぶい黄榿色④1／3

」不部：口縁部と底部との境に稜有。口縁部横撫で、底部内・外面箆

り後磨き。脚部：外面縦箆削り、裾部横撫で。内面撫で。

内面黒色

理

161 H－49－1
土

圷土師器 ①［16．0］

（6．3）

①細粒②良好

榿色④1／2

口縁部：直立気味に立ち上がり、横撫で。交換点に稜有。底部：深

丸底、外面箆削り、内面撫で。

162 H－50－1
土

甕土師器 ①［14。6］

（13．4）

①細粒②良好③明赤褐

④口縁部1／6

口縁部：「く」の字状口縁。横撫で。胴部：外面横箆削り。内面撫で。

部：欠損。

163 H－54－1
床直

圷土師器 ①12．2

　3．6

①細粒②良好

浅黄榿色④完形

体部：緩やかに外傾して口縁に至る、口縁部横撫で。外面箆削り、

圧痕有。底部：平底。内面撫で。

164 H－54－2
土

圷土師器 ①［12．0］

［3．7］

①細粒②良好

榿色④1／2

体部：底部から湾曲して口縁に至り、端部わずかに外反。横撫で。

面箆削り、内面撫で。底部：平底気味。

165 H－54－3
土

境須恵器 ①　一

　一

①細粒②良好③にぶい

榿色④底部1／2

韓韓整形。体部：欠損。底部。回転糸切り、付高台。 底部外面

書内面

色処理

166 H－54－4
直

境須恵器 ①［14．0］

　6．1

①細粒②良好

黄灰色④3／4

軽輻整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、付高台。

部との接合部は撫で調整。

167 H－54－5
床直

甕土師器 ①［20。6］

（15．3）

①細粒②良好③灰赤色

口縁部1／6

口縁部：「コ」の字状口縁。横撫で。胴部：外面箆削り、内面撫で。

部：欠損。

168 H－54－6
内

土　錘

製品

①最　長（4．1）②最大厚（2．0）

孔径（0，4）④重　さ（10。0）

両端部欠損。

169 H－54－7
土

刀　子

製品

①最長（8．4）②最大幅（1．2）

最大厚（0．5）

170 T－1－1
直

圷須恵器 ①［12．4］

　4．0

①細粒②良好

灰色④3／5

輔轄整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、未調整。

171 T－！－2
土

境須恵器 ①［14．6］

　5．0

①細粒②良好

灰黄褐色④1／2

競輻整形。体部：外消して口縁に至る。底部：回転糸切り、付高台。

部との接合部は箆撫で。

172 T－1－3
土

甕須恵器 ①　一

　一

①細粒②良好

灰白色④口縁部1／4

韓輔整形。口縁部：．緩やかに外傾して、端部折り返し。

173 T－3－1
土

圷須恵器 ①［1L4］

　4，0

①細粒②良好

灰黄色④4／5

軽輻整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、箆調整。

174 T－5－1
土

圷須恵器 ①［12，8］

　3．8

①細粒②良好

明黄褐④1／4

輔輯整形。体部：外消して口縁に至る。底部：回転糸切り、箆調整。

175 W－2－1
埋土

圷須恵器 ①［12．8］

　3．8

①細粒②良好

榿色④1／2弱

韓輔整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、未調整。 底部内・

面墨書

176 W－3－1
埋土

皿須恵器 ①［12。8］

　3．5

①細粒②良好

灰色④3／4

輔輔整形。体部：大きく外傾して口縁に至る。底部：回転糸切り、

高台。

体部外面

書

177 W－3－2
埋土

皿須恵器 ①　一

　一

①細粒②良好

灰色④底部

輔櫨整形。体部：欠損。底部：回転糸切り、付高台。 底部外面

書

178 D－21－1
土

境須恵器 ①［14．2］

［5，2］

①細粒②良好

にぶい榿色④1／3

韓輻整形。体部：外傾して口縁に至る。底部：箆調整。

179 D－23－1
土

圷土師器 ①［12．8］

（4．0）

①細粒②良好

鐙色④1／2

口縁部：やや外傾、横撫で。底部：平底。外面箆削り、内面撫で。

180 D－23－2
土

圷土師器 ①［13．7］

3．2

①細粒②良好

明赤褐色④1／2弱

口縁部：やや外傾、横撫で。底部：平底気味。外面箆削り、内面撫

。

注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検出につ

　いては「竈内」と記載した。

　②口径、器高の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）、復元値を［］で示した。

　③胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1，9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を言己載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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V【考 察

　本調査区周辺は、昭和30年から40年代にかけての土地改良事業により現耕作土より約40cmほど下で一度削平さ

れており、遺構は整地下の削り残し部分で確認される。しかし、調査区中央部のN－30。一Eの南北方向の一帯

は遺構が薄い。これは原地形によるもので、明治18年の迅速図によると、赤城山南麓の五代町周辺の地形・区画

割りは：N－30。一Eの傾向があり、昭和40年代の土地改良事業で遺構の下の方までが削平されたためとも考えら

れる。

　本遺跡は、土層や出土遺物から縄文時代前期から奈良・平安時代の集落遺跡で、調査の結果、竪穴住居跡65軒、

掘立柱建物跡6棟、竪穴状遺構5軒、溝跡6条、小石榔1基、土坑79基、柱穴163基、井戸跡2基が検出された。

ここでは縄文時代、古墳時代、奈良・平安時代の3つの時期に分け考察していきたい。また、過年度調査の本遺

跡以南の金丸川東岸の遺跡についても、若干のまとめをしたい。

1．本遺跡の時期別概観

縄文時代

　検出された遺構は、縄文時代前期竪穴住居跡4軒、縄文時代中期竪穴住居跡6軒、時期不明竪穴住居跡2軒、

土坑63基で、調査区西側に多く分布している。

　縄文時代前期竪穴住居跡は調査区南西にJ－1、5、10、12号住居跡の4軒である。J－1号住居跡とJ－5

号住居跡、J－10号住居跡は約17mの間隔があり、J－1号住居跡とJ－12号住居跡は重複している。J－12号

住居跡は平坦で堅緻な床面で、炉は検出されず繊維土器の黒浜式土器が出土した。J－1号住居跡からは石組み

炉が検出され、そのすぐ西隣に川原石5個を使った石組みが検出された。この石組みは使用形跡がほとんど無く、

装飾的意味合いが強いと思われる。また、石組み炉の北には埋設土器があり、これは諸磯b式土器である。J－

5号住居跡は手鏡形の形状で、入口部と思われる所に諸磯a式の2個体の埋設土器があり炉は検出されなかった。

」一10号住居跡は平坦で堅緻な床面で炉は検出されず、諸磯a式土器が出土した。

　縄文時代中期竪穴住居跡は調査区南西に6軒あり、2軒ずつが近くにある。」一4号住居跡とJ－9号住居跡

の間隔は約8m、J－2号住居跡とJ－8号住居跡の間隔は約12m、J－6号住居跡とJ－7号住居跡の間隔は
約11mであり、J－9、2、7号住居跡には炉体土器を伴う石組み炉が検出された。」一4号住居跡は中央部に

焼土部分があり、J－8号住居跡は南側に2ケ所の焼土部分があった。また、J－8号住居跡には住居範囲を拡

大した痕跡も認められた。」一6号住居跡は中央部に焼土及び炭化物が多く混じった20cmぐらいの落ち込みがあっ

た。遺物については加曽利E　H式及び曽利式土器を中心に出土している。

　土坑に関しては、J－10号住居跡すぐ南のD－26号土坑から加曽利E　II式土器を中心に多数の遺物が出土し、

J－7号住居跡約14m南のD－18号土坑から胴部～底部の曽利皿式のキャリパー形深鉢が出土し、J－7号住居

跡約21m北のD－25号土坑から加曽利E　H式の有孔鍔付土器片を含む多数の遺物が出土した。また、J－2号住

居跡約12m北東のD－27号土坑からは焼けた石が多数出土した。さらに、土坑は縄文時代住居跡から北側に向かっ

て分布している傾向がある。

　縄文時代前期及び中期の集落は、密集性はないものの調査区西側を中心に展開していたと考えられる。また、

土坑が縄文時代住居跡から北側に向かって分布していることを考慮すると、調査区北側にも、縄文時代の遺構が

広がっていると考えられる。

古墳時代

　検出された遺構は、古墳時代後期の竪穴住居跡20軒、古墳時代終末期の竪穴住居跡2軒、小石榔1基である。

本遺跡南の五代江戸屋敷遺跡や五代伊勢宮1・H遺跡でも多くの古墳時代後期の竪穴住居跡が検出されているこ

とから、本遺跡地周辺は古墳時代後期の大規模な集落が展開していたと考えられる。ここでは、集落の傾向をつ

かむために、「6世紀中頃（6世紀前半を含む）」、「6世紀後半」、「7世紀前半」と分けて考察を進めていく。

　6世紀中頃の竪穴住居跡は、調査区の南側の125．5mの等高線に沿って半円状に広がり、形状・規模・主軸方

向にばらつきが見られる。その中で、H－40号竪穴住居跡は、他の住居跡よりやや高い126．3m辺りに位置し、

ほぼ正方形の形状と5m×5m以上の規模等を考え併せると、この時期の集落の中心的存在であったと推測され

る。遺物については、H－15、44、47号竪穴住居跡から完形を含めて多数の遺物が出土した。特に、H－47号竪

穴住居跡からは完形の遺物の出土が多く、竈内の2つの長胴甕の中には圷が上向きと下向きで収められており、

何らかの理由により住居を廃棄するときの祭祀に関わるものとみられる。

　6世紀後半の竪穴住居跡は、調査区中央部から馬蹄形に北東に向かって広がり、形状・規模・主軸方向と画一

化されてくる。その中で、H－39号竪穴住居跡は1つだけ5m×5m以上の規模を持ち、この時期の集落の中心

的存在であったと思われる。

　7世紀前半の竪穴住居跡は、調査区北側に2軒あり、形状・規模・主軸方向等は似ている。
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Tab．8　古墳時代後期の竪穴住居跡の比較

区　分 形状　1軒数 規模（長軸×短軸）1軒数 主　軸　方　向　1軒数

6世紀中頃

　　　　　1ぼ正方形l　lO　　　　　［ 　　　　　　　1m×5m未満l　g　　　　　　　I N－70。一E以下1　6
　　　　　　　　I－80。一E以上1　6

　　　　　E　方　形1　3　　　　　1

　　　　　　　15m×5m以上1　4　　　　　　　1

：N－20。一w　　i　1

6世紀後半

　　　　　1ぼ正方形1※6　　　　　1 　　　　　　　1m×5m未満1　5　　　　　　　1 N－70。一E以下1※5
　　　　　　　1

N－800－E以上1　1　　　　　1
　方　形1　1　　　　　し

　　　　　　　15m×5m以上1※1　　　　　　　1

N－107。一w　　i　1

7世紀前半 長方形i※2 5m×5m未満i※2 　　　　　　　　I－80。一E以上1※2　　　　　　　　1

※完全に検出でき

　ていない遺構に

　ついては、推測

　で割り振りを行っ

　た。

　以上のことから、本遺跡地の古墳時代後期の集落は、6世紀中頃から6世紀後半、7世紀前半と時代が進むに

つれ、北へ上っていく傾向があると考えられる。また、6世紀中頃には、集落の中心に住む者が存在し、6世紀

後半には中心的人物の住居は、規模等において他の住居と一線を画するようになったようである。さらに、6世

紀中頃から6世紀後半にかけては、集落の中心的人物は継続的に集落の中心に位置していたと考えられる。

　小石榔は、調査区南西で検出された。土地改良事業等により石室上部の石積みは確認できなかった。長径20c皿

から30c皿ほどの川原石が周りと南側に敷いてあり、中央部では確認できなかった。遺構の長径は165cm、短径は

南側で67cm、中央部でやや膨らみ北側で64cmある。遺物は全く検出されなかったが、萱野団地遺跡に類例がみら

れるように集落の周縁部に位置すること、6世紀前半の住居跡と近接しており同時存在が考えられないこと、方

位の類似性などから6世紀中頃のものとして把握しておきたい。

奈良・平安時代

　検出された遺構は、8世紀の竪穴住居跡10軒、8世紀から9世紀の竪穴住居跡1軒、9世紀の竪穴住居跡18軒、

10世紀の竪穴住居跡1軒、掘立柱建物跡6棟、溝跡2条である。奈良・平安時代においても本遺跡地周辺に大規

模な集落が展開していたと考えられる。

　8世紀の竪穴住居跡は、調査区中央部に広がっている。規模等で特筆すべきものはないが、H－10号竪穴住居

跡からは底部外面に「矢」の墨書のある土師器圷が、H－32号竪穴住居跡から底部内面に「・γ」の線刻のある須

恵器圷が出土した。

　8世紀から9世紀の竪穴住居跡1軒は調査区南東にあり、柱穴の平面形状が方形である同時期のB－4号掘立

柱建物跡が約40m北にある。

　9世紀の竪穴住居跡は、調査区東側に半円状に広がっている。その中央部には住居がなく、柱穴の平面形状が

大きい楕円形であるB－2、6号掘立柱建物跡2棟と、柱穴の平面形状がやや大きい円形のB－5号掘立柱建物

跡がある。また、同時期と考えられるW－2、3号溝跡が調査区東壁から3mの間隔で2本平行にB－6号掘立
柱建物跡に向かって延びており、この辺りが集落の中心であったと考えられる。さらに、住居群の南には柱穴の

平面形状が大きい楕円形であるB－3号掘立柱建物跡がある。遺物をみてみると、東西5．65m×南北7．75mと一

番大きい規模のH－22号竪穴住居跡からは、内面に「蝶々」の線刻のある緑粕陶器皿の破片や灰粕の須恵器境の

破片、底部内・外面に「ム」の墨書のある須恵器皿が2枚重なって出土した。また、H－11号竪穴住居跡からは

底部外面に「㊤」の墨書のある土師器圷が、H－17号竪穴住居跡からは底部内面に「厘」の墨書のある須恵器圷

が、H－24号竪穴住居跡からは底部外面に「勾」の墨書のある土師器圷が、H－41号竪穴住居跡からは体部外面

に「ノ」の墨書のある土師器圷が出土した。なお、H－17号竪穴住居跡から出土した「厘」の墨書土器と同じも

のは、芳賀東部団地遺跡1や五代木福1遺跡からも出土している。さらに、W－2号溝跡からは底部内・外面に

「＞」の墨書のある須恵器杯が、W－3号溝跡からは底部外面に「必」の墨書のある須恵器皿が出土した。

　10世紀の竪穴住居跡1軒は調査区北東にあり、柱穴の平面形状が小さい円形である同時期のB－1号掘立柱建

物跡が約5m南にある。

　以上のことから、奈良・平安時代においても本遺跡地周辺には集落が絶え問なく続いていたと考えられる。

　その後のこの地であるが、本遺跡では中世以降と考えられるD－24号地下式土坑1基とT－1、2、3、5号

竪穴状遺構4軒、昨年度検出された近世の区画溝の続きの溝1条、この溝に関係すると推測される井戸跡2基、

近世の溝跡を切る新しい溝跡3条を検出した。おそらく礎石建物などもあったと考えられるが、削平で消滅した

のであろう。このように、本遺跡地周辺では、現在まで絶えることなく人々の生活が続いていたと考えられる。
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2．本遺跡以南の遺跡について

　金丸川東岸には、五代南部工業団地造成事業に伴う発掘調査による遺跡が4つある。南から「五代江戸屋敷遺

跡」「五代伊勢宮1遺跡」「五代伊勢宮II遺跡」「五代伊勢宮V遺跡」である。ここでは、4つの遺跡で検出され

た竪穴住居跡から、五代町周辺の集落の変遷を簡単に考察したい。

Tab．9　4つの遺跡の竪穴住居跡の比較

江戸屋敷 伊勢宮工 伊勢宮H 伊勢宮V 合計

縄　文　時　代（前期） 1 4 5
（中期） 6 6 12

古　墳　時　代（4C） 1 1
（5C） 1 1
（6C） 34 2 8 20 64

（7C） 8 3 2 13

奈良・平安時代（8C） 5 3 5 11 24

（9C） 6 18 24

（10C） 1 1 2

　縄文時代の竪穴住居跡は、前期・中期の区別はつけられないが五代伊勢宮II遺跡より北で検出されている。遺

構の広がり方から、五代伊勢宮V遺跡より北にも集落は広がっていくと考えられる。

　古墳時代の竪穴住居跡は、前期・中期は少ないが、後期・終末期は全体的にまんべんなく検出されている。古

墳時代後期には、五代町周辺には大きな集落があったと考えられる。

　奈良・平安時代の竪穴住居跡は、五代江戸屋敷遺跡の南側と五代伊勢宮1遺跡と五代伊勢宮V遺跡で多く検出

されている。当時の集落は規模がある程度小さくなり、五代江戸屋敷遺跡の南と五代伊勢宮V遺跡の北東に分か

れて広がっていくと考えられる。

　以上簡単ではあるが、現在までに分かっていることについてまとめてみた。次年度以降の広範囲に渡る調査で、

五代町周辺に関する多くの資料を得て、更に詳しい歴史解明がなされることを期待したい。
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NQ 形状 長軸（c皿） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考
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　J－10号在居跡　　ベル・トセクション
　1　にぶい黄褐色細砂層　◎○　白い軽石含む、焼土粒・炭化物わずかに含む
　2　にぶい黄褐色細砂層　◎◎　白い軽石多く含む、炭化物少なく含む

Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P監 円　形 50 45 58．5

P2 円　形 32 32 36．5

P3 円　形 34 32 57

P4 円　形 44 40 58．5

P5 円　形 30 25 27

P6 楕円形 28 20 54．5

P7 楕円形 34 28 61．5
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　　H－1号住居跡　　ベルトセクション
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H

H－2、3号住居跡
1　灰黄褐色細砂層
2　黒褐色細砂層

3　にぶい黄褐色細砂層
4　黒褐色細砂層

5　にぶい黄褐色細砂層
6　にぶい黄褐色細砂層
7　にぶい黄褐色細砂層
8　にぶい黄褐色細砂層

ベルトセクション
　O△　As－c軽石・Hr－FP軽石含む
　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロックわずかに含む
　OO　As－c軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、明黄褐土混じる、焼土粒わずかに含む
　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む、ロームブロック含む
　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロックわずかに含む
　○△　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック含む
　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック・焼土粒含む
　△○

H－2号住居跡　　P5号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△○　下部に焼土粒含む
2　にぶい黄褐色細砂層　○○

H－3号住居跡　　P5号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　O◎　As－c軽石・Hr－FP軽石含む
2　にぶい黄褐色微砂層　○◎　焼土粒・ロームブロック含む

H－2号住居跡柱穴計測表
H－2号住居跡
1　にぶい黄褐色細砂層
2　にぶい黄褐色細砂層
3　にぶい褐色微砂層
4　明褐色微砂層
5　灰褐色細砂層

H－3号住居跡
1　灰褐色細砂層

2
3
4
5
6

竈セクション
○0

00
0◎
◎×

×○

竈セクション

　　○○
褐色細砂層
灰褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
黒褐色細砂層
褐色細砂層

OO
△○

○△
○○

○△

As－C軽石含む、焼土粒含む
焼土粒含む、粘土含む
焼けた粘土
崩れ落ちた焼土
灰含む

焼土粒・焼土ブロック含む
大きな焼土ブロック含む

灰多く含む、焼土粒含む
As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、焼土粒・焼土ブロック含む

Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（c胤） 備考

P1 楕円形 28 25 9
P5 楕円形 82 68 26 貯蔵穴

H－3号住居跡柱穴計測表
Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 円　形 22 22 17

P5 楕円形 80 53 26 貯蔵穴

0 1＝30 1m

0 1：60 2m

Fig．10　H－2　3号住居跡
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NQ 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm〉 備考

P1 円　形 38 26 13

P2 円　形 29 28 15．5

P3 円　形 33 28 12

P4 円　形 38 26 5
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笏
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愚
1吸
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◎P、

　L＝127．OmA

H－7号住居跡
1　にぶい黄褐色細砂層
2　にぶい黄褐色細砂層
3　褐色細砂層
4　にぶい黄褐色細砂層
5　にぶい黄褐色細砂層

ゆ

　い
　　！1

　田
　刈
　の
　ヨ
晦
曹

／の

H－7

／の

　　　　　／の

P4

　　　／9

c
＼　◎

　　　　　砺

P◎
／o

述ノ

70

C’

＼

㊧
C　L＝127．Om

D　L＝127．Om

C

ベルトセクション
○○

○○

○○

○△

OO

㎜ 彪

D

A

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック・粘土ブロック含む
焼土・焼土粒多く含む
ロームブロックわずかに含む
As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、ロームブロック多く含む

μ
④

　L＝126．8m
E　　　　　　E

薇
H－7号住居跡　　竈セクション
1　にぶい黄褐色細砂層　○○

2　にぶい褐色細砂層　　○○

醸

黛

㎝

3
4
5
6
7
8

にぶい褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
にぶい褐色細砂層
にぶい褐色細砂層
黒褐色細砂層

○○
○O

OO
OX
O×

○○

Lニ126．8m
F　　　　F

形

　　21　4

3彪
　L＝126．8m
G　　　　G’

魏
As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、焼土粒
わずかに含む
焼土粒含む、灰混じる、焼土ブロックわずかに
含む
焼土粒・炭化物わずかに含む
焼土粒わずかに含む、ロームブロック含む
粘土多く含む
焼土粒・焼土ブロック多く含む
焼土ブロック含む、炭化物わずかに含む
As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、ローム
ブロックわずかに含む

H－7号住居跡　　P5、P4号柱穴号柱穴セクション
1　にぶい黄褐色細砂層　○○　ロームブロック多く含む

轟

N

慧．

臨
雷

ω

A

ミ辱

H－7号住居跡　　P5号柱穴セクション
1　暗褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、炭化物わずかに
　　　　　　　　　　　　　　含む
2　にぶい黄褐色細砂層　○○　ロームブロック多く含む

厘

H－8

P◎

◎

A

’q

1

⑲

　L＝126。7m
E　　　　　　　E

H－7号住居跡柱穴計測表

　　L＝127．Om
A

煙

％％ 霧
A

Nq 形状 長軸（cm） 短軸（c皿） 深さ（cm） 備考

P2 楕円形 44 38 24

P4 楕円形 60 48 ！8

P5 楕円形 66 54 25 貯蔵穴

懸H－8号住居跡
1　にぶい黄褐色細砂層

ベルトセクション

2　灰黄褐色細砂層
3　にぶい黄褐色細砂層
4　黒褐色細砂層

5　褐色細砂層
6　褐色細砂層
7　褐灰色微砂層

○×

○△
○△
○○

△○
○○

○◎

勿

As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロックわずかに含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ローム粒・ロームブロック多く含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ローム粒含む
As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、ロームブロック多く含む

H－8号住居跡
1　灰黄褐色細砂層

2
3
4

　L＝127．OmC　　　　　　　　　　　　　　　　　C’

Cノ

DL＝127。Om

L、．雛ガ

5＼∠竜

P5号柱穴セクション

にぶい黄褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層

△○

△O

△0

△○

H－8号住居跡柱穴計測表

S

形％

D

As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、焼土
粒・炭化物・ロームブロックわずかに含む
ロームブロック含む
焼土ブロック・ロームブロック含む

灰多く混じる、ローム粒含む

恥　　形状　長軸（cm）短軸（cm）深さ（cm〉備考

P5円　形 66　　　63　　　65貯蔵穴

H－8号住居跡
1　灰黄褐色微砂層
2　にぶい黄褐色細砂層
3　にぶい黄褐色細砂層
4　褐色微砂層
5　にぶい黄褐色細砂層

竈セクション
◎X

OO
OO
O×

○○

粘土

焼土粒・ロームブロック含む
焼土粒含む
焼土

焼土ブロック・ロームブロック含む

0 1：30 1m

0 1：60 2m

Fig，12　H－7　8号住居跡
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　　　　1吸　A　L＝127．2m
1田

R

W－1

H－6号住居跡
1　灰黄褐色細砂層

2　灰黄褐色細砂層

ベルトセクション
　　ムO　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロッ
　　　　　ク含む
　　△×　As－C軽石・Hr－FP軽石・As－B軽石含む、
　　　　　明黄褐色土含む、W－1埋土

H－6号住居跡　　竈セクション
1　灰黄褐色細砂層　　　△O　焼土粒・ローム粒含む
2　灰黄褐色細砂層　　　△O　焼土ブロック・ロームブロック含む
3　明褐色細砂層　　　　○×　焼土

％
1影

1㎝ 1田 ㊨
い
ll

品
①
QO
日

ノ『燦

11

W－1

H－9

C　L＝126．8m

E　Lニ126．8m

諦罐

C　　　D

E’　F

　　ノ　　　　　　ヤヤ　　　ヤ　／　／’』、　、、こ：：、、
／　／〆一、、　　＼　　　　、、、、

／！／り／　’ぐ一婁奪ミぐノD
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　＼　　　　藁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・C　、、＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’宏’

　　　　G　L＝126．3m　Gρ

10号住居跡　　ベルトセクション

L＝126。8m　　D’

C虐

H－9
！

愚一

L＝126．8m　　Fダ

黒褐色細砂層 ○○

2　にぶい黄褐色細砂層　△0
3　黒褐色細砂層　　　　○○

厘

『H－10

　　P6

ミ◎

　　じ・
ε

＼

　　　　　　H

・， ◎
・£◎

只

F’

F’

4　黒褐色細砂層 ○○

5　にぶい黄褐色細砂層　△0
6　灰黄褐色細砂層　　　△×

H　L＝126。3m　H’

雑

A　　L＝126．8m

6

〃

1
3

A

彪

As－C軽石・Er－FP軽石含む、焼土粒・ロームブロっ
クわずかに含む
ローム粒含む
As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む、焼土粒・ロームづ
ロック含む
As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、焼土粒わずか1こ
含む

As－C軽石・Hr－FP軽石・As－B軽石含む、明黄褐食
土含む、W－1埋土

H－9号住居跡　　竈セクション
　　1　黒褐色細砂層

、ξ’2　褐色微砂層

　　3　黒色微砂層
　　4　灰黄褐色細砂層
　　5　褐色細砂層
　　6　にぶい黄榿色微砂層
　　7　にぶい黄褐色微砂層
　　8　黒褐色細砂層

H－10号住居跡
1　明褐色細砂層
2　褐色細砂層
3　暗褐色細砂層

H－10号住居跡柱穴計測表

○○

△○
△△
×△

OO
O◎
○◎
△○

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック
含む
焼土粒・焼土ブロック多く含む
灰層、焼土粒含む

灰含む
粘土
粘土
灰含む、焼土粒含む

竈セクション
　　○○　焼土粒含む、大きな焼土ブロック多く含む
　　○○　焼土粒・焼土ブロック多く含む
　　△○灰多く含む

恥， 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P3 楕円形 46 40 26

P6 楕円形 38 30 38．5

P7 楕円形 22 16 25

P8 円　形 34 30 26

0

0

1：30

1：60

1m

2m

Fig．13　H－6　9　10号住居跡
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　Lニ125．9m　　ノ　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　 　

，　　　　　　　　　　　　　　　D　Lニ126．5m　　　　　　　　　Dク
旦
、o

ヤ　　ご

　H－11号住居跡　　ベルトセクション
　！　黒褐色細砂層　　　　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石含む
　2　暗褐色細砂層　　　　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む、焼土粒・
，　　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック含む
　3　褐色細砂層　　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、焼土粒・ロー

　　　ム粒含む　4　褐色細砂層　　　　　○○　焼土粒・焼土ブロック・ローム粒含む
　5　にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ローム

　　　粒・ロームブロック含む　6　にぶい黄褐色細砂層　△○　明黄褐色土多く混じる

　H－11号住居跡　　竈セクション
　1　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、焼土粒
　　　わずかに含む、ロームブロック少なく含む・2　にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、焼土
△二　　　　　　　　　　　　　　粒含む、ロームブロック多く含む

　3　暗褐色細砂層　　　　△○　焼土粒多く含む、ローム粒含む
　4　暗褐色細砂層　　　　△○　焼土粒・ロームブロック多く含む

N

醸ω

な

蕪

1＞

6

～

ブ

易形繊5耀憐讐準響一
」

⑥P、

H－12

冬

＠P，

1㌔L－126・7m

冒

P，○

診

P◎

1
I
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P3円形　 42　38　28，5
≦≧　Lニ126．7m

　　ブ形2
　　モニ　　　　　　　　　　　　　　　 　

上　 L＝126，2m

LL＝1262m

♀L＝12a7m

　ニ％笏
　F’％
　G～

H－12号住居跡　　ベルトセクション
1　灰黄褐色細砂層　　　◎×　As－C軽石・Hr－FP軽石含む
2　にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む、ロームブロック少

3　黒褐色細砂層

諺
　　　l　　H－12号住居跡　　竈セクション
　　　　1　灰黄褐色細砂層　　　◎△　　　　2　にぶい黄褐色細砂層　◎O　As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、焼土粒・炭化

　　　　　　　　む　　　　3　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、焼土粒・炭化
　　1〕と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物・粘土粒含む
　　　　旦二　4　灰褐色細砂層　　　　○○　焼土ブロック・粘土ブロック含む

　　　　　　　　　　　　　　の　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　む

　　　　　　　〇　　　　1：30　　　　1mなく含む

○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、東側に焼土粒含む

　　　　　　　0　　　　　　1：60　　『　　　2m　　Fig．14　H－11・12号住居跡

　　　一51一

Nd。 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 楕円形 32 25 17

P2 楕円形 46 30 22．5

P3 楕円形 48 35 17

P4 楕円形 40 30 26
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H－13号住居跡
1　灰黄褐色細砂層

Lニ126．4m C

戯
ベルト、竈セクション

2　黒褐色細砂層

3　にぶい黄褐色細砂層
4　灰黄褐色細砂層
5　暗褐色細砂層
6　黒褐色細砂層

1吸

S

7　にぶい黄褐色細砂層
8　灰褐色細砂層

9　褐色細砂層

◎△
○○
○○

○○

○○

○○

△O

OO
△○

As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、炭化物含む
As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ローム粒含む

As－C軽石・Hr－FP軽石含む
As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ローム
ブロックわずかに含む
明黄褐色土多く混じる

焼土粒・焼土ブロック含む
焼土粒含む、ロームブロック含む
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A　 L＝126。2m

総庵
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　　　鰭

賂

　　　　　　　　　噛碗

H－15 シ

善　♂

◎ 晦
　　　　⑫

P5

⑭

シ

　　嚢噌

ぜ

◎
　　　　K一

　ノ

ぐ一

C’L＝126．2m

　L二125．7m
E　　　　　　E

H－15号住居跡　　竈セクション
1　灰黄褐色細砂層

　　2　にぶい黄褐色細砂層
　　3　褐色細砂層
　　4　灰褐色細砂層
　　5　暗褐色細砂層Aア

＿　6　にぶい黄褐色細砂層

OO
○○

△O
△○
△○
△○

D　L＝126．2m

て

2

4

5

勿

C

2

D

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、焼土粒わ
ずかに含む
焼土粒少なく含む
焼土粒含む
焼土粒多く含む
焼土粒多く含む
焼土粒少なく含む、ロームブロック多く
含む

6 3
4 S

7
5

勿 ％

　　6

S繊 H－！5号住居跡柱穴計測表

Nα　形状　長軸（cm）短軸（cm）深さ（cm）備考

P5楕円形 65　　　55 95貯蔵穴

H－15号住居跡
1　黒褐色細砂層

2
3
4
5
6
7

ベルトセクション

にぶい黄褐色細砂層
灰黄褐色粗砂層
黒褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
暗褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層

○○
○○

○△

OO
OO
OO
OO

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロックわずかに含む
As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ロームブロック多く含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロックわずかに含む、灰混じる
As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、ロームブロック多く含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む
ロームブロック多く含む

0 1：30 1m

0 1：60 2m

Fig．15　H－1315号住居跡
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　　　4
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　＼　￥
　ノヲ　P1
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重

◎
　　P4

H
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一F
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d
慧
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0
ゆ
巽

ム
め1

§

　　L＝125．8mA

／卜

φ／

Aダ

P、◎
卜

1

勿㎜
2 4

％ 諺
F　L＝125．9m F

C　L＝！25．3m C H　L＝125．6m H l　L＝125．9m　　lダ

H－16
1
2
3
4
5

　　L＝125．5m　　　　　　　　　　　　，
D　　　　　　　　　　　　　　　　　　D

　・52号住居跡
灰黄褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層

ベルトセクション
○○

○○

○○

○○

○○

L＝125．5m

E　　　E

髪

L＝125，4m
J　　　　J

％

As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む、ローム粒含む

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、焼土粒・ローム粒・ロームブロック含む

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、

As－C軽石・Hr－FP軽石含む
ロームブロック含む

H－17号住居跡　　ベルトセクション
1　黒褐色細砂層　　　　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロックわずかに含む
2　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ロームブロックわずかに含む
3　灰黄褐色細砂層　　　△○

　L＝125．4m

K　　　K

雛

　L＝125．4m

L　　　　Lノ

％
H－16号住居跡　　竈セクション
1　灰黄褐色細砂層　　　OO
2　暗褐色細砂層　　　　○0
3　黄褐色微砂層　　　　O◎
4　暗褐色細砂層　　　　○○

H－17号住居跡
1　灰褐色細砂層
2　黒褐色細砂層

3　褐色細砂層

As－C軽石・Hr－FP軽石含む
焼土粒含む

焼土粒含む

竈セクション

　　　○○　焼土粒わずかに含む
　　　○○　焼土粒含む
　　　△○　焼土粒・焼土ブロック含む

H－16号住居跡柱穴計測表
Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm〉 備考

P2 楕円形 34 26 19．5

P3 円　形 50 48 19

H－52号住居跡柱穴計測表

Nd　形状　長軸（cm）短軸（cm）

P3楕円形　　　26　　　20

深さ（cm）備考

　19．5

H－17号住居跡柱穴計測表
Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 円　形 26 24 12

P3 楕円形 26 20 20．5

P4 楕円形 35 22 15

0 1：30 1m

0 1：60 2m

Fig．16　H－161752号住居跡
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H－18・53号住居跡
1　灰黄褐色細砂層

2　黒褐色細砂層

3　暗褐色細砂層

熱
　　　　　　匝

A　L＝125．8m

、、

笏 諺

A

4
5
にぶい黄褐色細砂層
黒褐色細砂層

6　灰黄褐色細砂層

7　にぶい黄褐色細砂層

H－18号住居跡柱穴計測表

笏
ベルトセクション
　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石多く
　　　含む、焼土粒・ロームブロッ
　　　　クわずかに含む
　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、
　　　焼土粒・ロームブロックわず
　　　かに含む
　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少な
　　　　く含む、焼土粒多く含む、ロー

　　　　ムブロック少なく含む

　O◎　ロームブロック含む
　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石多く
　　　含む、ローム粒少なく含む
　○△　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、

　　　　ローム粒少なく含む、W－4

　　　埋土
　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、
　　　　ローム粒含む、H－53埋土

Nq 形状 長軸（㎝） 短軸（㎝） 深さ（c皿） 備考

P1 楕円形 24 18 22

P2 楕円形 31 20 25

P3 楕円形 28 22 46．5

P4 楕円形 38 29 20

§

lo。

い
II

旨
㎝
の
唐

仲 ④
C　　L＝125．5m

心

総．

A
H－20

　　＼

P・

A

b

R

　　C’
○　＿

4
5

H－20号住居跡　　竈セクション
1　褐灰色細砂層
2　にぶい褐色細砂層

3　灰黄褐色細砂層
4　灰黄褐色細砂層
5　灰黄褐色細砂層

匝A L＝125．6m
t吸 　　　6　褐灰色微砂層

Aダ

○○

○○

○◎
○0

00
△◎

　　3

　　　　L＝125．5m
C’　D　　　　　　D’

難
　　　　　　　　　　　　　　　　L＝125。Om

　　　　　　　　　　　　　　　E　　　　　E

麓圭争舌倉猫M

焼土粒含む、灰多く含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ローム粒含む
As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、焼土粒含む、ローム
ブロック多く含む
粘土

2

多
H－20号住居跡柱穴計測表

勿
NQ　形状　　長軸（cm〉煙軸（cm）深さ（cm〉備考

P5楕円形 48　　　38　　　79

H－20号住居跡　　ベルトセクション
1
2
3
4
5

にぶい黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
黒褐色細砂層
灰黄褐色細砂層

○○

OO
OO
OO
△○

カクラン

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック含む
As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ロームブロック多く含む
As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む、ローム粒多く含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック含む、炭化物多く含む

0 1130 1m

0 1：60 2m

Fig。17　H－18・2053号住居跡
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　P6
一◎一
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　P4

P3

◎

C

，1◎

匝
　　　△

匝

狂
lD

C　 L＝125．7m　　　　　　　　　　　　　　　　　c’

lD
　H－19号住居跡
1
2
3

L＝125．7m

4
5
6
7
8
9
10

A　11

勿
H－19号住居跡　　ベルトセクション

1
2
3
4
5
6
7

黒褐色細砂層　　　　○○
にぶい黄褐色細砂層　△O
黒褐色細砂層　　　　○○
褐色細砂層　　　　　△◎
にぶい黄褐色細砂層　○○
暗褐色細砂層　　　　△○
灰黄褐色細砂層　　　○○

％
As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む、焼土ブロックわずかに含む
As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ロームブロック多く含む

As－C軽石・Hr－FP軽石含む
下部に灰含む
ローム粒・ロームブロック含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック含む

④

　L＝125，7m
D　　　　　　　D’

C

灰黄褐色細砂層
灰褐色微砂層
黒褐色細砂層

＼φ

竈セクション

褐色微砂層
褐色細砂層
灰褐色細砂層
にぶい黄榿色微砂層
褐色微砂層
灰黄褐色細砂層
灰褐色細砂層

○△
○◎
○○

◎◎

O△

△△
○◎

△△
○○

○△

にぶい榿色細砂層　　○△

H－19号住居跡柱穴計測表

As－C軽石
粘土

As－C軽石
含む

　Lニ125．4m
E　　　　　　E

・Hr－FP軽石含む

・Er－FP軽石含む、焼土粒

灰含む、焼土粒含む
下部に焼土含む

黙
＼

1田

い
II

旨
㎝
わ
ヨ

H－25

　　＼

P、⑨
レ

　　　　　　　　9

As－C軽石・Hr－FP軽石含む
As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、
焼土粒少なく含む

Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 円　形 30 26 31

P2 楕円形 26 20 24．5

P3 円　形 26 22 24．5

P4 円　形 30 25 21．5

P5 楕円形 98 80 8L5 貯蔵穴

P6 楕円形 16 80 14

C　L＝125，4m C　　　D

E　Lニ125，0m　E’

短

Lニ125．4m　Dノ

醸

愚
1巴

レ

A　L＝125．4m

憎・

A

諺

H－25号住居跡　　竈セクション
1
2
3
4

黒褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
灰褐色微砂層
灰黄褐色細砂層

OO
△O

OO
△○

5　灰黄褐色細砂層　　　○0
6　にぶい黄褐色細砂層　△○

As－C軽石・Er－FP軽石含む
焼土粒含む
焼土粒含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、焼土粒わずか
に含む、ローム粒含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、焼土粒含む
焼土粒・ローム粒含む

H－25号住居跡柱穴計測表

H－25号住居跡　　ベルトセクション
1　灰黄褐色細砂層　　　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む、ロームブロック含む
2　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、明黄褐色土・黒褐色土混じる
3　にぶい黄褐色細砂層　○○　ロームブロック少なく含む
4　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Er－FP軽石含む、ロームブロック含む 0 1130 1m

0 1＝60 2m

Fig．18　H－19・25号住居跡
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1　暗褐色細砂層　　　　◎O　As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む・南側に焼土粒含む　　　H＿22号住居跡柱穴計測表
2　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む
3　にぶい黄褐色細砂層　△O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ローム粒含む

H－22号住居跡　　竈セクション
1　灰褐色微砂層　　　　◎◎　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、焼土粒含む
2　黒褐色細砂層　　　　○◎　As、C軽石・Hr－FP軽石含む、焼土粒わずかに含む　　　’

3　黒褐色微砂層　　　　△◎　灰混じる、焼土粒少なく含む
4　暗褐色微砂層　　　　△◎　灰混じる、焼土粒・焼土ブロック含む

　　　　　　0　　　1130
　　　Fig．19　H－22号住居跡

　　　一56一

恥． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（c皿） 備考

P1 楕円形 50 41 81

P2 楕円形 54 48 50．5

P3 楕円形 48 36 44．5

P4 円　形 32 28 43．5

P5 円　形 74 70 48．5 貯蔵穴
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H－24号住居跡柱穴計測表
Nα 形状 長軸（c皿） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 楕円形 46 39 25．5

P2 楕円形 42 36 18．5

P3 楕円形 52 38 25．5

P5 楕円形 50 44 35 貯蔵穴

P6 楕円形 40 28 24

P7 楕円形 40 30 21

P8 円　形 32 32 31

P　g 楕円形 50 38 29．5

H－23号住居跡柱穴計測表

　　C
l吸一 L＝！26．Om

A
－L＝126，0m

／B’

形 諺

C

NQ 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 楕円形 52 42 25

P2 楕円形 42 32 34

P3 楕円形 52 36 3！

P4 円　形 48 44 29．5

P5 楕円形 81 70 102 貯蔵穴

A’

彦l
H－23、24号住居跡　　ベルトセクション
1　灰黄褐色細砂層　　　○0
2　にぶい黄褐色細砂層　○0
3　暗褐色細砂層　　　　△0
4　にぶい黄褐色細砂層　△0
5　にぶい黄褐色細砂層　○0
6　にぶい黄褐色細砂層　△0
7　灰黄褐色細砂層
8　黒褐色細砂層　　　　△0
9　にぶい黄褐色細砂層
10　にぶい黄褐色細砂層　○0
11　灰黄褐色細砂層　　　◎0
12　にぶい黄褐色細砂層　○O

H－24号住居跡　　竈セクション
1　・にぶい黄褐色細砂層　◎0
2　にぶい黄褐色細砂層　○0
3　灰褐色細砂層　　　　△0
4　褐色細砂層　　　　　△○

　　　　　　　　　　11

　　　　12

　　　焼土粒わずかに含む
　　ロームブロック少なく含む
　　焼土粒少なく含む
　　　　ロームブロックわずかに含む
　　　　焼土粒わずかに含む、ローム粒多く含む

9

　　As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む、
　　As一σ軽石・Hr－FP軽石含む、
　　As一σ軽石・Hr－FP軽石含む
　　As．C軽石・Hr．FP軽石少なk含む
　　As、σ軽石・Hr．FP軽石わずかに含む、

　　焼土粒多く含む
○△　As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む
　　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ロームブロックわずかに含む
○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ローム粒・ロームブロック含む
　　ロームブロック含む
　　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、’ローム粒・ロームブロック少なく含む
　　As一σ軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ロームブロック含む

和D

0 1＝30 1m

0 1：60 2m
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、焼土粒・
As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、
焼土粒少なく含む
上部に灰混じる、炭化物わずかに含む

ローム粒・粘土粒含む
焼土粒少なく含む、ローム粒多く含む、粘土粒含む

Fig．20　H－2324号住居跡
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　ぐ
陥一

憲

　A　　L＝125．3m

H－26号住居跡　　ベルトセクション

5　明黄褐色微砂層　　　○◎

A

　◎
◎’
P5

ヤヤ

A＼ぐ

　（♪’
　＼
H－26号住居跡柱穴計測表

Nα　形状　長軸（cm）短軸（cm）深さ（cm）備考

P5楕円形　　　62　　　52　　　54貯蔵穴

Aダ

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　セクションエ　　　　　　　　　　　のの　　きて　　　　ト　　　　　く　むヤぽニヒ　わずかに　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの　　を　　　ロロト　　　　　なく　むヤ　　　　ニヒ　くあじる

2　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ローム粒少なく含む　　　　　　　　　　　　　　　2　明黄褐色細砂層　　　○◎　下部が焼土層
　　にぶい　　　　　　　の　　ロ　ムブロック　く　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にぶい　　　　　　　　の　ぼ　　　なく　む

…灘　識騨羅帆帆鎌　ll鱗1欝．ll
　　　　　　　ハ　　　　　　　 ハハ　　　　　　　　　

　

　　　　H－29号住居跡　　北壁セクション　　　　ユ　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの　　む　　　く　むヤ　ト　　　　　む

　　◎㌃灘騨灘欝≧；ll欝i。
　　　　な　　　　　ヨ　　　　　セクション　　　　　　　　　ゆ　　わずかに　むヤ　　　ヒ　ずか　む　　　し



◎
　　P1 1田 ◎

　P4

④
C　L＝127。5m

Cク

総

仲

い
II

旨
『
ぬ
唐

A

◎
o

H－30

～

C　　　『

謬
　　　　叫

・・

1吸

◎，，

A

C ・　L＝126．9m　．
　E　　　　　　E

髭

　　　　　　1

　Lニ127．5mD

A　L＝127．5m

笏

勿

1

2

3

i吸

　P3

◎
A’

H－30号住居跡　　竈セクション
1　灰黄褐色細砂層　　　○○

2　黒褐色細砂層
3　暗褐色細砂層

H－30号住居跡
1　黒褐色細砂層

2 にぶい黄褐色細砂層

OO
△○

D

As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、焼土粒少
なく含む

As－C軽石わずかに含む、焼土粒わずかに含む
As－C軽石わずかに含む、焼土粒・炭化物わず
かに含む、粘土ブロック含む、ロームブロック
少なく含む

P5号柱穴セクション
　　ムO　As－C軽石わずかに含む、ローム粒含む
　　×○

1

z 　4

％物

2

㎜き撫錫
H－30号住居跡　　ベルトセクション
1　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石多く含む、Er－FP軽石含む
2　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石含む、Hr－FP軽石多く含む
3　にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む
4　にぶい黄褐色細砂層　○O　Hr－FP軽石わずかに含む

H－30号住居跡柱穴計測表
Nα 形状 長軸（c皿） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 円　形 37 35 31

P2 円　形 38 36 22．5

P3 円　形 38 35 29

P4 円　形 40 30 27．5

P5 楕円形 58 53 61 貯蔵穴

　　　　　沖

馨
ゆ

H－31

④
C L＝127，4m

ミ

N

博

熱

C

ム
　　　　　　　全

　　　　　　　／0

《》。
㈱　 ／o

D　L＝127．4m D

骸

H－31号住居跡　　竈セクション

匝

1　灰黄褐色細砂層
2　にぶい褐色細砂層

3　褐色細砂層

○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、焼土粒含む
△○　焼土粒・焼土ブロック含む
△○　焼土粒多く含む

A　L＝127．4m A
　　　　　　　　2　　　4

1懸
H－31号住居跡
1　にぶい黄褐色細砂層
2　黒褐色細砂層

3　灰黄褐色細砂層
4　黒褐色細砂層

5　にぶい黄褐色細砂層

ベルトセクション

00
00
00
00
00

1

勿％ 諺
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック少なく含む
As－C軽石多く含む、Hr－FP軽石含む、炭化物少なく含む
As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む

As－C軽石含む、Hr－FP軽石多く含む
Hr－FP軽石わずかに含む、ロームブロックわずかに含む

o 1：30 1m

0 1：60 2m

Fig。22　H－30・31号住居跡
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め
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A

◎

H－32

1田

C

Φ9

増。

o

C　L＝！27，1m Cρ　　D　L＝127．1m D

H－32号住居跡　　ベルトセクション
1　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む
2　にぶい黄褐色細砂層　○O　Hr－FP軽石わずかに含む

H－32号住居跡　　竈セクション
1　灰黄褐色細砂層　　　○○

2　にぶい褐色細砂層　　○0
3　灰褐色細砂層　　　　○○

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、

ずかに含む
焼土粒・焼土ブロック含む
焼土粒含む

焼土粒わ

眼
1α孔　△　L＝127．2m

匝

形

A’

臨
曹

物　　　昏
＼

ω

障

＼　　　一』

総

1＞

u
　II

蕊
刈
の
ヨ

／〉

H－36

◎
B

⑦
B’　L＝127．Om

1

遺物
2

B

B
4 3

　L＝126．2m
C　　　　C

P，⑤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勿

H－36号住居跡　　ベルトセクション
1　灰黄褐色細砂層　　　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む
2　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石含む、Hr－FP軽石少なく含む
3　にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C軽石少なく含む、Hr－FP軽石わずかに含む
4　にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C軽石わずかに含む

1四

『
旨
刈
の
ヨ

隊 ／＞

lo。 ㊥

愚

A

H－36号住居跡
1
2
3
4

　　　　　　竈セクション
にぶい黄褐色細砂層　○○
黒褐色細砂層　　　　OO
褐色細砂層　　　　　○○
黒褐色微砂層　　　　×○

As－C軽石含む、Hr－FP軽石少なく含む
As－C軽石含む、Hr－FP軽石少なく含む
As－C軽石少なく含む、焼土粒含む
焼土粒含む

H－36号住居跡柱穴計測表

Nα　形状　長軸（cm）短軸（cm）深さ（cm）備考

P5円　形　　　44 40

H－37

／

＼

／

＼

〆

＼

C
＼

33貯蔵穴

A’

1δ『

IR

　　　　　　　　　　　　　　　　匝

A　　L＝127．Om　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

C L＝127．Om

C

C D　L＝127・Om　　　　D’

H－37号住居跡　　ベルトセクション
1　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む
2　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ローム粒わずかに含む
3　にぶい黄褐色細砂層　△○

H－37号住居跡
！　褐色細砂層

2　暗褐色細砂層

3　黒褐色細砂層

竈セクション

　　　OO
　　　OO

△○

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、焼土粒含む
As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、焼土粒含む、

焼土ブロック少なく含む
焼土ブロック含む

1吸

0 1130 1m

0 1：60 2m

Fig．23　H－3236・37号住居跡
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熱
　厘

1田

H－35

匝

C

P5 　，

シ0

㊧　　　，’　　．
ヱド　　クロの　　　　まユレ　　ク　のゆ　　　し

　　　ド　　　や
　　　ユ　　ニ
、信　　短
　H－35号住居跡　　ベルトセクション
　1　灰黄褐色細砂層　　　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石含む

Cぞ　2　黒褐色細砂層　　　　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む
、　3　にぶい黄褐色細砂層　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、ロー

　　　　ムブロック少なく含む　4　にぶい黄褐色細砂層　○O
R
　H－35号住居跡　　竈セクション
　1　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む
　2　にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、焼土粒

　　　　含む　3　褐色細砂層　　　　　○○　軽石わずかに含む、焼土ブロック多く含む
　4　暗褐色微砂層　　　　○○　焼土粒含む

　H－35号住居跡柱穴計測表
　NQ　形状　　長軸（c皿）短軸（cm）深さ（cm）備考

P、円形　 50　48　27貯蔵穴

鍵．

　　△．L＝126．7m

1。・

H－38

繊

い

◎P・
恨

G

厘

㊨立L＿．　　仁
　　　1

　A’　　　　且L＝1267m　互

　　　　　32
　　　　　諺
　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＝126．1m

　C　ヘ　　　　　　　　　　ピ　　　　ヒ
　　　　麺
　　H－38号住居跡柱穴計測表

全P、楕円形
、　恥　　形状　　長軸（cm）短軸（cm）深さ（cm）備考

38　　　　　　30　　　　　30．5

H－38号住居跡　　ベルトセクション
1　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む、ロームブロックわずかに含む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　1＝30
2　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む
3　にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む
4　黒褐色細砂層　　　　OO　As－C軽石・｝lr－FP軽石少なく含む、ロームブロック含む
5　にぶい黄褐色細砂層　△O　Hr－FP軽石わずかに含む、ロームブロック少なく含む

　ハ　　　　　　　　　セクション
エ　　　　　　　　　　のの　ニヒ　　む
1繰鯉雛細砂層88会1：8舞薯：葺1二器舞薯舞1離1讐書奨葛㌔螢去究；多認かに含む　　　Fig．24　H－35・38号住居跡

4　黒褐色微砂層　　　　△◎　焼土粒・粘土ブロック含む
5　暗褐色微砂層　　　　△◎　焼土粒・粘土ブロック含む

　　　　　　一61一
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1四

総
　陣

ユモこ　ド　

髪

や　　　　　　ハ　
ン◎P1

　◎
　ツ　　　 ら

　。隻◎
　　ハ　『⑤
A　遺物
＿　　　　　 L＝126，7m

P衝

1

　P3◎動

　　フドP・　　亥
　○シ◎

／帆

毒誉蛎勲
　　遺物とド　ロ　　

ヒド　ひ　　

H－39号住居跡　　ベルトセクション
1　黒褐色細砂層　　　　OO　As－C軽石多く含む、Hr－FP軽石含む
2　にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ローム　　　H－22号住居跡柱穴計測表

　　粒・ロームブロック含む3　暗褐色細砂層　　　　△O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ローム

　　ブロックわずかに含む、北側で黒褐色土含む
4　黒褐色細砂層　　　　△O　Hr－FP軽石含む、ローム粒含む
5　灰黄褐色微砂層　　　○◎　くずれた粘土

H－39号住居跡　　竈セクション
1　にぶい黄褐色細砂層　△◎　Hr－FP軽石少なく含む
2　灰黄褐色微砂層　　　△◎　くずれた粘土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
3　灰褐色細砂層　　　　△O　焼土粒少なく含む
4　にぶい褐色細砂層　　OO　焼土粒・焼土ブロック含む
5　黒褐色微砂層　　　　△0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　Fig．25　H－39号住居跡

　　　　一62一

　　　ブ獅涌撫而而磁…朋耐き
ご　 り　　モニ　り　ぬげ　　 ヒモニ　　　じ　　ピ　　 　モニユ　の　　　 ゴ

チ　　　モニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　H’　l　L＝126．3m　　　　　　　　　　　　　ド

Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 楕円形 64 50 40．5

P2 楕円形 52 40 38

P3 楕円形 40 32 33．5

P4 楕円形 48 38 33．5

P5 楕円形 114 80 68 貯蔵穴

P6 楕円形 75 60 43

P7 楕円形 42 40 12．5 1130　　　 1m

1：60　　　2m
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　　　　　膨◎
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∠Σ　L＝126。6m

ぷ
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P、す
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　　髪
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　笏　1　　　　　1　　　132

1　　　￥『震議臨砂層ベルトちろシ云藩石．H旺軽石多く含む、ロームブロックわずか1こ含む

・i　　襟灘聯鵬1欝夢草軽欝百倉綿協欝かに含む　H－4・号住居跡柱穴計測表

、1　　黙灘監編8δ粘土
　　　　　　　　　　　　　ゆ　　ヨ　　　　　セクション
　　　　　　　　　　1　灰黄褐色細砂層　　　○O　As．C軽石・Hr．FP軽石含む、焼土粒・粘土粒含む

1 l　l騰雛羅砂層§§麟》霧欝瓢繊鼎己矛　混鵠　　　　　　・　1・3・　1・．1　　H一4。号住居跡『日竈セクシヨン

　1　黒褐色細砂層　　　　○○　軽石少なく含む
　2　にぶい褐色細砂層　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、焼土粒少なく含む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　1160　　　　　　　2m
　3　にぶい褐色細砂層　　○○　焼土粒多く含む
　4　褐色細砂層　　　　　△○　焼土粒多く含む、焼土ブロック含む
　5　黒褐色微砂層　　　　△○　焼土粒含む
　6　暗褐色微砂層　　　　△◎　焼土粒含む

　　　　　　　　　Fig．26　H－40号住居跡
　　　　　　　一63一

Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

PI 楕円形 64 58 58

P2 楕円形 68 62 58．5

P3 方　形 62 55 65．5

貯蔵穴

P4 楕円形 66 58 66

P5 円　形 70 70 70

P5’ 楕円形 70 70 70 貯蔵穴

P6 円　形 32 32 34．5



欄1田 　　／の　⑭
　　　　　　　ドユ　　ロ　ゆご
　　H－41　　　　磁

　　　　1’
　A

一

　、

　　　l　C　　　　　　　5　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、W－1埋土
　　一＿＿　　　　　　　　　　　　　6　褐色微砂層　　　　　○○　焼土粒・炭化物含む
醸　　　　　　／、
匝

　ヘレ　　　　　　　　　　　　　　　　パ　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 りひ　　　ヰ　　　　し　　　の　　　　　ラ　を　さ　むハ　　イ　　

　砺髪14笏彫1P・楕円”50　1

　八　　　　　　　　シ　　　ーゆ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モコ　　　じ　

　　　　　　ヒ　　　
ピ

　　　　む　ご　　　ノノデ　　　 　　　 　

．蔑A＿　糧，　ざ灘繋灘麟繋創

⊥肇湖騨華墨．講i涯1

　　　F　∵6　居跡

Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 円　形 24 24 38

P2 円　形 26 25 32

P3 円　形 25 23 43

P4 方　形 20 20 49

P5 楕円形 52 48 47 貯蔵穴



　1膨潅　　　　　　．、＿　　虻
　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　ブ

　　　　　　　ヨお　　　　エレ　り　　ヱ

コ　　　￥一薫雛羅層ベル悦シ読軽石。H卜FP軽石含む

　2　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック少なく含む　　　H－44号住居跡　　竈セクション
　3　にぶい黄褐色細砂層　○O　Hr－FP軽石少なく含む、ロームブロック含む　　　　　　　　1　黒褐色細砂層　　　　○O　Hr－FP軽石わずかに含む
　4　灰黄褐色細砂層　　　OO　Hr－FP軽石含む、ローム粒多く含む　　　　　　　　　　　　2　にぶい黄橿色微砂層　○◎　下部に焼土粒含む
　5　灰黄褐色細砂層　　　○△　下部にロームブロック多く含む　　　　　　　　　　　　　　3　灰褐色細砂層　　　　△◎　焼土粒含む
　6　灰黄褐色細砂層　　　△△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　灰褐色細砂層　　　　△◎　焼土粒・焼土ブロック・粘土ブロック含む
　7　にぶい褐色微砂層　　△◎　流れた粘土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5、黒褐色細砂層　　　　○O　Hr－FP軽石含む、ローム粒含む

　8　灰黄褐色細砂層　　　○△

ヨ　　ト　　　ベノレトセクション　　　　　　　　　　　　　　　　

△湧　鞍灘騰薯蔓享羅織鞘弩螺新㎞

『矧　　　　　　　　 　

恥． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 円　形 32 32 30

P2 円　形 40 36 39

P4 円　形 40 40 42．5

P5 方　形 72 60 98．5 貯蔵穴



H－47号住居跡　　ベルトセクション
1　黒褐色細砂層　　　　◎O　As－C軽石・Hr－FP軽石多く含む
2　にぶい黄褐色細砂層　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、炭化物・ロームブロック含む、東側に焼土含む

1吸AL＝一m　轡　パ　　　笏　1、三

まニ　　　　ぼ　ず
4　暗褐色微砂層　　　　○◎　焼土粒含む
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C　　L＝124，9m
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o H－50号住居跡
1　黒褐色細砂層

D　Lニ124．9m

竈セクション
○○

2　にぶい黄褐色細砂層　○○

　　　　　3

⑥P3
　　　　　倉

　　A

灰黄褐色細砂層 OO

にぶい黄榿色微砂層　○◎
暗褐色細砂層　　　　△○

　　　　　　　1

態嚢

C

D

As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロー

ム粒少なく含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロー

ム粒・粘土粒含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、焼
土ブロックわずかに含む、ローム
粒含む
粘土
焼土粒わずかに含む

　　　　　　4　5
2 1

　3

冊
4

％
　　彰

霧
H－50号住居跡　　ベルトセクション

1
2
3

灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
黒褐色細砂層

○×

○○

○○

4　にぶい黄褐色細砂層　○0
5　にぶい黄褐色微砂層　△○

As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック少なく含む
As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、　　　　　　　　　　　　　・
焼土粒・炭化物・ロームブロック少なく含む
As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ローム粒・ロームブロック含む
As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、ローム粒・ロームブロック含む

H－50号住居跡柱穴計測表
Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 円　形 38 38 27

P2 楕円形 43 34 28

P3 楕円形 44 34 25．5

P4 円　形 30 30 10．5

P6 楕円形 40 32 39

P7 円　形 22 20 20

P8 円　形 32 28 14．5

Pg 円　形 30 29 23

④

戴

馨

1切

u
II

』
㎝
ゆ
簿

厘

仲

A

A　　Lニ125．3m

H－54

、、

C　L＝125．3m　C虐

H－54号住居跡柱穴計測表

Nα　形状　長軸（㎝〉短軸（cm）深さ（㎝）備考

P5不整形 70　　　60 32貯蔵穴

P，　10

吸　　10

、

A

A

諺

H－54号住居跡　　ベルトセクション

1
2
にぶい黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層

OO
OO

3　にぶい黄褐色細砂層　OO

4　にぶい黄褐色細砂層　OO

5
6
7

褐色細砂層
灰黄褐色粗砂層
にぶい黄褐色細砂層

8　灰黄褐色細砂層

△○

○△

OO
△○

カクラン

As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ローム粒少な
く含む

As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、焼土粒少なく
含む、ロームブロックわずかに含む
As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、焼土粒・ロー

ムブロック少なく含む
焼土粒多く含む
As－C軽石わずかに含む、Hr－FP軽石多く含む
As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、ローム粒少
なく含む

As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、下部に明黄褐
色土含む

0 1：30 1m

0 1＝60 2m

Fig．30　H－5054号住居跡

一67一
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B－1号掘立柱建物跡　　P1　2　3　4、5　6　7　8号柱穴セクション　　　B－！号掘立柱建物跡柱穴計測表　　　　　　　　　B－4号掘立柱建物跡柱穴計測表
1　黒褐色細砂層　　　　○○’A♂C軽石・Hr．むP軽石谷む、ロームブロック含む
2　にぶい黄褐色細砂層　○○　明黄褐色土混じる

B－4号掘立柱建物跡　　P1号柱穴セクション
1　にぶい黄褐色細砂層　△O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む
　　　　　　　　　　　　　　の　ロハムブロック　む
　　　　　　　　　　　　のの　ロ　ムブロック　く　む

墜藩魏購騨8ま塘猶銘％ヨ姦含む
2　黒褐色細砂層　　　　△O　As－C軽石少なく含む、ロームブロック少なく含む
3　黒褐色細砂層　　　　△○　ローム粒含む
4　黒褐色細砂層　　　　△○　ローム粒多く含む
　　　ち　　　　　　　　　　　ン　ロハム　　なく　む
　　にぶい　　　　　　　　の

層一誰穰雛雛層88聡縫ぎ孟FP軽石わずかを．含む、。一ム粒．。一ムブ。．ク含む
2　灰黄褐色細砂層　　　○○　ローム粒含む
3　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む
4　灰黄褐色細砂層　　　○○　ローム粒含む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　1：60
5　黒褐色細砂層　　　　○○　ローム粒少なく含む

　　　Fig．31　B－1・4号掘立柱建物跡

　　　　　一68一

Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考 Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P　L 円　形 44 44 34 P　L 方　形 104 90 38．5

P2 円　形 40 36 19 P2 方　形 97 76 28

P3 楕円形 48 40 27．5 P3 方　形 80 60 37

P4 円　形 44 40 32．5 P4 方　形 ！10 76 42

P5 楕円形 50 38 39 P5 方　形 78 76 49．5

P6 楕円形 58 38 28 P6 方　形 76 70 49

P7 楕円形 54 48 47 P7 方　形 88 70 48．5

P8 円　形 40 38 18 P8 方　形 86 70 51

一ムブロック含む

P　g 方　形 70 64 37．5

Plo 方　形 102 90 39



　ずの　　　　　　　　　　　　　　　 ぬ　　ドユヘ

　　　ヤ　　　　　　　ぬ　　　ヨび　るワ

　謙、◎・
　な　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノペ

　臣　　・　　　　　　QI　Ql　　　モコユ　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

、1　　マー錘雛朧跡器繁錨誌恥FP軽石多く含む、ロームブロ．ク蜘含む　B－3号掘立柱建物跡柱穴計沮咀表

　2　黒褐色細砂層　　　　○◎　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ロームブロック少なく含む
　3　にぶい黄褐色細砂層　△O　As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、ローム粒含む
　4　にぶい黄褐色細砂層　○○　ロームブロック多く含む

　B－3号掘立柱建物跡　　P2号柱穴セクション
　1　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石含む、Hr－FP軽石多く含む、ロームブロック少なく含む
　2　黒褐色細砂層　　　　△O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ロームブロックわずかに含む

　B－3号掘立柱建物跡　　P3号柱穴セクション
　1　灰黄褐色細砂層　　　OO　As－C軽石含む、Hr－FP軽石多く含む、ロームブロック少なく含む
　2　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック含む
　　ゑ　　　　　　　　　の　　む　　　　ト　　　　　なく　む
　　　4にぶ噴褐色細砂層○○・一ムブ・ック含む

　B－3号掘立柱建物跡　　P4号柱穴セクション
　1　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石含む、Hr－FP軽石多く含む、ロームブロック少なく含む
　2　暗褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ロームブロック含む
li　繕灘細砂層8確藻善多蔀亀石少なく含献焼土粒・炭化物わ　含む・

　B－3号掘立柱建物跡　　P10号柱穴セクション
　1　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石含む、Hr－FP軽石多く含む、ロームブロック少なく含む

2m

　　　Fig．32　B－3号掘立柱建物跡

恥 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P1 楕円形 87 78 39

P2 楕円形 100 94 51

P3 楕円形 108 106 70

P4 不整形 72 52 59

P5 円　形 90 85 2
P6 楕円形 68 50 42．5

P7 楕円形 88 72 45

P8 楕円形 90 76 76．5

Pg 楕円形 105 88 35

Plo 楕円形 105 88 35



　の　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼセ　　ニユむ
　　　ヨ　　　ドね　　　む　　むじド　も　

　1≧　庚
　　レ　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　 ヱ

　　　　　　　　　　　

B－6号掘立柱建物跡　　P4号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石含む、Hr－FP軽石多く含む
2　灰黄褐色細砂層　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石少なく含む、ロームブロック含む
3　にぶい黄褐色細砂層　◎O　As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、ロームブロック含む
4　黒褐色細砂層　　　　◎O　As－C軽石・Hr－FP軽石わずかに含む、ロームブロックわずかに含む
5　にぶい黄褐色微砂層　◎O

　　　　B－6号掘立柱建物跡柱穴計測表

1田 1・触

／巴　　 陣

モコ　　ロ　　　　ク

ム　　　ざ
勿％％

南 形状 長軸（cm） 短軸（c皿） 深さ（cm） 備考

P1 楕円形 86 70 46

P2 楕円形 68 60 52

P3 1楕円形】 70 64 53．5

P4 楕円形 84 74 50．5

P5 楕円形 98 78 65．5

P6 楕円形 98 70 43．5

P7 不整形 109 100 74

P8 不整形 112 74 46

P9 楕円形 86 64 53．5

Plo 楕円形 73 66 44

。　1：6。　2m　　l

Fig．33　B－6号掘立柱建物跡、小石榔

　一70一
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A　Lニ125．5m　　　　　　　　A’

　ま、霧…

1－2号井戸跡　　ベルトセクション
1　黒褐色細砂層　　　　△O　Hr－FP軽石わずかに含む
2　灰黄褐色細砂層　　　△O　Hr－FP軽石少なく含む
3　灰黄褐色細砂層　　　×◎　小石少なく含む
4　にぶい黄褐色細砂層　×◎
5　明黄褐色細砂層　　　×◎
6　にぶい黄榿色細砂層　×◎

○

D　 B

マ　W－2、3号溝跡　　①、②、軌④ベルトセクション　　　　　1

Fig．34　1－1・2号井戸跡、w－2・3号溝跡

　一71一，

④

　バニ　　　　ヘノ

　　ヤハ
　　ト　　ノ
　ー彪一

　ド　　　ユヨ
　　　

　

　　　　　　　　

／

1　褐灰色細砂層　　　　○×　現耕作土
2　暗褐色細砂層　　　　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石

　少なく含む3　黒褐色細砂層　　　　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石

　少なく含む、焼土粒わず
　かに含む4　にぶい黄褐色細砂層　○○　ローム粒含む
5　黒褐色細砂層　　　　OO　As－C軽石・Hr－FP軽石

　含む、ロームブロック少
　なく含む
0　　 1：60　　2m

O　　　　　　1：120　　　　　4m
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D－24号土坑セクション

1

4

、
＼
＼

＼　，

　旦
　、

ミ⑧
　　　　　　　　D－60

B　L＝125。1m

讐’

B’

！

撫哺一A

勿

C　L＝125，7m

2

3
4
5
6
7
8
9
！0

C’

にぶい黄褐色細砂層

灰黄褐色細砂層

にぶい黄榿色微砂層
明黄褐色微砂層
明黄褐色微砂層
にぶい黄榿色微砂層
明黄褐色微砂層
灰黄褐色微砂層
にぶい黄榿色微砂層
にぶい黄褐色細砂層

○○

④

　Hr－FP軽石含む、ロームブロック
　少なく含む
　Hr－FP軽石含む、ロームブロック
　少なく含む

ぐ

D－66

ぐ

△○

○○
△◎
○◎
◎◎
◎◎
△◎
◎◎
△○

D－59、60号土坑セクション
1
2
3
4
5
6
7

灰黄褐色細砂層
明黄褐色微砂層
にぶい黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色微砂層
黒褐色細砂層
にぶい黄褐色微砂層

D－62号土坑セクション

◎○
◎◎
◎○
◎○
◎◎
◎○
◎◎

1　にぶい黄褐色細砂層　◎△

2
3
4
5

灰黄褐色微砂層
灰黄褐色微砂層
にぶい黄榿色微砂層
にぶい黄橿色微砂層

　　P－1

哺
Lニ127．6m
A　　　　A

笏
P－12

◎○
◎◎
◎◎
◎◎

ロームブロック多く含む

隙間が多くある
黒褐色土混じる

D－6Z

E　L＝125．1m

尋、

ロームブロック少なく含む

白い軽石含む

炭化物少なく含む
ロームブロック含む
焼土粒・炭化物少なく含む
焼土粒・炭化物わずかに含む

撃肇
D－64号土坑セクション
1　にぶい黄褐色微砂層　00
2
3　にぶい黄褐色微砂層　◎0
4　灰黄褐色微砂層　　　○◎
5　にぶい黄榿色微砂層　◎○

E

　　＼外

◎
　　＼禾

L＝127．Om
K　　K〆

霧
P－！、

1
2

2、

白い軽石多く含む、炭化物少なくD－66、67号土坑セクション
含む
炭化物含む
炭化物多く含む
炭化物含む
炭化物少なく含む

　　P－2

尊

、無
B　　　　Bク

笏

P－3

F　L＝125．1m　　 F’

D辱L＝125。1m　Dダ

P－13

黒褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層

◎二
L＝127．Om
L　　　　　L

雛
3、5、6、7、8
　　　　　00
　　　　　00

P－4号柱穴セクション
1　暗褐色細砂層　　　　OO

bぐ、

Lニ127．5m
C　　　C’

霧

P－14

　　　／0

／曾

縄
L＝127．Om

M　　　M

笏

G　L＝125．2m

　　にぶい黄褐色微砂層　◎○　焼土粒・炭化物わずかに含むD－69号土坑セクション
　　　　　　　　　　　　　明黄褐色土混じる　　　　　　1　にぶい黄鐙色微砂層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　にぶい黄鐙色微砂層
　　　　　　　　　　　　　炭化物わずかに含む　　　　3　にぶい黄褐色微砂層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黄褐色微砂層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　明黄褐色微砂層
1　にぶい黄榿色微砂層　◎0
23　にぶい黄榿色微砂層　◎◎　　　　　　　　　　　　　　　1　にぶい黄褐色微砂層
4　灰黄褐色微砂層　　　OO
5　にぶい黄褐色微砂層　◎○　炭化物わずかに含む　　　　　2　黒褐色微砂層

6　明黄褐色微砂層　　　◎◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　灰黄褐色細砂層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　灰黄褐色細砂層
P－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　にぶい黄褐色細砂層

Gノ

◎△　白い軽石含む
◎O　白い軽石含む
◎◎　炭化物少なく含む
◎◎　炭化物わずかに含む
◎◎

にぶい蚕褐色微砂層　◎○　焼土粒・炭化物わずかに含むD－79・71号土坑セクション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎◎

　0’　　　　　　P－6

ひo’避⑨ざ

L＝127．6m　　L＝127．6m
D　　　Dダ　　　E　　　E’

P－15

型◎些

L＝126．7m
N　　　N
一笏一

　P－4
ぐ

◎9’

L＝127．7m
O　　　　O’

笏
　10、11、12、13、14、15号柱穴セクション
As－C軽石・Hr－FP軽石含む、ロームブロック含む
明黄褐色土混じる

As－C軽石・Hr－FP軽石含む

匙7

簸’
L＝127．6m

F　　F

髪

P－8

！◎三
L＝127．5m
G　　　　Gぞ

霧
　　P－9
＼ん

⑨。

L＝127，4m
P　　　　　　　P

○○

　◎○
　◎0
　0◎
P－10

竺⑤些

白い軽石多く含む、焼土
粒・炭化物含む
白い軽石含む、焼土粒少
なく含む
焼土粒少なく含む
ローム粒含む
ロームブロックわずかに
含む
PTど

◎
Lニ126．9m　L＝127・Oml（r

H　　　H

霧
P－16

◎亘
　L＝126．7m
Q　　　　　Q’

稲
0

J　　　J’

笏

　　P－17

◎’
L＝126．6m
R　　　　　　R’

獅
1130 2m

P－9、16、17号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　○O　As－C軽石・Hr－FP軽石含む　ロームブロック含む

　　　　　　　　　　　　Fig．35　D－24・59・60・62・64・66・67・69・70・71号土坑、P－1～17号柱穴

一72一



一一総驚　鰻
犀い 　　　 照
　’T『／1

　蟻

．講静

1（J－1－1）

！1

愈．

鷺，，

、，

　　　　　　　ノ　　　　　　　　ノ

罷写△烹　撤
　構∵ータ曝　　　　　瀞
　＼一　　　 ’

　　　　　　’
　　　2（」一1－2）

曜壷　
、欄一

痴’融

融藻

　　『3（」一1－3）

／

蝉蝿＝．

ン、評・一劃　　　ご壁魁　　　　　　ノ

難諺驚縁懇鯨審
灘羅灘鎌蘇一・伸
　難、〆

織鰍、轡灘，，
，蓼テ押｛　勢蠣簸i認勘、、
　　　　　　　　　　艶1幽
　　　　　　　　　4（」一2－1）

　　　　も鷲鱒　　磁阪、〆
雌鷲一灘論譲

㌧筥

6（J－2－3）

　　　　　　ぱゆ輔　鋤博轟’囎”門　封

嚇制編優
／

5（」一2－2）

／

　　　　　　　　　　◎
　亀
　　　　〆一一へへ
　　㊨　　／

⑨　　　　　　　　　　　＠翻

　　　　　　　　　　汐

7（」一2－4）

ノ

8（J－2－5）

　　　　　　亀

　㌦適㊨．も
　　⑱◎　　　⑲

篤遜鱒．》，
　　　　　　　⑭

／

石器1（J－2）

0 1：4 10cm

Fig．36　J－1・2号住居跡出土遺物

一73一



ド，・
．一三響’獅盈・：職’

”亀鞭麟乙
りせロほし

鱗驚麟蕪
・、、醗…　　罵’

筆きヂ鱗響

￥ ！！

9（J－4－1）

〆
1

～
凶
呼1

！〆、

　　、　　　＼

　　　ヨ
蟻劃

醗

＠

／
！昏・

諒
’　　、
1グ　施

i

重
’

強塵

懸

〆『＼、

1／G
／鶴
1麟、，鳥、

1＼購

　）心　　　唾
石器5（J－4）

欝職糠撫

糠難譲雛難、、

難鞍灘灘驚

醜醤髄、顯舞灘
、漿灘灘欝，

10（J－5－1）
じでロゆい　　　　りじドロコロドア
　し

ノ・覧一・ぐ・▽1▽・・…、一・一鞠蜘一

1欝、鍵1滋嚢糖藍
鯉欝鰭撫纈鞠　　　　 ・履

離灘麟た騰灘・．∴’紫
　　　秘、1書猟’㌧，，灘撫繹＼

．＼寸

議灘響’
　　・，〆．’β　卿だ

・繕灘熱
　　　　　，、欝誌

　　　・磯麟舞欝
　　難’鐵・駆ピ’鞠1・

’，

12（J－6－1）
11（J－5－2）

　　　・一”．r　嚇”・’▼・“ド』サ裾輯、’　　！，
『　’僧’P甲■　　　『す　『

　擁“r噌’『1㌧一

　r　，　一　　　　　　ゲ㌧1罐

　　・・ぐ、

　　諮1い．．…　噂、雪
　　’A・『“　、　　　　　　　 を

　　　　争1’

　．’．r
〆’臨駄　　　 釜

冨』 、㌦’”0ンλ一一

》

！！

ノ

＼

＼

’＼

、

13（J－6－2）

、 5！ヘ
ー，∫一P　伽鳥一碗F舟r’紐書轡

9’1撒’” 艇蜘ぎ黛．

　＝届”　　　　　　　　．ゴ声急牌，
　　，　！”許

鷺綴讐’
F！魯　　・グ

、卜，．　　　‘・ゼー～イし．．

蝋r、 ・、’一

　へ◎P’

㌧盛∴・，，倒葦　／

1
！

、

＼
＼ ／

／

／
！

／
1

14（J－7－1）

0 1＝4　　　100cm 0 1：3 10cm

（9～14、石器6） （石器5）

石器6（J－7）

Fig．37　」一4～7号住居跡出土遺物

一74一



　　　　　　誌

　　～、、　》
　　　　　　　6

瓢　閑

　　　　　　脳

グ

15（」一8－1）

〆

む

饗：～・

げ雛

、

、

　　　　塙轄：璽　

　　轍　繊灘一　喰
　　㌔　　　　、苓．縄謙
　　　　’烈瑠

　　　ぼ　　　　ダ
駿織 謙　ぐ…楚

条練醗　　 ノ捲

　　　難羅豪一
　　　・・＾が　　　’←・一

　　　　　　16（J－9－1）

馨r’職1講’㌧　　 熾・

葬灘　
遜嚢『諸

灘．欝
鞠雛賦4、甲身

　、が｛　　　　蹄
　召｝f「』既～

、，r

ノ

1ノ

　薫・
㌧　　　　　　　　　　 ノ

　　　17（」一9－2）

r記！

』漸

灘繋、響

，覇羅／

　　　　　’
　　　19（J－10－2）

や蘇騰薫鵠

”

懇　噺

　　　　u
　21（J－12－2）

，兼黙臨ぎ

　　　　’，
　　　20（J－12－1）

18（J－10－1）

雛”鱈ノ

一　イ凧

イ、艇

　　　　触
　　・　　浮
蓼　ドじ　　　　ロ　』．　’　　，　　輔

　1　，
，甲亀．

り　
と

一　　　　∠℃

＼
＼

納　継海鵬1歪，麟灘

醐㎏一臼・〆ンン〆，弓イン…ニン，！イ・

’『・り ζκ・、喉6＼ゴヤ、

　’・越N’N＼さ

、、
￥

，調「

ず，ノ

婆卿濫トヘ，

騨． 気

ジ鱒＝℃”一曾フ｝－7－『L噌一’　　一」げ♂

、魯漣　　’，喚　 ’柄

／／

・鞍驚、．圧ぜ

　　　　　　穿，．
　縛！鷺∫
，，麟雛
　』，馨r1』9噂

凱罵ニニ嚇識蛇酬1

　　！　　　ノ23（D－25－1）

《欝態
25（D－25－3）

　㌔ぐ・’討蝉職ず！
＼　　　　　　　　　　　／

24（D－25－2）

22（D－18－1）

0 1：4 10cm

Fig，38　J－8～10・12号住居跡、D－18・25号土坑出土遺物

一75一



禽一／幽

　　　　　　　　石器2（J－4）

劃轟
○　　　　　　　　石器3（」一4）

轟／

石器9（」一9）

轟憐
◎

石器12（表採）

　　へ￥

○ 石器13（表採） o　　　　　　　　　　石器14（表採）

Q
　J

石器16（表採）

6 石器15（表採）

9

○

　ら

ミ＼　｝’

石器17（表採）

0 1＝2 5cm 0

石器18（表採）

2＝3 5cm

Fig．39Jム4

　　　　　　　　（1フ・18）

9号住居跡、表採出土遺物

一76一

（2・3・9・12～16）



、 ！ ’

＼＼

　　＿ノ
　＿つへ

，ミ蕊
17摩
・へ

＼

　ロ　　　ぴ

／ノ召

創
l！

＼

＼

　　帳

　　〉．

鼠　　　’

斜1
饗ノ§・

　　漆

／

石器4（J－4）
ヨ∫：

◇ 石器7（J－8）

C＞

・穐

石器8（」一8）

え

二

ノ

’

κ

’甲■

’｛

『■監

～

石器10（D－4）

石器11（D－23）

0 1：3 10cm

Fig．40　」一4　8号住居跡、D－4・23号土坑出土遺物

一77一



〆　　　　　　
～㌧

く．／

　

蕊㌧

鵜ぐ）

＼

2（正［一2－1）

4（E－2－3）

一 一、　　一

、’
、

－、一　　　　　’

．一
　3（H－2－2）

5（］ヨ［一2－4）

ノヤ　　　ヤ　ブ
＿上’ ⊥一⊥ム＿∠

　覆『、鱗奪襲謬
　　　　　8（H－4－1）

　　　1（H－1－1）　　　1

嬢一
〇工】

　6（H－3－1）

域
、亀1

　7（H－3－2）

！

！

1
1

濠蟻縷

9（H－4－2）

11（H－4－4）

／§…誌
　N＼

10（H－4－3）

0　　　1：2　　50cm　　　　O　　　1：4　　10cm

　（5913）　　　　　　　　　　（8・9）

　Fig。41　H－1～4号住居跡出土遺物

　　　一78一

禅　目
1：バIIll
ll日

ii

！ii〉い

lU－　11
置1：1いl
lilHl

　13（1ヨ［一4－6）

0　　　　　 1：3　　　　　10cm

（1～4・6・7・10・11）



、）

謡

　　／ワ！イ

雨

＼、t＼

　ノ
＿一

！

ル，

12（H－4－5）

・繍

乙工巳

心
　　14（H－4－7）

15（H－5－1）

、じ、’1

　、

18（H－7－2）

16（H－6－1）

！（ト1卜）　．

くミニニ亀

＼詮“」 　フ7

N　無

一

17（H－7－1）

〆

19（H－8－1）

．，
　む

20（H－8－2）

．鰹ニヨ

　か／
誇

介

〔

鳶

／
／’

’

ρ

櫓
　蝶∩

い

▽1ノ

一』ア・

Lコ．

一
＼

22（H－8－4）

0　　　　　　　　1　：　2　　　　　　　50cm

（18）

21（H－8－3）
0　　　　　　　　　　　　　1　：　3　　　　　　　　　　　　10cm

0　　　 1＝4　　　 10cm

　　　　　（14～17・19～21）

Fig，42　H－4～8号住居跡出土遺物

（で2・22）

一79一



1　マ
ll〆

23（H－8－5）

ヤ

、

、

、

い
＼

ノ〔

r
一

卜

、　、
、　、　、

ヤと

　　ミ

2
ズ！　ノ
ラノ

グ’

ゲ
『

　　i

　　［

一盤：
　　　25（H－8－7）

一◎1一

0工〕
26（H－8－8）

24（H－8－6）

30（H－10－1）

　　　一
　＼’　、　　　！
　　し一　ノ　　　　　　　『　！

黛　　ミ』

31（H－10－2）

乙．＿　　　〆

レ∠＿＿　　　K

避32（H－10－3）

33（H－10－4）

o
o
O

（

ト
耳1

粍

34（H－10－5）

曳．
　■、㌦

◎》一

0　　　1：1　　2cm

0〕ロ
28（H－9－2）

0

ヤ無藁

機
、
》

、詳、

建
訴
，歩

　　　　　　　　　　（26・28・29）

　　　　　　　　0　　　　　　　　　1　＝　2　　　　　　　　50cm

　　　　　　　　　　　（25・34）
Fig．43　H－8～10号住居跡出土遺物

27（H－9－1）

一翁一

（コ心

29（H－9－3）

1：4　　　　10cm

　　（23。24。33）

0　　　　　　1：3 10cm

（27・30～32）

一80一



一．
『

一
35（H－11－1）

一一

36（H－11－2） 燃熱
　　　38（】ヨ［一11－4）

戸　　　　　r　　、

　、

’〆　”臼悼　　㍉

　　　　　　　　　も

懇、誹1

　　　　　40（H－11－6）

△

　　37（H－11－3）

39（H－11－5）

41（H－12－1） 　　　　　　　　42（亘一13－1）

一
ゾ

レ
一

／

44（H－14－1）

　憶

　＼＼

　＼／／＼く

46（H－14－3）

47（H－14－4）

ワ　　　　　　ト

N
45（H－14－2）

拶一・

D
恥
　　48（H－14－5）

0

43（H－13－2）

一

9
ノノ

　η

49（H－15－1）

ワ
ぴ矢
（二2〉一

瞭
乱 ノノ

1：4 10cm G

50（H－15－2）

1：3 10cm

Fig．44

　　　　　　　　　　　（47）

H－11～15号住居跡出土遺物

　　　一81一

（35～46・48～50）



＿グ　　　、

1．／ξ、

＼　　　　　　　　　　　　’

⊇心ミ

　一
，げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一 k

一

7・！身
一

，　　　　伊 一

メ
一

一　’

ノつ ノフ レ蜜一
／

イン

一

毒
一　’

51（H－15－3）

・§、

＼

　　レーニレ∈

　　一7
熱＼一

藤獣悉
、心ミ
懸鷺

室霧
乙

52（H－15－4） 54（H－15－6）

＼＼＼　＼
　ぺ　　　　　　　　　　

　　　（く、　　一＿　ぐ．＿

＼＼

、

∋
謁
一σ

一　　　　　『　　　　　＿

‘」r 　　　　く、
～

少　ノ誉＼

＼

　孤

＼　、

　、

　一
刑1

　　’　，’
刃

一

　ノノノ　ろ＼駅嘔浜コィ

　＼
・）　＼
　クヘ

藷楚

　　＼・一ヤ
56（H－15－8）

ゆロのふ

轄凝
σ◎◎¢
ゆ

⑨∂◎
　　53（H－15－5）

55（H－15－7）

一

，1η，

一

　’ 訥一＼＼

』

ぐ＼1礁

，心心さ＼一

我一一＼亀＿　　「’一一

，　イ

ーフ

、

ン戸曳，・

、5、　ぴ

ノ

58（r［一15－10）

喉

桑■・

雇警

59（H－15－11）

0　　1・4　　10cm　　　　O　　　　1：3　　　　10cm

　　　　　（58・59）
Fig．45　H－15号住居跡出土遺物

（51～56）

一82一



　「、、、

　l　　r4“　　　キ十・
　　ρ

　　　ぜ

　　　　聴

’

㌧

＼

気

、
　　　ll

ノ☆「・

＼1

「

／
ノ

57（H－15－9）

62（H－18－1）

一　　　　　　　　　　　’

63（］ヨ［一18－2）

　　　　ドヤヒリヘヤ　　　1、γYノ・　ノ

　c＼－

　　　　　　イ　　　　　裾

一下
へ

60（｝1－16－1）

■

〆、

1
～

臼、〆

064（H『18－3）

曾

』　　　　　…　　　『　　一

　一　一
一　　　　　　　　　一

　ダ！嵐＼～
　・〆　　　　　’、1
．〆　　　　 ＼㌧

　　　ご一“’く暑　＼

ど擁懸繊1
、繊ii』1鑓！

K　　　　－
＼　　　〆’
　、ハ虻♂

　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　』！げ　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
　　　　　　　　　　ノドダ　を葱
　　　　　　　　　　　　　騰畑，

　　　　　　　　　　ぐ誉，押〆～

69（H－22－1）　　　　　＼、』＿詣”　70（且一22－2）

　　　Fig．46　H－15～20・22号住居跳出土遺物

　　　　　　　　　　一83一

一

61（H－17－1）

．毒諺ノ
65（H－19－1）

一　一　　　　　　　　　一

　　　　　　　　一

麟、　’．　　　　＼　　　FG　一　｝　斌　＼　　2　μ　　μ

・’

66（H－19－2）

67（H－20－1）

エ　レ

紀

0

68（H－20－2）

1：2 50cm

0

0

（64）

114　　　10cm
（57・60）

　113　　　　　10cm

（61～63・65～70）



、
〆、
　　＼〆
　　、

へ

、

71（H－22－3）

一二 『『

＿一一』

74（H－22－6）

72（H－22－4）

76（H－22－8）

〆、　　1』

73（H－22－5）

75（H－22－7）

　　じ　　　ラ

網
II　　　ll

o
　77（H－22－9）

一
78（H－23－1）

一
／、 　，、

戸、 、　　￥／　 、

｝

謙蕊

　79（H－24－1）
81（H－24－3）

80（H－24－2）臼

9♂μ　〆
82（H－25－1）

！『一

総離壬『

壽溝
　彦≧赴

83（H－25－2）

、．

　　　　導 84（H－25－3）

一
o瑚ζ
『迅柵

・萄＼lt

　　　　　　0　　　 1：4　　　 10cm

　　　　　　　（74・75・85）
Fig．47　H－22～25号住居跡出土遺物

85（H－25－4）

0　　　1：2　　　50cm

　　（77）

0　　　　　 1：3　　　　　10cm

（71～73・76・78～84）

一84一



一

86（H－26－1）

一（

αら

講

一

イ

87（R－26－2）

＼、

撫、
ぐ

88（H－26－3）

一

一 ！

　　　一　＼　4一

、

－r＼皿　＼，　　　P、

＼、

　＼ミ＼
　　矢　象・臥ノ＼、き｝1＼＼　　　＼　＼ へ

一一一 ＼f＼　一　　　し　　　ll、＿ノ　＼

91（H－26－6）

戴＼》

　　　漁
　　　　N

（、＼、 ＼ト．

）＼＼矯爵・
　　撫
　　“1

ハ
／／／

／

愚
　口　閣　、　＼

　．＿一’一、／冒 　＿＿ノ
／’
　　一ニニン
　　〆／一てニニ：）

　　／

89（H－26－4）

90（H－26－5）

一一一一
銃’

92（H－27－1）

一

畳、

93（H－29－1）

71一
・

／蕪へ＼
養

　一

ラ

》

“籍
95（H［一29－3）

　　　97（H－30－1）

礁
気

レ／ レ

94（H－29－2）

ll
～
、

＼

ハ

駅

／、（＼

、＼＼＼
＼＼

96（H－29－4）

98（H－31－1）

鳶⊃

1：4　　10cm
（89・90）

100（H－32－2）

99（H－32－1）

0　　　　　　　　　　　　　1　：　3　　　　　　　　　　　　10cm

（86～88・91～100）

Fig．48　H－26・27・29～32号住居跡出土遺物

一85一



級

瀬

102（H－32－4）

一

一

104（H－35－1）

103（H［一32－5） 105（H－35－2）

101（H－32－3）

108（H－37－1）

106（H－36－1）

心勉’

／＿、

109（H－38－1）

『　　　　　　　　　　　一

麟薫
　・層へ1■　　　　　　：’

110（H－38－2）

　　　　　N

・　＼

107（H－36－2）

～
を

4

、

113（E－39－1）

￥

6二

’

！

112（H－38－4）

蟄A

！

『　　＿

＝

！ノ

！

　γ・

卿 ノ

一
ノ

← 』

、

115（H－39－3）

112（H－38－4）

鉱序漆最lo越｛1≧λ’

｝纂跳養蘇1

　観薫譲簾
　　　一・ご少ン《

、蕉麟熱、

111（H－38－3）

114（H－39－2） 0

115（H－39－3）

1＝3 10cm

Fig．49　H－32・35～39号住居跡出土遺物

一86一



嶋　　　＼＼
＼　＼

＼

＼

116（】ヨー39－4）

7
、 ノ、　1

L
ノ7 んクノア

ノ　7

＼ 7　　　ノ

　ク

～

～

117（H－39－5）
＼

℃

l　l

＼

／

＼

　　　　　へ
　　　　〉＼一

R
＼＼1

、h

］

一一 一　　　、r～！

＿r〆　’

’

、　　　　　　　　　　　　　7

　　　　』　＼mい
x

1・＼

w　l
　いい

　　／＼

翻　　　＼＼

＼憾．／　＼ ＿　　　一　頻　”

＼ 、

＼＼

猷

120（且一39－8）

119（H－39－7）

『

h　／荊　　　1蝋　＝／1

118（H－39－6）

121（且一39－9）

123（且一41－1）

122（H－40－1）

一～　一

　！
　－、、

127（H－42－3）

～＿
＼、

一

125（H－42－1）

一

〃

0

126（H－42－2）

114 10cm

畿
獣

口

0

ノ

ノ＼

＼

〆

1

、’　一　　　噂

き

￥

＼

124（H－41－2）

1：3 10cm

128（H－42－4）

Fig．50

　　　　　　　　　　　（118・120・121）

H－39～42号住居跡出土遺物

（116・117・119・122～128）

一87一



129（H－44－1） 130（H－44－2）

136（H－44－8）

一
＿　　　　　”　　　一　　『　　　一　　　一

、

’

ら

131（H－44－3）

一

一
づ

7
一　一 P嘔

132（H－44－4）

、

、

一

山一7

ゲ

133（H－44－5） 134（H－44－6）
卜

ヤ

一　一　　　　一

ムー　　　　く、＝

’

’

137（R噸一6）

135（H－44－7）

～

＼、》

＼＼

泌一　　一　　褐

＿＿　　ヂ　　　f

139（H－44－11）

＼

＼＼
　　　　　＼

　　　　ぺ

　　＼

140（H－44－12）

　｝　　　一　　　　＿

一〔一 F「～
　一　　　一 一　　　　　　　　r　一

＼ ヤ

㌃い

f

￥ ノ

138（H［一44－10）

　　　　　Fig．51

ガ
　　　ドリチロ

　　l　Il
　　』

　　リ
ノ々

141（Hl－44－13）

0　　　　　　　1　3 10cm

H－44号住居跡出土遺物

　　一88一



／

一

142（H－44－14）

一

～

〆／　　　　　t

／ ㌧ン

＼

＼

o『

←

／

！

～

143（H－44－15）

　　1　1
］

　　　　“

　　㌃
＼

一　ト

卜

　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　！

　　一

　　　　　　　！　　　　　　　　　　！

＼

　　　　　タ

レ

／

＼

、

x

蕪
＼戴
　　　獲

　　　　＼

＼

＼
　　　　　！　　　　ノ／

146（H－44－18）

　　　￥、
　　　￥￥

144（H－44－16）

145（H－44－17）

一

　　，，♪　．

　　司

148（E－47－1）

一 、ノ
ヤづ

へ

149（H－47－2）
147（H－46－1）

一
一

、～＿　＼

150（H－47－3）

0 114 10cm

　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　151（H－47－4）

Fig．52　H－44・46・47号住居跡出土遺物

　　　　　　　　　一89一

0

（145・146）

　　1：3 10cm

（142～144・147～151）



＼》

‘一一一

二鴫．

　　　ゆ
》．評
処α098◎
　⑩①

賦　　ぐ二二

文

／

153（且一47－6）

＼
　＼

、

＼

フ＿ノ（⊃
～

　　　＼

『

玉

＼

＼

154（H－47－7）

152（H－47－5）

／～

卜

♪

、

＼

緩＼
　　　　＼N

　　　　h
　　　　　鳶

x

漁
＼

～

＼
＼

＿　1
ワ ～

155（H－47－8）
156（H－47－9）

￥1

賑
　　　，！く、

ノ

初

　　159（H［一47－12）

轍

’ノ

〆

へ起ヘ
ー， k

k、
＼

瓢・・

ド諏

期
「1、、脚　、、　　’

史鷺

罪

0 1：4

ノ

＿、 ニク孝
蘂瑳．．

10cm

（155・156・159）

ノ

／／写

》
160（H－48－1）

0 113 10cm

（152～154・160）

Fig．53　H－47・48号住居跡出土遺物

一90一



＼

＼

1、1

い
l　l

～

卜

賦＼＼

＼

熱
又　　　》怒

　　、

　　ヲ
フニ」

嘲～＿　　ノ

ヤ、
　、　

ノ

158（H－47－11）

157（H－47－10）

ζ巧　6

161（H－49－1）

　　　べ

162（H－50－1）

ヤ　　　　ヤ
、　　L　　　　￥　　　ノ

、、

ノ

163（H－54－1）

164

『疹

一似／／1

●
　　　168（H－54－6）

164（H－54－2）

0

165（H－54－3）

一　　　　　　一

二
一

¶：4 ↑Ocm

（157・158・162・167）

　　　Fig．54

　！一紺、㌧

166（H－54－4）

0

《
ヲ
コ＼、　　　　　　　　　　辱

◎

112

9 つ▽
167（H－54－5）

1 1 1
、》

∫t ll＼
＼、マ

1、
　’ゴしン〆一　．！、

N

1 1 1

、一　　一ト〉ゾ

50cm 0

169（H－54－7）

1：3 10cm

　　　　　　　　　　（168・169）

H－47・49・50・54号住居跡出土遺物

（161・163～166）

一91一



一

』
一　　　　　　＿

一 一一
『

、．かじ

一　　　一

172（T－1－3）

170（T－1－1）

171（T－1－2）

173（T－3－1）
　　　174（T－5－1）

’176（W－3－1）

遍舳醐〆
　177（W－3－2）

み　ll

175（W－2－1）

　　　　179（D－23－1）

一

180（D－23－2）

178（D－21－1）

0　　114　　10cm　　　O　　　113　　　10cm
（172） （1709171・173～180）

Fig．55T－1・3・5号竪穴状遺構、w－2・3号溝跡、D－21・23号土坑出土遺物

　　　　　　　　一92一



PL．1

　一1・浬遡8　鷹1、　愛巌．．旬，

ヨ’

灘
調査区全景（」二が北）

」一1号但三居足亦全芳t（東から）

J－2号住居跡全景（西から）

難響『lll～至　蓬、1

誹壼，縫灘講　 愚

J－

l号住刷、炉、埋設土器全景（西力、ら）

J－2号住居跡炉全景（南西から）



P　L．2

一一艇鶴舞熱一
　　穐
　　凌・

J－5号住居蹉亦全景〔南力・ら〉

を　f　辱・二甲

鐵

’r

；夢・一？

J－5号住居跡埋設土器全景（南から）

糞

・難

逼

灘馨

J－6写住居跡遺物出上状態（南から）

骸、

罎
罐麺

J－7号住居ぜ亦翁景（南力・ら）

炉畷

ヘィで、乙

駿

麗、

J－8号住居跡全景（東から）

＼整

図

普

J－7号住居跡炉全景（西から）

灘熱
甲　　β

J－9号住居跡全景（南東から）

一《 蕪▽ゴド妻縮

J－9号住居跡炉、焼L範闘全景（西から）



1響藷鎌費鞍謹畿

縁藁鐙じ奪♂

　　　　　H－2・3号住居跡全景（南西から）

H－4号住居・謬亦竈全景（西から）

「π〕1繋1∫
・駅ゴ

　　　　　　H－7 号住居跡全景（西から）

難畢騨騨ざ3等蕪饗螺

監繊酵－’1－1．

H－8号住居跡全景（西から）

P　L．3

H－4・5号住居跡全景（西から）

　　　　H－5号住居跡竈全景（西から）

曝”纏』募’・』｝』　一∵鵡撮総懸
驚i・整鍔◇㌧1罷』　㌧　　野き

H－7号住居跡竈全景（西から）

H－8号住居跡竈全景（西から）



P　L．4

H－9・10号住居跡全景（西から）

鼠襯

H－10をナ｛主居助く竈ノ注景（西力・ら）

H－12号住居ゼ亦全景（西から）

，一》藻誕墾、1出暫嬬肇

　　　H－13号｛主居跡全景　（西力・ら）

H－9号住居跡竈全景（西から）

．． 、ζ鍵銑≧
癒葬髭魑
霧謹

6・一魏

一誕見

鞭嘱．

｝‘．，

　欝　　　．醐革i鞭灘鳥‘　　欄

　、、、｛。縣灘灘攣霧醗、

H 11号住居跡全景（南西から）

獲

－“、

H－12号・住居蹉亦竈全景（西から）

　　　　　ゆロ　　　メ
　　　ノヘ　’　　・・一7こ．齢＝乙二』臨

H－14号住居跡全景（西から）



P　L．5

’マ霧．．．一弩
☆鷺、

　　　　お　　　し

　　1釧．
罐も、㍗麟轡

磯

憐」ぎ

纒

懸
釜畢

繋：・

瀞　編

塾dの． 一
　　　　一

難灘籔
　　　　　『マ「磁な羅r一論』’二

　身，襲

響霧

・←』轟ρ

聾　　・賢、）’

　　H－15号住居跡全景（南西から）

H－15号住居跡竈全景（南西から）

H－15号住居跡遺物出土状態（東から）

ヤ着

．・ ．』藩総欝

H－15号住居跡遺物出土状態（南から）

H－15号住居跡遺物出土状態（南から）



PL，6

1・｝

　　〃

H－16・52・17号住居跡全景（西から）

　　　　　　　　　　ン

　　　　　　　　　　隊聴一
　　　　　　　　　　　曲

磁、r，△響懸掌

　H－19号住居跡全景（西から）

　　　　　　　　　　　　～

　瑳…鱒’“．』・・．

H－20号住居跡全景（西かP））

H－22号住居跡全景（西から）

’ド聯爾郭

　　碗　　　　　
罰婆

　　　　　緩☆

　H－！8号住居謬亦全景（西から）

－　

1誌

曲』

H－19号住居跡竈全景（西から〉

　　　雛

叢鵡

H－20号住居跡竈全景（西から）

H－22→ナ住居・蹉亦竈全景（i’Llカ・ら）



　　　　一．鰹　・F．　　　　・礎．・＝．

　　　　　　　　　　獣
　　　　　　　　　、一　も’

H－23号住居跡全景（西から）

瓦怨s誉翁奪ゴt鷺零罧

翻
H－24号住居跡全景（西から）

：鐸

　　　　　　H－25号住居蹉亦全景（西から）

残・、孟一．i鍾i聾驚糞盆・

プ～豊練薗諾蔑ン
麺欝瀦
＿・
鴫

酔　　．
　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　㌔『　謙・

　　　　　　H－26号住居跡全景（西から）

雛
．』』ゆ

一噸

‘際ぺ、 ，鴨卿＝陶－’｝」』9一

P　L．7

H－23号住居跡竈全景（西から）

臨
H－24号住居跡竈全景（西から）

繊

H－25号住居跡竈全景（西から）

－、

H－26号住居跡竈全景（西から）

り



P　L．8

H－29号住居跡全景（南から）

蕪鵜粛嚢薗

r　霜
廻

　　｛’

　　』誌洲
　　　蔭翠　　　　義

H－36号住居跡全景（西から）

H－30号住居跡全景（北西から）

H－31号住居跡全景（西から）

H－32号住居跡全景（西から）

H－30号住居跡竈全景（西から）

　’－、㎝　∴　『　　『’轡 』“乱遥・

H－31号住居冨亦竈全景（西から）

H－32号・住居蹉亦竈6ヤ景（西から）



．◎

鯛

H－34号住居跡念1景（西から〉

　　鰯　　・、

鷺

　　　　　　H－35号住居跡全景（西から）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　講

　　　　　　　　　　　　　　　欝，

　　　　　H－37号住居跡全景（西から〉

　　　　　　　 一一『』一』、一

H－38号住居跡全景（西から）

P　L．9

灘

H－34号住居跡竈全景（西から）

箋、』、

H－35号住居跡竈全景（西から）

3し

H－37号住居跡竈全景（西から）

H－38号住居跡竈全景（西から）



P　L．10

H－40号住居跡全景（南から）

や　ロ

爵．』罫二三∫轟L・』一、論1．㌧諭、｝

翔麟馨象難懸

欝　．．．灘灘

　　　　　　　H－39号住居跡全景（東から）

H－39号住居跡竈周辺遺物出ニヒ状態（北から）

H－44号住居跡竈全景（西から）

H－40号住居跡竈全景（南から）

H－39号住居跡竈全景（東から）

H－44号住居跡全景（西から〉

H－44号住居跡貯蔵穴遺物出土状態（西から）



H－47号住居跡竃全景（西から）

戦　　　　’β・▼・

鑛lrl

塗

．ξ　　　　顯々；．鶴

　，羅難嚢
1，曜

1鐸、

P　L、11

弓1

H－47号住居跡竈内遺物出土状態（西から）

　　　　　　　∵ぎ瀕藩　　∫、
　　　　　　　　　　　堀　　掃

　　瓢際　丑　’

f難搬…i

騰欝鞭露
轡難鱒織、．

鷺、赦　騒・　　．準　“　趨　　　繰　　　 漁　　隅

　　　乙、　・・欝
　　　　　　屯　c－』　　寛一τ

饗
、鷺』．群嚇，憾
H－47号住居跡遺物出土状態全景（西から）

　　　　　難．翻顧　　　　　　　　　　P　　■一

H－47号住居跡遺物出土状態（西から）

誕
き

轡、，1、鞭講

　　　　　　　尾ご　　イ

　　　霧　　　　　“

　　　　　　　　　撫～
　　　　　　　　・マ熱

　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　ξ
　　　　　轍、薦

H－47号住居跡全景（西から）

β



PL．12

　　　　　服．　　解蟹』醗講難1撹
　　　　　鵜語・軽訟』き講曼1毒

　　　　　　　　　　　・忘
　　　　　欝響　・1轟、1　灘’

　　　　H－45号住居跡全景（西から）

　　　　　亙　　難蠣嚢

H－46号住居跡全景（西から〉

H－45号住居跡竈全景（西から）

盤←

嚢魯議

H－46号住居跡竈全景（西から〉

砿3

　　　　H－49号住居跡全景（西から）

薩
藤
齪
　　　　H－50号住居跡全景（西から）

H－49号住居跡竈全景（西から）

H－50号住居跡竈全景（西から）



霧、穿1』杷、』1

B－1・4号掘立柱建物跡全景（西から）

　　　小石榔全景（北から）

1－1号井∫ゴ星亦全景（東から）

D－18号土坑遺物出土状態（南西から）

　　　　　　　　　　　　　　　PL．13

　　　　B－6号掘立柱建物跡全景（南から）

一鑛繕瀞騨難

　鰻懸懸議鞭　欝
纒鍵馨馨謎、濯
　　　　　W－2号溝跡全景（西から）

麟

6－24号地ド式土坑全景（南から）一

翻

鍵縷、

発掘を終えて



PL、14

1（J－1－1）

　ヒ響一、車一・
　・顧．1．』ll
叙』じ．詳ジ

　　　　　　　9（J－4－1）

4（J－2－1）

5（J－2－2）

醗i鐸羅
　　　　　瀬

　　　　　　6（J－2－3）

10（J－5－1）

11（J－5－2）

12（J－6－1）

一諏魅r－▽こ

15（」一8－1）

18（J－10－1）

’雛磯掌』

　　13（J－6－2）

16（」一9－1）

22（D－18－1）

14（J－7－1）

17（J－9－2）

20（J－12－1〉

25（D－25－3）



PL．15

《
　　2

八

昌

弘
　12

　　14

亀
　3

13

9

16

17

18

15

石鑑・石匙・石槍

4

露λ
臨顎

1乳』躍・入

7

撫

羅難

11

8

10

磨製石斧・打製石斧



PL．16

1（H－1－1）

フ

2（H－2－1）

“穫
鱗蕪
　　r　　　　　　』　　　　■

3（H－2－2）

（H－3－1） 14（H－4－7）

12（H－4－5）

6（H－3－1） 14（H－4－7）

8（H－4－1）

一瀬些腰戸『！

ソ“

ガ
プ

9（H－4－2〉

15（H－5－1）

16（H－6－1）

10（H－4－3） 17（H－7－1）

19（H－8－1）

13（H－4－6）

・ぐ蟷

嘱翻
26（H－8－8） 20（H－8－2）



P　L．17

22（H－8－4） 23（H－8－5） 24（H－8－6）

21（H－8－3）

27（H－9－1）

34（H－10－5）

28（H－9－2）

29（H－9－3〉

跡

30（H－10－1） 31（R－10－2） 32（H－10－3）

6・「．

35（H－11－1） 36（H－11－2） 37（H－11－3）

39（H－11－5） 40（H－11－6）

驚・

　　’露う　　　　　臥

》藤露

41（H－12－1）



P　L．18

二P 究 認’rF 酵獲蒲曝蒸譲聴熱

、極

42（H－13－1） 43（H－13－2） 44（H－14－1）

“

45（H－14－2） 49（H－15－1） 50（H－15－2）

51（H－15－3）

’一

54（H－15－6）

56（H－15－8）

59（H－15－11）

姻婿ヌ”

52（H－15－4）

55（H－15－7）

57（H－15－9）

、

53（H－15－5）

醗・

53（H－15－5）

58（H－15－10）



P　L，19

60（H－16－1）

66（H－19－2）

61（H－17－1）

61（H－17－1）

65（H－19－1）

《磯轟講欝

62（H－18－1）

63（H－18－2）

67（H－20－1）

68（H－20－2）
69（H－22－1） 71（H－22－3）

70（H－22－2） 69（H－22－1） 72（H－22－4）

70（H－22－2）

73（H－22－5）

69（H－22－1）

78（H－23－1）

織灘・
74（H－22－6）



P　L．20

79（H－24－1）

擁r ．．ビ蜘袖糖』

80（H－24－2） 81（H－24－3）

82（H－25－1）

86（H－26－1）

87（H－26－2）

89（H－26－4）

蔑y勝ン適

ン

94（H－29－2）

83（H－25－2）

84（H－25－3）

91（H－26－6）

91（H－26－6）

難欝』

　　　　　　　　　　　　　95（H－29－3）

85（H－25－4）

、 晒’∴矯二

辞　1　』
　口

90（H－26－5）

92（H－27－1）

93（H－29－1）

竃、

96（H－29－4）



P　L　21

97（H－30－1） 98（H－31－1） 99（H－32－1）

100（H－32－2〉 101（H－32一3） 102（H－32－4）

104（H－35－1） 105（H－35－2）

106（H－36－1）

108（H－37－1） 109（H－38－1）

110（H－38－2）

111（H－38－3）

113（H－39－1）

116（H－39－4）

116（H－39－4）

鰯 襯鳴

107（H－36－2）

117（H－39－5）



P　L　22

114（H－39－2）

119（H－39－7）

139（H－44－11）

129（H－44－1）

130（H－44－2）

131（H－44－3）

繋勢一

118（H－39－6）

120（H－39－8）

125（H－42－1）

126（H－42－2）

132（H－44－4）

136（H－44－8）

121（H－39－9）

122（H－40－1）

・藁

　　　　　　　　　　123（H－41－1）

．漉癩轟麟粥鞠課，．、葦，…護、

138（且一44－10）

138（H－44－10）



P　L　23

140（H－44－12）

141（H－44－13）

謡』　戯や7曝的’嘆勲・ン

147（H－46－1）

♪
～

賀
1膳

爵

142（H－44－14）

143（H－44－15）

148（H－47－1）

蕪趨鍵i一

145（H－44－17）

“難黒轟・

146（H－44－18）

153（H－47－6）

154（H－47－7）

149（H－47－2）

150（H－47－3）

151（H－47－4）

152（H－47－5）

152（H－47－5）



P　L．24

155（H－47－8） 157（H－47－10）

160（H－48－1）

156（H－47－9）

σ卜

158（H－47－11）

161（H－49－1）

162（H－50－1）

163（H－54－1） 164（H－54－2）
166（H－54－4）

170（T－1－1） 171（T－1－2） 173（T－3－1）

174（T－5－1） 175（W－2－1） 176（w－3－1）



抄 録

フ　リ　ガ　ナ ゴダイイセミヤゴイセキ

書　　　　　名 五代伊勢宮V遺跡

副　　書　　名 五代南部工業団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査

巻　　　　　次

シリーズ名

シリーズ番号

編　著　者　名 近藤　雅順

編　集　機　関 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

編集機関所在地 〒371－0018　群馬県前橋市三俣町二丁目10－2

発行年月日 西暦2003年3月20日

フリガナ

収遺物名

　フリガナ

　　在　　地

コー　ド 位　　　置
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 北　緯 東　経

ゴダイィセミヤゴイセキ

代伊勢宮V遺跡

マエバシシゴダイマチ

橋市五代町
10201 14C32 36。2428” 13goO6’52”

20020514

0021212
7，844㎡

五代南部工業

地造成事業

所収遺跡名 種　　別 主な時代 主　な　遺　構 主な遺物 特記事項

五代伊勢宮V遺跡 集落跡
縄文時代・

墳～近世

竪穴住居跡65軒、掘立柱建物跡

棟、小石榔1基、溝6条、他

縄文土器、石器、土師器、須

器、石製製品、臼玉　等
な　し

／



五代伊勢宮V遺跡

2003年3月13日
2003年3月20日

印　　刷

発　　行

編集発行

印刷所

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

前橋市三俣町二丁目10－2

TEL　O27－231－9531
松本印刷工業株式会社




	序
	例言・凡例
	目次
	Ⅰ 調査に至る経緯
	Ⅱ　遺跡の位置と環境
	1　遺跡の立地
	2　歴史的環境

	Ⅲ　調査の経過
	1　調査方針
	2　調査経過

	Ⅳ　基本層序
	Ⅴ　遺構と遺物
	1　竪穴住居跡
	2　掘立柱建物跡
	3　竪穴状遺構
	4　溝跡
	5　小石榔
	6　土坑・柱穴・井戸跡
	7　グリッド等出土遺物

	Ⅵ　考察
	図版
	口絵
	調査区全景
	H－15・47号住居跡出土遺物

	PL
	PL．1　調査区全景、J－1・2号住居跡
	PL．2　J－5～9号住居跡
	PL．3　H－2～5・7・8号住居跡
	PL．4　H－9～14号住居跡
	PL．5　H－15号住居跡
	PL．6　H－16～20・22・52・53号住居跡
	PL．7　H－23～26号住居跡
	PL．8　H－29～32・36号住居跡
	PL．9　H－34・35・37・38号住居跡
	PL．10　H－39・40・44号住居跡
	PL．11　H－47号住居跡
	PL．12　H－45・46・49・50号住居跡
	PL．13　B－1・4・6号掘立柱建物跡、小石榔　他
	PL．14　縄文時代出土遺物（土器）
	PL．15　縄文時代出土遺物（石器）
	PL．16　H－1～8号住居跡出土遺物
	PL．17　H－8～12号住居跡出土遺物
	PL．18　H－13～15号住居跡出土遺物
	PL．19　H－16～20・22・23号住居跡出土遺物
	PL．20　H－24～27・29号住居跡出土遺物
	PL．21　H－30～32・35～39号住居跡出土遺物
	PL．22　H－39～42・44号住居跡出土遺物
	PL．23　H－44・46・47号住居跡出土遺物
	PL．24　H－47・48～50・54号住居跡出土遺物　他


	挿図
	Fig．1　位置図
	Fig．2　周辺遺跡図
	Fig，3　グリッド設定図
	Fig．4　J－1号住居跡
	Fig．5　J－2・3号住居跡
	Fig．6　J－4・5号住居跡
	Fig．7　J－6・7号住居跡
	Fig．8　J－8・9号住居跡
	Fig．9　J－10、H－1号住居跡
	Fig．10　H－2・3号住居跡
	Fig．11　H－4・5号住居跡
	Fig．12　H－7・8号住居跡
	Fig．13　H－6・9・10号住居跡
	Fig．14　H－11・12号住居跡
	Fig．15　H－13・15号住居跡
	Fig．16　H－16・17・52号住居跡
	Fig．17　H－18・20・53号住居跡
	Fig．18　H－19・25号住居跡
	Fig．19　H－22号住居跡
	Fig．20　H－23・24号住居跡
	Fig．21　H－26・29号住居跡
	Fig．22　H－30・31号住居跡
	Fig．23　H－32・36・37号住居跡
	Fig．24　H－35・38号住居跡
	Fig．25　H－39号住居跡
	Fig．26　H－40号住居跡
	Fig．27　H－41・46号住居跡
	Fig．28　H－44・45号住居跡
	Fig．29　H－47・49号住居跡
	Fig．30　H－50・54号住居跡
	Fig．31　B－1・4号掘立柱建物跡
	Fig．32　B－3号掘立柱建物跡
	Fig．33　B－6号掘立柱建物跡、小石榔
	Fig．34　I－1・2号井戸跡、W－2・3号溝跡
	Fig．35　主な土坑、主な柱穴
	Fig．36　J－1・2号住居跡出土遺物
	Fig．37　J－4～7号住居跡出土遺物
	Fig．38　J－8～10・12号住居跡、D－18・25号土坑出土遺物
	Fig．39　J－4・9号住居跡、表採出土遺物
	Fig．40　J－4・8号住居跡、D－4・23号土坑出土遺物
	Fig．41　H－1～4号住居跡出土遺物
	Fig．42　H－4～8号住居跡出土遺物
	Fig．43　H－8～10号住居跡出土遺物
	Fig．44　H－11～15号住居跡出土遺物
	Fig．45　H－15号住居跡出土遺物
	Fig．46　H－15～20・22号住居跡出土遺物
	Fig．47　H－22～25号住居跡出土遺物
	Fig．48　H－26・27・29～32号住居跡出土遺物
	Fig．49　H－32・35～39号住居跡出土遺物
	Fig．50　H－39～42号住居跡出土遺物
	Fig．51　H－44号住居跡出土遺物
	Fig．52　H－44・46・47号住居跡出土遺物
	Fig．53　H－47・48号住居跡出土遺物
	Fig．54　H－47・49・50・54号住居跡出土遺物
	無題

	表
	Tab．1　周辺遺跡概要一覧
	Tab．2　住居跡一覧表
	Tab．3　土坑・井戸跡計測表
	Tab．4　柱穴計測表
	Tab．5　縄文時代出土遺物観察表
	Tab．6　石器観察表
	Tab．7　古墳～奈良・平安時代出土遺物観察表
	Tab．8　古墳時代後期の竪穴住居跡の比較
	Tab．9　4つの遺跡の竪穴住居跡の比較

	付図　五代伊勢宮Ⅴ遺跡全体図

